
    
      
        
      
    

  

































僕は友達が少ない⑦
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　「だって理り科かたちは、もう友達じゃないですか」







十四歳の朝







　小こ鳩ばとの誕生日パーティーの翌日。

　俺おれの家に泊まっていった高たか山やまマリア＆ケイト姉妹を見送ったあと、俺はいつものように小鳩とマリアの弁当と朝食を作った。

　俺が普段より少し早めの朝食を食べ終わっても小鳩が起きてこないので、仕方なく起こしに行くことにする。

　昨夜、小鳩とマリアは０時過ぎくらいまで二人でギャーギャー言いながらゲーム（誕生日プレゼントとして俺が買ってやった新作ゲームだ）で対戦していた。

　その様子をどこか物寂しそうな目で見つめながら、ケイトは一人、リビングでスルメをつまみにしてちびちびとジンジャエールを飲んでいた。……俺より年下の女子のくせになんであんなに枯れたおっさんっぽいんだろうあいつは。

「小鳩ー、そろそろ起きろー」

　…………。

　階段の下から呼びかけても返事がないので、小鳩の部屋まで向かう。

「小鳩ー」

　ガチャリ──小鳩の部屋に入る。

　女の子の部屋にしてはかなり残念な散らかりぶりの室内。

　壁にべたべたと貼り付けられたアニメ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』のポスターやら、アニメに出てくる魔法陣を模したシール。

　その他、アニメに出てくる十字架やドクロのキーホルダーやキャラクターのストラップなどが、至る所にぺたぺたと飾られている。

　それらに混じって、昨日まではなかった梵ぼん字じの書かれたお札が室内を囲むようにして貼ってある。

　昨日の放課後部活で小鳩の誕生日パーティーをしたときに幸ゆき村むらがプレゼントした、愛あい染ぜん明みよう王おうのお札だ。

　正直このプレゼントはどうなんだろうと思ったものだが、大好きなアニメのグッズと同じような扱いを受けているところを見ると、相当気に入っているらしい。……幸村に教えてやろう。

　小鳩が小学校入学以来使っている子供用の勉強机の上には、教科書やノートが乱雑に散らばっている。

　その机に備え付けの棚の一つに、アロマキャンドルの詰め合わせとハンカチのセットが大事そうに置かれていた。

　これまた、ハンカチのほうは夜よ空ぞら、アロマキャンドルのほうは理り科かが、小こ鳩ばとにプレゼントしてくれたものだ。

　……ちなみに今ハンカチとアロマキャンドルが鎮ちん座ざしている場所には、少し前まで星せ奈なのおかげで手に入ったアニメ監督のサインが飾られていたのだが、今は本棚にどうでもよさそうに突っ込まれている。

　んで、肝心の小鳩はというと、

「……ん……はふ……」

　ベッドの上で手足を大の字に広げて豪ごう快かいに眠りこけていた。

　寝間着のネグリジェはお腹なかまでめくれあがってパンツが丸見えになっており、布団と毛布は床に落ちている。

　枕まくら元もとには、起きているとき常に装着しているカラーコンタクトのケース。

　精巧な人形のような容姿にはあまりにも似つかわしくない残念な寝姿にぐんにょりしながら、俺おれは小鳩を起こそうと手を伸ばす。

　と、小鳩の首に、十字架のネックレスがかかっているのに気づいた。












　マリアがいつも首からさげているのと同じもので、昨日マリアがわざわざ家までやってきて小こ鳩ばとにプレゼントしてくれたものだ。

「……んひゅ……」

　眠ったままの小鳩が微かすかににやけ顔になりながら、右手で大事そうに十字架を握る。

　なんだか俺おれまで嬉うれしい気分になりつつ、そろそろ起きないと学校に遅れてしまうので左肩をそっとゆする。

「おーい起きろー。そろそろ学校やばいぞー」

「……ん……はふ……」

　しかし何度ゆすっても起きない。

　……しゃあねえな。

　俺は小鳩の耳元に顔を近づけ、真剣な声で、




「おい小鳩！　そろそろ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』がやる時間だぞ！」




「ふにゃっ!?」

　俺が言うやいなや、ゆすっても起きなかった小鳩が一瞬にしてギョッとした顔で目を見開いた。

　それから周囲をきょろきょろ見回し、ぼんやりした表情を浮かべ、母さん譲りの綺き麗れいな青い両目で俺を見つめる。

「…………くくく……ふぁぁ……あんちゃん…………ぉゃふみ……」

　あくびをして再び目を閉じる小鳩。

「おい待て寝るな小鳩！　だから遅刻するっての！」

　……十四歳になって初めての朝も、俺の妹は相変わらずのようだった。





本当はもう気づいていたこと







「思わぬ重要案件が舞い込んでしまい時間をとられたが、今日からまた学園祭に向けての活動を決める活動を再開する」

　放課後、部室にて。

　部室に入ってくるなり、俺おれのかつての親友にして我らが隣りん人じん部ぶの部長、三み日か月づき夜よ空ぞらは、みんなにそう宣言した。

　部室にいたのは俺、星せ奈な、幸ゆき村むら、理り科かの、聖クロニカ学園高等部所属組。

　俺が座っているソファのうしろに執事服姿の幸村が立ち、対面のソファに星奈と理科（服装は一見いつもの制服のように見えるがスカートの丈が昨日より五センチほど短くて白衣は着ておらずフレームレスの丸眼鏡をかけていてアッシュブロンドに染めた髪をストレートにしている）が隣り合って座っている。

　俺たち隣人部は一週間ほど前から、将来友達ができたときの『予習』として今年の学園祭に参加するための活動を行っていたのだが、小こ鳩ばとの誕生日の準備のために一時中断していた。

「学園祭まで一ヶか月げつを切っちゃいましたし、そろそろ急がないといけませんね」

　しゃらーんとしきりに右手で後ろ髪を撫なで上あげ、不自然なほどにチラチラと夜空ではなく俺に視線を向けながら理科が言った。

　ちなみに学園祭は十一月の中旬だ。

「そうだなあ。そろそろ何やるかくらいは決めないとな」

　理科の言葉に俺が賛同すると、理科はなぜか口をωという形にした。

　夜空が鷹おう揚ように頷うなずく。

「よし、それでは話し合いを──」

「あ、ちょっとその前に」

　俺が夜空の台詞せりふを遮さえぎった。

「……なんだ小こ鷹だか」

　話の腰を折られて不機嫌そうな顔をする夜空に片手で「ちょっとだけだから」と示し、




「……なんていうか、その、昨日はありがとな」




　顔が少し赤くなるのを感じながら俺は言った。

　夜よ空ぞらと星せ奈なと理り科かが不思議そうな顔をする。

「小こ鳩ばとの誕生日パーティーのことだよ」

　俺おれはソファから立ち上がり、まずは俺のうしろに立っていた幸ゆき村むらの方を向く。

「お前がくれた……ええと、お札？　あれ小鳩すげえ気に入ったみたいで、さっそく部屋中に貼り付けてたぞ」

「さようですかっ」

　俺の言葉に、幸村が弾んだ声を上げた。

「あにきの妹君によろこんでいただけるとは、身にあまるこうえいです」

　少し頰ほおを紅潮させやんわりと微笑ほほえむ幸村。

　うおっ、めちゃくちゃ可愛かわいい……。

　普段は無表情なこいつに間近でこんな顔されると、なんかドキドキする。

「お、おう。こ、こっちこそありがとな」

　ちょっと上擦った声で俺は答え、夜空たちの方に向き直る。

「む……」「むー」

　なぜか不機嫌そうな顔をしている夜空と理科に、続けて礼を言う。

「夜空と理科のプレゼントも喜んでたぞ。アロマキャンドルは棚に大事そうに飾ってたし、ハンカチはさっそく今日から使うみたいだし」

「そ、そうか。……まあ、悪い気はしないな」「そ、そうですか。悪い気はしませんね」

　夜空と理科は同時にちょっと照れくさそうに頰を赤らめ、同じように俺から目を逸そらして言った。

　と、

「あ、あたしのはっ!?」

　青い目をキラキラさせ、ソファから身を乗り出して興奮した様子で星奈が尋ねてきた。

　俺はその勢いに少し引きつつ、

「あ、ああ。あれはもちろんむちゃくちゃ喜んでガツガツ食ってたぞ」

「ほんとにっ!?」

「あ、ああ……」

「うぇへ……」

　星奈がうっとりした顔になる。

「うふふ……小鳩ちゃんがあたしの肉を喜んで食べてくれたのね……えへへへ……」

「そこだけ聞くとすごく猟りよう奇き的てきな発言ですね……」

「肉……貴様はもっと言い回しをよく考えてから喋しやべるべきだと思うぞ。これ嫌いや味みじゃなくて本心からの忠告だ……」

　気持ち悪い笑みを浮かべる星せ奈なに、心底ドン引きした様子で理り科かと夜よ空ぞらが言った。

　しかし残念ながら星奈には聞こえていないようだ。

「お慕いしているおかたに食べていただくのは無上のよろこびですね、あねご」

　……うしろからなんかうっとりした声音で怖い台詞せりふが聞こえたけど俺おれは聞こえなかったことにした。

「ま、まあともあれ、みんなありがとな、その、ほんとに。小こ鳩ばとが来たらあいつにも改めてお礼言わせるけど」

　仕切り直すように俺は言う。

「……ええと、ああ……なんつーか……家族以外の人に誕生日を祝ってもらえるってのは、な、なんていうか……いいもんだな……」

　昨日の、そして今朝の小鳩の幸せそうな寝顔を思い出して、しみじみと、心の底からそう思う。

　祝ってもらったのは俺じゃなくて妹なんだが。

　俺たち兄妹は、転校を繰り返してきたこともあって家族以外と誕生日を祝ったことがない。

　それどころか、父さんは仕事で俺や小鳩の誕生日にも家を空けることが多かったから、正確には家族で誕生日を祝ったことさえほとんどない。

　昨日みたいに隣りん人じん部ぶのみんなとマリアとケイト──これほど大勢の人と一緒に過ごす誕生日なんて、初めてのことだった。

　だから。

　小鳩が来る前に──さすがに実の妹の前でこんなこと言うのは恥ずかしいし──、どうしてもこいつらに言っておきたかったのだ。

「昨日、小鳩はもちろん喜んでたし……俺もなんつーか……あんな誕生日会って初めてで……すげえ……すげえ嬉うれしかった。だからあの、ええと、」

　ああ、やばい、ちょっと泣きそうだ。




「ありがとう」




　そう言って、ぺこりと頭を下げた。

「な、なに恥ずかしいこと言ってんのよ小こ鷹だか！」

　星奈が顔を赤くして言った。

「は、恥ずかしいとか言うなよ！」

「だってそんな改めて言われると、言ってるあんたはもちろん恥ずかしいヤツだけど、言われるこっちも恥ずかしいじゃない！」

「そ、そうかもしれねえけど、それでも言っておきたかったんだよ！　特に星せ奈な、今回の誕生日パーティーって、お前が小こ鳩ばとの誕生日を祝いたいって言い出したのがきっかけだっただろ？　サンキューな」

「べ、べつにあたしは、小鳩ちゃんのお姉ちゃんとして当然のことをしただけだし……」

　普段なんでもハッキリ言うこいつには珍しく、顔を赤くして口をモニュモニュさせる星奈だった。

「……ちなみに何度も言うけどお姉ちゃんじゃねえからなお前」

　面倒だがちゃんと毎回ツッコんでおかないと、いつの間にか既き成せい事じ実じつのようになってしまうのが怖い。

「とにかく、ありがとう。お前らありがとうありがとうありがとう！」

　開き直って早口でありがとうを連呼する俺おれ。

「小こ鷹だか先輩がデレた！」

「べつにデレてるわけじゃねえよ！」

　目を丸くする理り科かにすかさずツッコむ。

「う、ああ……まあ、その、なんだな……」

　夜よ空ぞらが照れくさそうに顔を背け、それから「ゴホン」とわざとらしい咳せき払ばらいをして俺たちを改めて見回す。

「たしかに誕生日パーティーというものはなかなかいいものだった。つまり世の中の友達が多いリア充どもは、あんな体験を一年間に何度も何度もやっているというわけだ！　まったくもって許し難い！」

　……この流れからでもリア充批判に持っていく夜空さんパネェっす。

「だ、だから──」

　夜空は呼吸を整え、目を細め、口の端を吊つり上あげ、挑戦的な笑みを作り、




「私たちも誕生日を祝えるような友達を作れるよう、これからも頑張ろう！」




　そんなとても前向きな宣言をした。

「ああ……そうだな……！」

　俺は力強く頷うなずく。

「今回の件で改めて、友達がいるっていいなと思ったからな……！　マジで頑張ろうぜ」

「ふふん、あんたたちに言われなくても最初からそのつもりよ」

　星せ奈なが勝ち気な笑みを浮かべて笑う。

「御ぎよ意いです、あにき」

　うしろで淡々と幸ゆき村むら。

　続いて理り科かも──……理科？

「……」

　理科は、無言でじっと俺おれの顔を見つめていた。

　この、決意を新たに頑張ろうという前向きな場面には似つかわしくないような、どこか呆あきれるような、哀あわれむような──怒っているような。

　何か言いたげな眼まな差ざし。

　……なんだろう、今日の気合いの入ったイメチェンをスルーしたことを根に持っているのだろうか？　そんなのはいつものことなのに。

　……俺は理科の視線からそっと目を逸そらした。

　すると理科は「……ふ」とため息とも微笑ともつかぬ微かすかな吐息を漏らし、

「あはっ！　それじゃ今日からまた学園祭に向けて頑張りましょうね、先輩っ！」

　いつもの朗らかな──お道ど化けたような笑顔を浮かべてそう言った。

「あ、ああ……そうだな」

　違和感を覚えながらも、俺は頷うなずくしかなかった。




　……このときの俺には、まだ『覚悟』がなかったのだ。

　理科が俺に何を言おうとしていたのか──本当はわかっていたのに。





第三回学園祭出し物会議







　それから十数分後、小こ鳩ばとがちょっと緊張した様子で部室にやってきた。

　服装はいつものゴスロリで、首からはもちろん十字架のネックレスを下げている。

　俺おれが改めてお礼を言うように促すと、顔を真っ赤にしながらも素直に、消え入りそうな声で「あ……ありがと……ござました……」とぺこりとお辞儀をした。

　それに対して「きゃっふぉおぉぉぉぉぉぉうっ!!　小鳩ちゃんマジ天使ィィィィィィ!!　小鳩ちゃんぺろぺろさせてぺろぺろ!!」などと興奮して血走った目で小鳩に襲いかかった星せ奈なを夜よ空ぞらがハエ叩たたきで鎮圧し、ようやく学園祭に向けての話し合いが始まることになった。

　六人でテーブルを囲む。

　俺が真ん中の席で、右隣に夜空、左隣に小鳩。

　反対側の真ん中が理り科か、理科の右隣に幸ゆき村むら、左隣に星奈。

　星奈と小鳩の席が最も離れるようにした結果だ。

「よし、それでは何かアイデアがある者はいるか？」

　夜空が部員たちに尋ねる。

「ええと、これまでに出た案はメイド喫茶と占いの館と……って、よく考えたらそれだけしか出てないのか」

　占いがきっかけで小鳩の誕生日が発覚し、今に至るというわけだ。

「ちなみに学園祭の出し物というのはどういうのが一般的なんです？」

「メイド喫茶！」

　理科の問いに星奈が即答した。

「それはもうやっただろうが！」と夜空がすかさずツッコむ。

「だってギャルゲーの学園祭イベントだと主人公あたしのクラスってほとんどがメイド喫茶になるんだもん仕方ないじゃない！　あと他には執事喫茶とかコスプレ喫茶とかアニマル喫茶とか！」

「執事喫茶とコスプレ喫茶はまあ想像つくとして……アニマル喫茶ってなんだ？」

　俺が尋ねると、

「ウェイトレスさんが動物のコスプレしてる喫茶店よ！」

「それ要するにコスプレ喫茶の一種じゃねえか！　てっきり動物がいる喫茶店なのかと思ったぞ」

「……小こ鷹だか。飲食店の中に動物がいたら不衛生だろう」

　俺おれの隣で夜よ空ぞらが冷静に指摘した。

「……た、たしかにそうだな……」

　そこで理り科かが口を挟む。

「でも夜空先輩。聞くところによると犬とか猫とふれあいながらお茶することができる喫茶店というのはあるみたいですよ。猫カフェとか犬カフェというそうです」

「あ、俺も聞いたことあるなそれ。たしか店内に犬や猫が放し飼いにされてて、自由にふれあっていいんだろ？」

「そ、そんないいものが……!?」

　夜空は知らなかったらしく驚きよう愕がくの色を浮かべた。

「…………そうか……この腐った世界にそんなパラダイスが……」

　なにやらブツブツと神妙な面持ちで呟つぶやいている夜空。

「夜空？」

「!?　な、なんでもない！　ま、まあ猫カフェのことはあとでじっくり考えるとして」

「あとでじっくり考えるのか」

「うるさい黙れ小鷹！　と、とにかく他にはないのか？」

「はいっ」

　妙に弾んだ声で言ったのは、なんと幸ゆき村むらだった。

「幸村？」

　夜空も意外そうな顔をしながら続きを促す。




「わたくしは、戦国武将きっさがいいと思いますっ」




「せ、戦国武将喫茶……!?　そんなものまであるのか？」

　啞あ然ぜんとして夜空が尋ねると幸村はきょとんと首を傾かしげ、

「……ありませんか？」

「私が知るか！」

「ありますよー」

　理科がまたしてもあっさりと言った。

「名前のとおり、ウェイターさんが武将の格好をしている喫茶店です。お客さんのことは『殿』って呼んでくれるらしいですよ」

「なんと……そのようないいものが……」

　さっきの夜よ空ぞらと同じようなリアクションを見せる幸ゆき村むら。

「ちなみに同じようなコンセプトで『姫喫茶』なんてのもあるとか。そのほか、妹喫茶、ツンデレ喫茶、ＢＬ喫茶、女装少年喫茶、シスター喫茶、爬は虫ちゆう類るい喫茶、ガムダン喫茶、オヴァ喫茶など、世の中には数多くのコンセプトカフェが存在するそうです」

「はー、なんつーか……色んなこと考える奴やつがいるもんだなあ……」

　呆あきれ半分、感心半分で嘆息しつつ、

「……まがりなりにも飲食店なんだから、味で勝負すべきだと思うけどな俺おれは」

「もちろん味はとても大切ですけど、まずはお客さんに来てもらわないことには勝負の舞台に上がることさえできませんから。内容さえ良ければパッケージングが駄目でもきっと結果はついてくるなんていうのは現実が見えてない夢想家の妄言です。逆もまた然しかりで、いかにパッケージが優れていようと中身が伴っていなければ数字は右肩下がりになる一方でしょう」

「……喫茶店のことだよな？」

　なんか違う業界の話が混ざってる気がするぞ。

「コンセプト系で攻めるのなら、隣りん人じん部ぶらしく『友達喫茶』というのはどうだろう」

　夜空が謎のアイデアを出した。

「と、友達喫茶……？」

　どういうものなのかさっぱり想像がつかずに聞き返す俺に、夜空はやけに自信満々な顔で説明する。

「うむ。今思いついたのだが、文字通り店員が友達のように接客してくれる喫茶店だ。友達がいなくてもまるで友達と喫茶店で一緒に過ごすような体験ができる」

「へえ……友達みたいな店員……」

　俺はその光景を想像してみる。




店員Ａ「お、小こ鷹だかっちジャン、注文どうよ？　どーするよ？　お？　お？」

俺「え、ああ……その、コーヒー……」

店員Ｂ「マジでぇー？　コーヒー？　おめーマジ空気読めし！」

店員Ａ「小鷹っちマジうける（笑）」

俺「え、あ……はは……」




　…………。

「………………これ駄目じゃね？」

「友達喫茶という名前自体は聞いたことありませんが、要するにそれ、店員さんが超馴れ馴れしいお店ではないでしょうか。お客さんにタメ口のバイトがいるお店とか……そういうのは実際にありますね」

「正直、行っても普通に不愉快になるだけよね」

　俺おれと理り科かと星せ奈なが口々にツッコむと、

「ふむ……やはり友達とは崇高なものだな。安易に喫茶店なんかで代用できるものではないのだ……」

　夜よ空ぞらは納得顔でうんうん頷うなずいた。

「喫茶店以外だと、お化け屋敷はどう？」

　星奈が言った。

「なるほどお化け屋敷か。たしかにそれも王道だな」

「肉がまともなことを言うとは、明日地球が爆発するな……」

「星奈先輩がまともなことを言うなんて明日宇宙人が攻めてきますね……」

「星奈のあねごがまともなことをおっしゃるとは天変地異のまえぶれ……」

　夜空と理科と幸ゆき村むらが本気で恐れを滲にじませた声で言った。

「あたしはいつだってまともよ！　いい？　お化け屋敷は学園祭イベントの定番なのよ！　女の子と二人でお化け屋敷に入ってー、薄気味悪い道を手をつないで歩くの！　途中でお化けがいきなり出てきて、びっくりした女の子に抱きつかれちゃったりしてあたしとの仲が急接近！　小こ鳩ばとちゃん！　あたしと一緒にお化け屋敷に行かない!?」

「や！」

　興奮して誘いをかける星奈に、小鳩は心底嫌そうな顔で即答した。

「相変わらず気持ち悪い肉だ……」

　夜空が顔をしかめた。

「……まあ王道とはいえ、隣りん人じん部ぶでお化け屋敷は無理だろうなあ」と俺。

「なんでよ小こ鷹だか？」

「場所がないだろ」

　この談話室４はそれなりの広さだが、お化け屋敷に改装できるほどではない。

「武道場とか広い教室はとっくに他の連中が確保してるだろうし……それから……人がいない」

「あ……」

　星せ奈なも気づいたらしい。

　隣りん人じん部ぶのメンバーは顧問のマリアを入れても七人だ。

「入り口の受付に一人は必要だろ？　お化け役が六人ってのは少なすぎだ」

　と、そこで幸ゆき村むらが口を開く。

「あにき。あにき一人がくらやみの中に立っておられるだけで、なみのおばけ百人にもまさる恐怖をあたえることができるかと」

「その恐怖はお化け屋敷の恐怖じゃねえだろ!?　ていうかなにげに失礼だな幸村！」

「もうしわけございません」

　口元に微かすかな笑みを浮かべて、ぺこりと頭を下げる幸村。

　……今、もしかして幸村は俺おれをからかったのか？

　珍しいこともあるものだと軽い驚きを覚える俺だった。

「んー、場所だったらどうにでもなると思うんだけどねー」と星奈。

「え、マジで？」

　すると星奈はすっと目を細め邪悪な笑みを浮かべた。

「ふふ……小こ鷹だか、権力とか財力って知ってる？」

　……理事長の娘おそるべし。

「お化けのほうも機械の力でどうとでもなると思いますよ。むしろ下手に人間が演じるより怖いものが作れると思います」

　さらりと理り科かが言った。

「……どうやらお化け屋敷は実行可能のようだな。とりあえず候補に入れておくとしよう」

　夜よ空ぞらはそう言って、ホワイトボードに『飲食店』『占いの館』『お化け屋敷』と書き記した。

「よし、他にはどんなものがある？」





　　






　それから一時間後。

　話し合いで出た学園祭の出し物ネタが、ホワイトボードに書かれている。


・縁日（射的、輪投げ、金魚すくい、型抜きなど）

・クイズ大会

・演劇

・早食い競争（わんこそば、まんじゅう、巨大餃子ぎよーざ、ラーメン、肉）

・我慢大会（暑さ我慢、寒さ我慢、罵ば倒とう我慢）

・展示

・バンド（問題点、楽器できない）

・ダンス

・フリーマーケット

・同人誌即売会（十八歳未満禁止　ＢＬ希望）

・部誌発行（よくわかる友達の作り方　問題点、それがわかれば苦労しない）

・プラネタリウム

・お笑いトーク

・マジックショー



　他の案としては巨大迷路とか水中騎馬戦なども出たのだが、隣りん人じん部ぶだけでは実践のしようがないということで却下された。

　ミスコンという案も出たが夜よ空ぞらが猛反対して廃案となった。

「うーん……あたしこっちでも展示なんてやりたくないんだけど」

　星せ奈なが不満顔で言った。

　そういえば星奈のクラスの企画は『遠とお夜や市しの歴史』という展示らしい。

　去年の学園祭で星奈が残念無双をやってしまったので、それを回避するために女子達が結託したのだとか。

「実行するのは問題ないからとりあえず候補には入れたが、展示は私もあまり気乗りしないな。あまりリア充という感じがしない」と夜空。

「当日はたしかに暇そうだけど、展示とかって、みんなで協力して一つのものを作り上げるのがいいんじゃないのか？」

　俺おれの意見に星奈はうんざりした顔をした。

「そんなのはみんなが情熱を持って参加した場合だけよ。あたしのクラスのアレなんてほんとにダメダメのグダグダなんだから」

　たしかに「星奈に好き勝手させないため」なんてネガティブな理由で決められた企画で、モチベーションなんて上がるわけないよな……。

「それは内容次第じゃないか？　みんながやる気になるようなネタだったら……」

「あたしもそう思って展示の内容を『全知全能の女神、柏かしわ崎ざき星奈様特集』に変更するように提案してみたのよ！　そしたらまた女子から猛反対食らって……！　うぐぐぐぐ……思い出したらムカついてきたわあのバカ女どもモブキャラの分際で……！」

「バカはお前だ」

　夜よ空ぞらが冷ややかにツッコみ、

「まあ肉のバカのことはともかく、展示は当日楽しくなさそうだからやめよう」

　他の部員たちも展示には乗り気でなかったらしく、反対意見は出なかった。

　夜空がホワイトボードの『展示』という文字を消す。

　そしてホワイトボードを眺めながら、

「……ふむ……この中のものを、すぐに実践できるものはどんどん試し、フリーマーケットやプラネタリウムなどは実物を見学に行ってから考えるとしよう」

「え、これ全部試すのか？」

　驚いて俺おれが言うと夜空はあっさり頷うなずいた。

「当然だ。本番の学園祭ではどんな企画をやることになるかわからないからな。予習は幅広くやっておいた方がいいだろう」

「だとしても多すぎじゃないか？　あと一ヶか月げつもないんだし、何やるか検討してるだけで準備期間終わっちまうぞ。展示のほかにも幾つか削ったほうが……」

「ふむ……たしかにそうかもしれないな……」

　俺の言葉に夜空は羅列された企画を読みながら少し考え、

「てい」

　なんの躊躇ためらいもなく『お笑いトーク』を消した。

「ちょっ、どうしてそれを真っ先に消す!?　最有力候補だろうが!?」

　予想外の暴挙に驚き抗議する俺。

　ちなみに『お笑いトーク』を提案したのはこの俺だ。

　大勢の前でお笑いトークをして、俺が本当はユーモアセンスのあるオモシロ人間だとわかれば、不良だという誤解も解けて友達だってできるという成功間違いなしの完璧なプランだったのに！

「うん、たしかに最有力候補よね、消すやつの」「妥当な判断ですね夜空先輩」「だとうかと思われます、あねご」「ククク……正しい選択であるぞ……」

　夜空以外の部員たちもなぜか反対しない。

「くっ、お前ら……これだから笑いの感性がないやつらは……。へへ、だが俺の新作笑い話『赤い冷蔵庫の男』を聞いてもそんな態度がとれるかな……？　ゴホン。……あれはいつのことだったか、俺が道を歩いていると、」

「それ以上続けたら解体して冷蔵庫に放り込むぞ小こ鷹だか」

　…………。

　部員全員に冷たい視線を向けられ、俺おれは渋々話をやめた。

　夜よ空ぞらが話を進める。

「ん……あとは……そうだな。自分のクラスの出し物と被かぶっているものでも削るか」

「展示はもう消えてるけどね」と星せ奈な。

「私と小こ鷹だかのクラスは特になにもやらない。理り科かと幸ゆき村むらのクラスは？」

「さあ？　クラスには一度も顔を出してないのでちょっとわからないです」と理科。

「わたくしのくらすはがっしょうをやります」

「合掌……？」

　死者の魂の冥福でも祈るのだろうか、なんで学園祭で──……あ、合唱ね。

「隣りん人じん部ぶとは無縁の企画だな……」

　残るは──と、そこでふと気づく。

「そういや小こ鳩ばと、お前、中等部のほうの学園祭はいいのか？」

　小鳩が通っている聖クロニカ学園中等部でももちろん学園祭はあり、高等部の一週間前に開催されるのだ。

「ククク……問題ない……」

　小鳩が例によって含み笑いで答えた。

「小鳩ちゃんは中等部の学園祭でなにかやらないの？」

　興味津々といった様子の星奈に、小鳩が「ククク……」と含み笑いをしながら目を逸そらした。

　……この様子だと、『なにか』はやるみたいだな。

「小鳩、お前のクラスの出し物はなんなんだ？」

「ククク……我が眷けん属ぞくよ……貴様には知る由よしもないことだ……」

　すまし顔で言うその頰ほおに冷や汗が伝うのを俺は見逃さなかった。

　なんか怪しいな……。

　つーかなんか既視感があると思ってよく考えてみたら、今の小鳩の様子、夏休みに宿題が全然終わってなかったのに「ククク……問題ない……」などと言っていたときにそっくりでやんの。

　……あとあとトラブルが起きないように、ここで白状させたほうがいいだろう。

「言わないとこれからとんこつラーメン作ってやらないぞ」

「ク……ククク、下級魔族の分際で高貴なる闇の王であるこのレイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギを脅そうというのか……愚かな……」

「昨日の肉、まだちょっと冷蔵庫に残ってるけどそれ全部俺が食う」

「ククク………ず、ずるぃ……」

「だったら素直に言え。お前のクラスの出し物は？」

　俺おれが問いつめると小こ鳩ばとは「う……」と悔しげに呻うめき、恥ずかしそうに俯うつむいて、




「…………え、えいが……」




　消え入るような声でそう言った。

「映画!?」

　思わず驚く俺たち。

　しかしよく考えてみると、べつに本格的なものにしようと思わなければ、カメラさえあれば映画を撮ることは可能だろう。

「へー、面白いことを考えるものですね」

「ふむ……映画か……」

　理り科かや夜よ空ぞらも興味を持った様子だ。

「出し物の内容はわかった。そんで小鳩、お前はなにをやるんだ？」

「ククク……貴様には関わりなきことよ……」

　引きつった顔で誤ご魔ま化かそうとする小鳩。

「教えないと今日からゲーム禁止だ」

「な……!?　そ、それでは忌まわしき神の手先との第二次聖魔戦争にそなえてみっちり練習することが出来ぬではないか……！」

「だったら教えるんだ」

「く……」

　悔しげに小鳩は顔をしかめ、

「……やく」

　ぽつりとなにごとか言った。

「え？　なんだって？」

「……ゅやく」

「え、役？」

　もしかしてキャストなのか？　それは驚きだ。

　小鳩が顔を上げ、俺の顔を正面から見つめて叫ぶ。




「だーかーらー！　しゅやく！　主役やらんといかへんくなってまったんじゃー！」




「「主役!?」」

　俺おれと星せ奈ながハモって叫んだ。夜よ空ぞらと理り科かも驚きの表情を浮かべている。

「主役……って、お前が？　クラスの映画の主役？」

　確認すると、小こ鳩ばとはムスッとした顔でこくんと頷うなずいた。

「ククク……忌々しき猿どもめ……なにゆえこの高貴なる我が、昼の種族どもの低俗な遊戯に付き合わねばならぬのだ……」

「主役なんてすげえじゃん。大だい抜ばつ擢てきじゃん！」

　小鳩のアレな台詞せりふをスルーして俺が言った。

　小鳩はクラスでハブられてるんじゃないかと心配していたのだが……もしかしてこいつ、人気者だったりするのか……？

　そういえばここに引っ越してくる前、各地を転々としていた頃も、小鳩がいじめを受けているというような話は聞いたことがなかった。

「観みたい！　小鳩ちゃんが主演の映画超観たい！　ていうか絶対観に行く！」

　興奮している星奈に、小鳩は「うう～、あんちゃんこいつ嫌……」と泣きそうな顔で訴えてきた。

　しかしそんなことより、

「ていうか小鳩！　映画で主役やるなら高等部こつちに来てて大丈夫なのか!?」

「……」

　俺の問いに、小鳩は無言で冷や汗を垂らして顔を背けた。

　クラスの出し物ほっぽり出して来てたのかこいつは……。

　俺は大きくため息をつき、

「小鳩。せっかく選ばれたんだからしっかりやれよ」

「むー」と憮ぶ然ぜんとした顔をする小鳩に俺はさらに真剣に諭す。

「……世の中にはな、クラスの中で何の役目ももらえない奴やつだっているんだ……」

「ん……」

　小鳩が小さく唸うなり、なぜか夜空、星奈、それから俺の顔を順番に見た。

　夜空が「私のことじゃないですよー？」みたいなすまし顔であさっての方を向き、星奈はひくひくと引きつった笑みを浮かべていた。

「……な？　せっかくの機会なんだから、頑張ってみろよ小鳩。お前を必要としてる人たちがいるんだろ？　それはほんとに凄すごいことなんだぜ。こっちの出し物は暇なときに手伝ってくれればいいから」

　優しく俺おれが言うと、小こ鳩ばとはしばらく無言で俺の顔を見つめたのち、「……ん」と小さく頷うなずいた。

　俺はそんな小鳩の頭を撫なでる。

「よし、それでこそ高貴なる闇の王、レイシス・ヴィ・フェリシティ・煌スメラギだ！」

「あ、あんちゃっ……ぁぅ……ク、ククク……もっとなでなでするがいい忠実なる我が眷けん属ぞくよ……あふぁ……」

　頰ほおを赤らめながら気持ちよさそうな顔をする小鳩だった。





映画







　小鳩が再び中等部に向かうため部室を出て行ったあと。




「よし、私たちも映画を撮ろう」




　夜よ空ぞらがそう言い出すことを、俺はなんとなく予想していた。

「そう来ると思っていました」

「ふふんっ、まあ当然の流れよね」

　理り科かと星せ奈なも同じだったらしい。

「俺は賛成。映画だったら内容次第で、出てきたいろんな企画の要素を盛り込めそうだからな。例えばお笑いトークとか」

「そうだな……演劇は当然のこと、マジックショー、バンド、ダンスなども出せるかもしれないし、縁日やフリーマーケット、喫茶店などの場面も使えるかもしれない」

「そうそう。あとお笑いトークとか」

「ち……」

　しきりにお笑いトークをプッシュする俺おれに、夜よ空ぞらが鬱うつ陶とうしそうに舌打ちした。

　入れるべきだと思うんだけどな……お笑い。

　ともあれ俺たちの今回の活動は『映画作り』に決定したのだった。

　決まるときは本当にあっさり決まるのがいかにも俺たちらしい。

「お笑い要素を入れるかどうかも含め、一番肝心なのはストーリーですね。脚本は誰だれが書くんですか？」

「それは私にまかせろ」

　理り科かの問いに夜空が即答した。

　しかしすぐに星せ奈なが反対する。

「ぜっっったい駄目！　夜空なんかに脚本まかせたら百パーセント酷ひどいものになっちゃうでしょうが！」

「なんだと肉……この私の素晴らしいセンスを侮ぶ辱じよくするつもりか……？」

「どこが素晴らしいのよ！　脚本ならあたしの神的なセンスで神脚本を書いてあげるからあんたは大人しくしてなさい！」

　睨にらみ合あう二人に俺は嘆息し、

「ハァ……まあ夜空には前科があるからな。ここは俺がユーモアあふれる、」

「「却下！」」

　力強くハモって却下された。

「……小こ鷹だか先輩、前科ってなんですか？」

　理科が不思議そうに首を傾かしげた。

「あー、そういやあのときはまだお前はいなかったんだっけ。お前が入部する前に、部活で演劇の脚本を作ったことがあったんだよ。ヒロインがレ……まあ、いろいろ大変な目にあったり、とにかく酷い話だった」

「そういえばリレー小説のときもアレでしたからね」

「お前のパートも含めてな」

　他人事のように言う理科にとりあえずツッコむ俺だった。

「……ふん。あの演劇脚本は自分でもちょっとアレだったと反省している」

　夜空は少しばつの悪そうな顔で言った。

「ちょっとどころじゃないと思うんだけど。正直ゴミだったんだけど」

「黙れ肉」

「ふぎゃっ！」

　ハエ叩たたきで星せ奈なを黙らせつつ夜よ空ぞらはきっぱりと言い切る。

「とにかく、脚本は前回の反省も生かしつつ貴様らの意見も聞き入れつつ書くから安心するがいい」





　　






　そんなわけで脚本の執筆は夜空が担当することになった。

　夜空が暴走しないよう、映画のジャンル、キャラクターやストーリー、舞台設定など映画の原案はみんなでしっかり話し合って決めていく。

　真っ先に俺おれは、高校の学園祭の出し物なので、あまり過激な表現とかは禁止にするべきだと提案した。

「つまり具体的にはレイプは禁止にしよう」

「なに……!?」

　俺の極めて常識的な提案に、夜空が愕がく然ぜんとした顔になった。

「『なに……!?』じゃねえよそこは驚くなよ！」

「やっぱりアレやる気だったのね……」とジト目で星奈。

「バカな……肉がひたすら酷ひどい目に遭うのが映画の醍だい醐ご味みだというのに……」

「そんな醍醐味があるわけないでしょ！　あんたこそ酷い目に遭う役がお似合いだわ」

　星奈の反論に夜空は冷たく返す。

「バカめ。モンスターパニック映画やホラー映画では、開幕早々怪物に食べられたり殺人鬼に殺されるのは頭がユルそうな金髪のバカ女と相場が決まっているのだ。貴様にはそういう役こそが相応ふさわしい」

「あー、たしかにそういうのってお約束ではありますね」

　理り科かも同意した。

「…………」

　俺もたしかに隣りん人じん部ぶでその手の真っ先に死ぬ役に一番合ってるのは星奈だなあと思ったが、口に出すのはやめておいた。

「ぐ……だ、だからってあたしがそんな役やるわけないでしょ！」

　悔しげに呻うめく星奈。

　と、そこでぽつりと理科が呟つぶやく。

「あ、でもそういう最初に死ぬ感じの脇役ってカップルの場合が多いですよね……」

「そうだな。私はこう見えてサメ映画がけっこう好きなのだが、海に遊びに来ていたチャラチャラしたリア充カップルがサメに食い殺されるシーンなどは、何度見ても楽しい気持ちになる」

「あんたほんとに悪趣味ね！　あと『こう見えて』って意外でもなんでもないから！」

「ふむ、この部でサメに食われるカップル役の適任は──」

　夜よ空ぞらが言いかけ、いきなりその表情が不機嫌なものになった。

「夜空……？」

「いや、やっぱり冒頭で死ぬのはバカ女一人だけのほうがいいな」

「？　どうしたんだ急に？」

　夜空は誤ご魔ま化かすように首を振る。

「なんでもない。それではまずは、冒頭で肉がどんなふうに死ぬのかをみんなで考えていくことにしよう」

「だからあたしは死なないってば！　そもそもいつの間にジャンルがモンスターパニックに決まったのよ！　この人数じゃ無理でしょさすがに」

「たしかにそうだよな」

　星せ奈なの言葉に同意する俺おれ。

「怪物とかはＣＧを駆使するとしても、キャストの数は難しいですね」と理り科か。

「私は肉さえ無様に死んでくれれば他はどうでもいいのだが……」

「あんたどんだけあたしのこと嫌いなのよ!?」

「そこまで知りたいのなら懇こん切せつ丁寧に教えてやろうか？」

　涙目で抗議する星奈に、真顔で答える夜空。

　こんな感じで、話し合いは最初から難航。

「ひさしぶりに部室に来てやったぞうんこども！　あー！　お兄ちゃんだお兄ちゃんおるげあははははは！　吸血鬼がおらんのにお兄ちゃんはおるあはははは！　ギャー！　夜空もおひさしぶりです！」

　……途中からマリアも部室にやってきたため、場はさらに混乱した。

　それでもどうにかみんなで意見を出し合って、なるべくみんなの希望を採用する形でとりあえず映画のアイデアはまとまった。




　以下が映画の大まかな内容である。




　ジャンルは『友情』がテーマの青春モノ。

　時代は現代で、主な舞台は学園。

　高校生である主人公のクラスに、あるとき一人の転校生がやってくる。

　最初はあまりそりが合わなかった二人だが、一緒に学校生活を送るうちに次第に仲良くなっていく。

　しかし転校生の家にはとある恐ろしい秘密があって──。

　導入部分だけを見ると地味だが、歌あり、ダンスシーンありのエンターテインメントであり、物語にはサスペンス要素もあり、ときには大爆笑必至のおもしろギャグなども飛び出し、魔法や超能力を使った派手なバトルシーンも予定されている。

　その他、細かい条件として、


　・サムライが登場すること（幸ゆき村むらの希望）

　・夕ゆう陽ひに染まる公園で殴り合って友情が芽生えるシーンがあること（夜よ空ぞらの希望）

　・星せ奈なの演じる役が劇中で最もオイシイ役になること（星奈の希望）

　・美味しいごちそうをたくさん食べられること（マリアの希望）

　・男同士のちょっぴり大胆なラブシーンがあること（理り科かの希望）

　・最初はクラスで誤解されていた転校生がやがてクラスの人気者になる（俺おれの希望）



　などなど、各部員たちのたっての希望は必ず取り入れられることになった。




「ふふ……なかなか面白そうなものになりそうですね。じゅるり……」

「主にあたしの出したアイデアがいいわよね。これ学園祭の自主製作映画のレベルを遥はるかに超えちゃうんじゃない？」

　ホワイトボードに書かれた会議のまとめを眺めながら、理科と星奈が満足げに言った。

「そうだな」と俺も同意する。

　話し合いの最中はどうなることかと不安だったのだが、すごい傑作になりそうな気配をひしひしと感じる。

「あははワタシお兄ちゃんと一緒に映画出るぞー！　これはもうババアのお手伝いとかやってる場合じゃないのでたくさんサボろうと思います！　ワタシは神の力で邪悪な吸血鬼をやっつける役がいいなー！」

　マリアも楽しそうにしている。

「たとえ映画の中であっても、わたくしはあにきにごほうしするのみです」

「おう、幸村も頑張れよ！」

「はいっ」

　幸村がやわらかく微笑ほほえんだ。

「ふん……私の力で世紀の大傑作に仕上げてやろう。脚本の完成を楽しみにしているがいい」

「仕方ないから期待しておいてあげるわ。あたしの素晴らしいアイデアの足を引っ張ったら承知しないからね！」

　自信に満ちた態度の夜よ空ぞらを、星せ奈なが上から目線で激励した。

　それから、

「あ、一応念のために言っとくけど、あたしの『オイシイ役』っていうのは『いい感じで活躍する役』ってことだからね！　食べ物じゃないからね！」

　夜空は「ちっ」と舌打ちし、

「……それでは『マリアに美味しく食べられる肉の役』が使えないではないか……。貴様、そうやってギャグのネタ潰つぶしをするのはどうかと思うぞ」

「やっぱりやる気だったの!?　ていうか人を勝手にギャグ要員にしないでくれる!?」

「……冗談だ。ちゃんと真面目に書く」

　そう言って、夜空は自信ありげな笑みを浮かべた。




　……冷静になってよく考えてみると、今回の話し合いで決めたようなバカな内容で世紀の大傑作になどなるわけがないのだが、エキサイティングな話し合いで脳味噌がエキサイティングな感じに煮えていた俺おれたちは、そのことに気づいていなかった。





遊ゆ佐さ葵あおい







　隣りん人じん部ぶの学園祭企画が映画に決まった翌日の放課後。

　俺おれは今日も部室に向かうべく廊下を歩いていた。

　と、そこでふと、一階の廊下の掲示板を険しい顔で睨にらんでいる一人の少女の姿が目にとまった。

　どこかで見た覚えがあるような気もするが、知らないやつだ。

　その掲示板に張り出されているのは少し前に行われた期末試験の順位で、この学校では上から下まで全員の名前、クラス、総合得点が発表される。

　俺の名前は中の上くらいの位置にある。

　上位十位まではとりわけ目立つ大きな文字で発表されており、一番上──つまり学年トップの名前は俺もよく知っている。

　２年３組　柏かしわ崎ざき星せ奈な。

　９００点満点中８９５点という恐るべき得点を獲得している。どうやったら取れるんだこんな得点……。

　ちなみに三み日か月づき夜よ空ぞらの名前も７位にあり、こちらも８３７点と高得点。俺たちの所属する２年５組の中では一番上だ。

　そしてその少女の視線は、一番上の『柏崎星奈』の名前に向けられていた。

　身長がかなり低いため、見上げるような格好になっている。

　なんとなく気になって近づいてみると、「ウググ……！」と犬歯を剝むき出だしにして小さく唸うなり声ごえを上げていた。

　その様子はなんとなくオオカミの子供を思わせる。いやオオカミの子供なんて見たことないけど、なんとなくイメージ的に子犬よりはちょっと近づきがたい感じ。

　もしかしてこの娘、星奈のことが嫌いなのかな……？

　そんなことを考えていると、突然少女が踵きびすを返し、俺と目があってしまった。

「な、なんですか君は！」

　威嚇するように大きな瞳で真まっ直すぐ俺を睨みながら、少し舌足らずな声で尋ねてくる少女。

　髪型はウルフカットで、染めているのか外国の血が入っているのか、赤みがかった色をしている。

　小柄な体たい軀くで幼さの残る顔立ちの、子供──それも少年ぽい印象のある少女だ。

「あ、ええと、俺おれは」

　俺が答えるよりも早く、

「ああっ！　君は！」

　少女がハッとした顔で大声を上げた。

　どうやら彼女のほうは俺のことを知っているらしいが、今更特に驚きはない。

　不本意ながら俺は、この学校の中では（主に悪い意味で）それなりに名前と顔を知られてしまっているのだ。

　どうせこの娘も俺のことを不良だと勘違いしてるんだろうな……と思いきや、




「君は柏かしわ崎ざき星せ奈なのカレシッ!!」




「ぶっ!?」

　予想外の台詞せりふに驚きよう愕がくして噴き出してしまった。

「カ、カ……!?」

　少女は俺の全身をまじまじと見つめ、












「フググ……！　柏かしわ崎ざき星せ奈な、やっぱりあの女は自分の敵です……！」

「ええと……そう言うお前は誰だれなんだ？」

　拳を震わせて歯は嚙がみしている少女にとりあえず尋ねると、

「じ、自分を知らないですと……!?　フウ～ッ、やっぱり柏崎星奈の関係者だけあって失礼ですね！」

　なぜか怒りを買ってしまった。

「え……なんか有名だったりするのか？」

　彼女は背丈を少しでも高く見せようとするように背筋を伸ばし、

「２年３組、遊ゆ佐さ葵あおい！　生徒会会計です！　今回の期末試験では２位でした！」

「へえ……」

　俺おれと同学年だったということにまずは驚きつつ、掲示板を確認してみる。

　たしかに柏崎星奈の名前の下に、星奈のより一回り小さな文字で『遊佐葵』という名前があった。得点は８５３点。

　耳で聞いただけでは「ゆさ」という名字をどう書くのかわからなかったのだが、なるほどこういう漢字なのか。

　ちなみに星奈のクラスも２年３組だ。

「学年２位で生徒会の役員か。すごいんだな」

　素直に褒めたのだが、なぜか遊佐はさらに怒り出した。

「ググ……！　その上から目線が非常に腹立たしいです！　どうせ自分は去年からずっと柏崎星奈の下ですよ！」

「いや、去年のことは知らんけど……。つーか、それでも十分立派だと思うぞ。相手が悪いだけで……」

「それでも勝ちたいのですせめてテストの成績くらいは！　あのキラキラした外見の上、成績優秀スポーツ万能、その上お金持ちのお嬢様！」

　どっかで聞いたような評価だな……。

「自分は知っています、柏崎星奈のような人のことを世の中では『りあじゅう』と呼ぶのだということを！　ただでさえ『りあじゅう』なくせにカレシまでいるなんて人生勝ち組すぎるではありませんか！」

「だからちょっと待てって！」

　とんでもない誤解を慌てて訂正する。

「俺はべつに星奈と付き合ってるわけじゃないぞ!?」

「ふふん、誤ご魔ま化かしても無駄なのです。『星奈』だなんて……下の名前を呼び捨てで呼ぶなんて特別な関係に決まっています。自分のクラスの男子たちは柏かしわ崎ざき星せ奈なのことをみんな『様』付けで呼びます」

　駄目だこいつ聞く耳を持ってない。

　まあ、クラスメートに様付けで呼ばれてるあいつしか見たことがないなら、そんな誤解をするのも仕方ないかもしれない。

　現実の星奈は遊ゆ佐さの言うような『リア充』というわけでもないのだが、これは俺おれが訂正することじゃないだろう。




「まったく……自分が必死で追い抜こうと頑張っている間、柏崎星奈はこんなかっこいいカレシと……羨ましいです！」




　…………？

　……なんか今、とても気になる言葉が出てきたぞ。

「……あのさ、もしかして『かっこいい』って、俺がか？」

「は？　他に誰だれがいるのですか。どう見ても君はとてもかっこいいのですが？」

　小馬鹿にするような顔で褒められてしまった。

「明らかにコダワリをもって染めている渋い感じの金髪が大変いけています。それからズボンの裾なんか上げちゃって、この学校の大多数のパッとしない男子とは一線を画すおしゃれさんと言えます。自分は知っています。君のようなおしゃれでかっこいい男子のことを世間では『ちょいわる系』と呼ぶのでしょう？」

　髪は地毛だし、ズボンの裾は別にこだわりがあるわけじゃなくて、前に通ってた学校でつるんでた奴やつらがみんな上げてたから真ま似ねして、この学校でもガチガチに真面目ぶるよりは多少着崩した方がみんなから親しみを持ってもらえるんじゃないかという期待を込めて続けてるだけなんだが……まあそれはともかく。

「……そ、そんなふうに言われたのは初めてだぜ……」

　この学校に通うようになって──いや、これまでの学校でも、自分の外見を褒められたのは初めてで、不覚にも感激してしまった。

　そんな俺の様子に遊佐は胡乱うろんげな顔をする。

「なにを面白い顔をしているのですか。かっこいい上さらにユーモアにまで通じているだなんて、もはや非の打ち所がなく、同じくあの完璧すぎる柏崎星奈に相応ふさわしい素敵なカレシではないですか。まったくもって不愉快であり羨ましくもあり妬ねたましいです！　自分はこれで失礼します！」

　さんざん俺おれを罵ば倒とう（……絶賛？）したあと、遊ゆ佐さはぷいとそっぽを向き、早足で歩いていってしまった。

　遊佐葵あおい、か……。

　これまた、変わったやつと出会ってしまったものだ。

　今後、俺の学園生活に関わってきそうな『変人オーラ』を感じるぜ……。





生まれながらの姫







　遊佐葵が去ったあと、俺も掲示板を離れ部室に行った。

　部室にはすでに夜よ空ぞら、星せ奈な、理り科か、幸ゆき村むら、マリアがいる。

　星奈は携帯ゲームのギャルゲー、理科はハァハァと荒い息を吐きながらロボットものの同人誌を読み、幸村はぼーっとしており、マリアは小こ鳩ばととの対戦に備えてか、部室のテレビで『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』の格闘ゲームをしている。

　そして夜空はというと、真剣な表情で原稿用紙になにやら書き物をしていた。

　ときおり苛いら立だった様子で髪を搔かきむしったりもする。

「……なにやってんだお前？」

　俺が尋ねると夜空はムスッとした顔で向き直り、

「見てわからないか？　脚本の執筆に決まっているだろう。もう少しで世紀の大傑作が完成するところだ。邪魔しないでもらおうか」

　机の上には空になった栄養ドリンクの瓶に固形ぶどう糖の袋。

　床にはくしゃくしゃに丸められた原稿用紙が幾つも捨てられている。

　どうやらいっぱしの執筆活動にいそしむ作家気取りらしい。

「……お前ってわりと形から入るよな。まあ頑張ってくれ」

　少し呆あきれつつ、俺おれは夜よ空ぞらから離れ星せ奈なの前のソファに座る。

　夜空の脚本が完成するまで映画作りをスタートさせることはできないので、それまでは各自ダラダラ過ごすということらしい。

「なあ、ここに来る途中に遊ゆ佐さに会ったんだけど」

　ニヤニヤしながらゲームに熱中している星奈に話しかける。

　すると星奈はプレイする手を止め、きょとんとして首を傾かしげて一言。




「遊佐って誰だれ？」




　え。

「小こ鷹だか？」

　とぼけているわけでもなく、本気でまったく心当たりがないという様子だった。

「いや誰って。お前と同じクラスの女子だろ？」

「え？」

　ちょっと目を丸くして、考え込むような表情を見せる星奈。

「なんか背が低くて、赤っぽい色の髪のやつ」

　俺の言葉に、星奈は何かを思いだしたようだった。

「あー、たしかそんなようなのもいた気がするわね……。名前なんて言われてもわかんないっての」

「クラスメートの名前くらい覚えとけよ……」

「う、うしろの席と隣の席の女子の名前は覚えたわよ！　……覚えて損したけど」

「……なんかあったのか？」

　星奈は吐き捨てるように言う。

「いい小鷹？　前にも言ったけど、世の中の女子には二種類しかいないの。あたしと仲良くしてくれる素敵な女の子と、してくれない雌めす犬いぬだけよ。どうして駄犬の名前をこのあたしがいちいち覚えないといけないの？」

　クラスメートを駄犬呼ばわりか……。

「……一応その遊佐ってやつ、試験の順位発表で去年からずっとお前の下に名前があるらしいんだけど」

「知らないわよ他人の順位なんて。ていうかそれってどこで発表されてるの？」

「そこから!?　掲示板に張り出されてるだろ!?」

　驚く俺おれに、星せ奈なは首を傾かしげる。

「んー……そうだっけ。見たことないわね」

　完全に素でそんなことを言う星奈に俺は呆あきれる。

「マジでか……」

「だって自分の順位は偏差値とか書いてある紙でわかるじゃない。大事なのはあたしが一番ってことだけよ」

「……なんつーか……お前すげえわ」

「そう!?」

　ため息混じりに俺が褒めると、星奈は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「つかお前、普段どうやって勉強してるんだ？　家庭教師とかいるのか？」

　授業についていくための予習復習に苦労している俺としては、効率のいい勉強方法があるならぜひ知りたいところだ。

「勉強なんて授業と宿題しかやってないわよ？」

　不思議そうに星奈は言った。

「マジすか……じゃあ試験勉強とかは？」

「この前あんたとやったのが最初で最後ね。あれはちょっと楽しかったわ」

　……俺と一緒にやった試験勉強というと、星奈のうちに呼ばれたときのアレか。

　勉強はすぐにやめてしまい、夕食の時間までゲームで対戦して──俺の認識ではあれは断じて『一緒に試験勉強をやった』なんて言えないのだが。

「それで小こ鷹だか。その遊ゆ佐さとかいうのがどうかしたの？」

　少し上目遣い気味に尋ねてくる星奈に俺はかぶりを振った。

「いや、もういいや……」

　星奈のことを一方的にライバル視していながら、星奈本人には名前すら覚えられていないという現実に、哀あわれみを覚えるしかない俺だった。

　ていうか星奈のやつ、本当に自分が興味のあること以外にはとことん興味がないんだなあ……。

　そのくせ、ギャルゲーとか小こ鳩ばととか、気に入ったものに対しては、周囲がドン引きする勢いで全力で突っ走る。

　気に入ったものじゃなくても、夜よ空ぞらに対しては犯罪スレスレ……いや、盗撮とか完全に犯罪か……そんなレベルのことまでしている。

　どこまでも自由奔放、勝手気き儘まま。

　普通の人間には不可能な、そんなフリーダムな生き方が実現できてしまうだけの、ぶっちぎりの能力や境遇を備えた──生まれながらのお姫様。

　ずいぶん前にプールでナンパされていたのを助けたこともあったけど、案外こいつの身体能力なら、実はあのまま放っておいても自力でナンパ男たちをはり倒すくらいのことはやってのけたような気もする。

　夜よ空ぞらや遊ゆ佐さ、それに他の女子たちが敵てき愾がい心しんを抱くのも無理はないのかもしれない。

　で、そんなとんでもないヤツとこんなふうに、気軽に、対等に付き合えるってのは、案外──光栄なことなのかもしれない。

　そんなことを、思った。





　　






　下校時刻になっても夜空の脚本が完成しなかったので、結局この日の部活動は特に何かするでもなく終了となった。

　深刻な表情を浮かべ「これが産みの苦しみというものか……」などと、すっかりクリエイター気取りで呻うめく夜空。

　そんな夜空に星せ奈なが楽しげに話しかける。

「ふふん、あんたがどうしてもって頭を下げるなら、このあたしが手伝ってあげてもいいんだけどなー」

「貴様の手を借りるくらいならその辺の野良犬にでも書かせたほうがマシだ」

「むー」

　すげなく拒否する夜空に、星奈は不満そうな顔をした。





これはデートですか？　いいえ修しゆ羅ら場ばフラグです。







　その翌日──金曜日。

　今日も、下校時刻になっても映画の脚本は完成しなかった。

「ふう……これが……スランプというものか……。しかしこの試練を乗り越えることが私をクリエイターとしてさらに成長させるのだと信じたい……」

　重々しい口調でなにやら苦悩しているふうな夜よ空ぞらだったが、お前べつにクリエイターじゃねえだろ。

　どうも夜空のやつ、『創作活動に苦しむクリエイター』という役柄に入り込んでいる感があるな……。

「あんたのスランプとかどうでもいいけど、あんまり時間がないってこと忘れないでよ。これ以上待たせるんだったらほんとにあたしが代わりに書くからね」

　ゲームをやりながらあきれ顔で星せ奈なが言うと、

「む……わ、わかっている」

　と、夜空は少しばつが悪そうな顔をしたのだった。





　　






　その夜、ケータイに夜空からメールが届いた。




　タイトル　あした

　本文　参考までに映画をみにいくのでお前も暇なら一緒に来てもいいぞ。別に映画なんて上映している最中は黙っているだけなので誰だれかと一緒に映画館に行く必要などまったくないと思うのだが、もしもお前が見たい映画でもあるのならついでに一緒に行ってやってもいいと思っただけだ。別に映画に興味がないなら私一人で行くだけなので気にしなくていいぞ。




　……相変わらずメールの文面が回りくどいが、要は映画の誘いだろう。

　たしかに映画を作るなら、実際に映画を観みて勉強したほうがいいのかもしれない。

　それじゃあ明日はみんなで映画を──

　と思った矢先、またしても夜空からのメールが来た。

　慌てて打ったのがわかる、短いのにミスが多い文面。




　タイトル　無題

　本文　おぁ人数でぞろぞろいてもしかたないので他へのへ連絡ふよう




　解読──大人数でぞろぞろ行っても仕方ないので他の部員への連絡は不要、か。

　そんなわけで、明日は夜よ空ぞらと二人で映画に行くことになった。





　　






　翌日、午後一時半。

　待ち合わせ場所である遠とお夜や駅えきに行くと、すでに夜空が待っていた。

　いつものブスッとした顔で、腕組みをして柱にもたれかかっている。




　…………服装はジャージだった。




　懸念はしていたのだが、まさか本当にこの格好で来るとは……。

　ジャージにも洒落しやれたデザインのものは色々あるけど、夜空が着ているのは一週間前に隣りん人じん部ぶのみんなと永なが夜や市しまで買い物に出かけたとき購入して着替えた、色気もへったくれもない真っ黒なジャージだ。

　中学や高校指定のジャージの方がまだファッション性があると思う。

　実際、運動系の部活と思おぼしきジャージ姿の学生はちらほら歩いているのだが、それでも夜空の全身黒ずくめは周囲から浮いていた。

「……お前マジでこれからその格好で通すつもりなのか？」

「当然だ」

　俺おれが呆あきれ半分がっかり半分で尋ねると、夜空は表情を変えずに頷うなずいた。

「では行くぞ小こ鷹だか」

「ハァ……」

　つかつかと歩き出す夜空を嘆息しつつ追う。

　駅前からバスに乗って十五分ほどで、映画館のある通りへ到着。

　服飾店やおもちゃ屋、古本屋、飲食店などが立ち並んでいる、どこか全体的に煤すすけたような町並み。

　チェーン店ではなくいかにも個人経営っぽい小さな店舗ばかりで、どの店の建物もかなり古い感じがする。

　シャッターが下りている店もちらほら見かけるし、人通りも少ない。

　この近くは通学の途中にもバスで通りすぎるけれど、歩いたことはない。映画館があるということも知らなかった。

　夜よ空ぞらはというと、なぜか普段より生き生きした様子で俺おれの隣を歩いている。

「このへんはよく来るのか？」

　俺が尋ねてみると、

「たまに。……人が少ないのがいい」

　やはり妙に機嫌よさそうに答える夜空。

　こいつ人混み苦手だからな……。

　活気があって賑にぎわっている駅周辺よりも、この寂れた通りを好むのもわかる。

　落ち着いた趣がある、と言えなくもないしな。

「で、今日はなんの映画を見るんだ？」

「特に決めてない。上映しているものを適当に見る」

「そんなんでいいのか？」

「私はいつもこんな感じで決めている」

　……今時の女子高生の映画を観みる基準としてはなかなか珍しいと思う。

　ＣＭをバンバン流している話題作ばかりを追いかけるよりも、なんとなく『通』っぽいような気もする。

「ていうか夜空、けっこう映画観るのか？」

「……まあ、それなりにな」

　なぜかちょっと恥ずかしそうに、少し声の大きさを落として夜空は答えた。





　　






　五分ほど歩き、目的の映画館に到着。

　古びたミニシアターで、流は行やっているようにはとても見えない。

　入り口の看板によれば、ちょうど今から数分後に上映を開始する作品があるらしい。

　聞いたことがないタイトルのフランス映画で、ポスターの写真は秋の森みたいな場所で三十歳くらいの男女が向き合っているという超シンプル──いやシンプルと言うより地味なものだった。

　主演の二人なのだろうが、その二人の見た目もいまいちパッとしない。

　……正直、全然俺おれの好みじゃなさそう。

　俺は映画は基本的にテレビで放送しているものしか観みないのだが、スタジオヅブリのアニメ映画とか、いかにも『全米ナンバーワン』という感じのＣＧとかたくさん使った派手でわかりやすいやつが好きだ。

　見終わったあとスッキリした気分になれる話だとなおいい。

「ふむ……時間もちょうどいいし、これにするか」

「……えー……」

　夜よ空ぞらの言葉に俺は頰ほおを引ひき攣つらせた。

「……イヤなのか？」

「あ……まあ、なんつーか……」

　言葉を濁す俺に夜空は淡々と提案する。

「なら他のにするか？　この近くにはあと二つ劇場があるのだ」

　俺は首を横に振る。

「いや、これでいいよ」

　たまには自分一人ではまず観ないタイプの作品に挑戦してみるのもいいだろう。

　意外と面白いのかもしれないし。

　そんなことを考えつつチケットを購入。

　当然というべきか館内はガラガラで、全席自由席なので適当に真ん中あたりの席を選んで並んで座る。

　飲み物などは何も買わなかった。

　夜空曰いわく、まず炭酸が駄目なのでコーラは論外、オレンジジュースも柑かん橘きつ系けいが好きじゃないので駄目、烏龍うーろん茶ちやも味が好きじゃない、ポップコーンは喉が渇くのと臭いがイヤということらしい。

　……正直、あんまり映画館に向いてないと思う。

　俺のほうも、せっかくなので何か買おうか少し迷ったのだが値段が割高だったのでやめた。俺もジャンクフードはあまり好きじゃないのだ。好きでもないものをあえて割高の値段で買うのには、家計を預かる身として抵抗がある。

　……俺ももしかしたら映画館に向いてないかもしれない。

　ほどなくして近日公開予定の映画の予告編が始まり、「長いなあ……いつ本編始まるんだろう……」とうんざりしてきたところでようやく本編が始まった。

　前情報を知らずに入ったので本編が開始するまでどんな映画なのかまったくわからなかったのだが、どうやら恋愛映画らしい。

　主人公とヒロインが両方三十代でしかも既婚者で子供もいるという設定のため高校生の男子としては感情移入しづらく、しかも浮気が自分の家族にバレたりといったドラマティックな展開があるわけでもなく、二人の心の交流が淡々と描かれていく。

　あまりにも淡々としていて、主人公たちが今どういう心情なのか、どのような心の動きがあったのかも正直よくわからない。

　現実での修しゆ羅ら場ばなんてあまり見たいものじゃないけど、フィクションなんだからもうちょっとわかりやすくドキドキハラハラさせてほしいものだ。

　やっぱり他の映画にすればよかったな……。

　字幕を読むのもめんどくさくなって、後悔しながら隣で観みている夜よ空ぞらのほうをちらっと窺うかがうと、なぜか敵意に満ちた鋭い眼まな差ざしで画面の中の主人公とヒロインを睨にらんでいた。

　映画の内容がよっぽど気に入らないのだろうか？

　それともまさか、フィクションの世界ですらリア充が嫌いなのだろうか。そんなこと言い出したらほとんどの娯楽作品が楽しめないと思うのだが。

　俺おれ的には、好きとか嫌いとか以前に心をまったく揺さぶられない、ただ純粋に退屈な作品という印象だった。

　これあとどれくらい続くんだろう……めちゃくちゃ眠くなってきた……。

　そう思っていた矢先、いきなりそれは始まった。




　いわゆるひとつの──ベッドシーンである。




　うげげ……!?

　ちゃんとよく観ていなかったのでいかなる流れを経てこういうことになったのかはよくわからないのだが（ちゃんと観ていてもよくわからなかった気はする）、とにかく主人公とヒロインの気持ちが最高潮に盛り上がってしまったらしく、車道の真ん中（普通に車が通っている）で情熱的なディープキス。

　その後場面がどこかの部屋の中に切り替わり、激しいベッドシーンが始まった。

　一般向け映画なので激しいと言ってもべつにアダルトビデオとかアダルトゲームほどに露骨に卑ひ猥わいな映像というわけでもなく画面も薄暗いのだが、それでも大画面の中で裸の男女がエロいことをしていることに変わりはない。

　自分一人で観ているならまだしも、隣に同年代の女子がいるという状況でコレはとても気まずい。

　額にじっとり冷や汗が浮き出るのを感じながら、俺は横目で夜空の様子を窺った。

　夜よ空ぞらは映画館の暗がりの中でもはっきりわかるほどに顔を真っ赤にして、顔を俯うつむけ、それでもしっかり上目遣いでスクリーンを観みていた。

　その夜空がちらりとこちらの方に視線を向けた。

　目が合う。

「……ッ！」

「！」

　お互い慌てて目を逸そらし、前を向く。

　スクリーンの中ではヒロインが巨乳を揺らしながら『オォ～ウ！　オゥ～ウィィ～！　セシボ～ン！　セシボ～ン！』とフランス語で喘あえいでいた。





　　






　映画が終わり、俺おれと夜空は無言で映画館を出た。

　……主人公とヒロイン、ラストまでに四回もセシボーンしてやがった……。












「え、ええと…………きゃ、脚本の参考になったか？」

「なるかバカ!!」

　気まずい沈黙を破るために尋ねると、怒気を孕はらませて夜よ空ぞらは即答した。

「主人公とヒロインの設定からして最悪だったしあらすじも当然のように最悪だったし展開のさせ方もクソだったし、それから…………い、いかがわしいシーンもあったし」

　それから恥ずかしそうに顔を赤らめ、

「……ま、まあ、ある意味で参考になったと言えるかもしれないな。わ、私たちは高校生なので、あんな破廉恥で恥知らずな作品ではなく、もっと健全な、高校生らしい明るく楽しく爽やかなエンターテインメントを作るべきだと思う！」

「だ、だよなあ！　俺おれもそう思う！」

　力強く同意する俺だった。

　と、




「と、ところで小こ鷹だかもその……セ……セシボーンなことをしたいと思うのか？」




　夜空が顔を俯うつむけ上目遣いで、小声で何か呟つぶやいた。

「え？　なんだって？」

「な、ななななんでもない！　よし、健全な脚本を書くぞ！」

　誤ご魔ま化かすように決意を新たにする夜空に、俺はとりあえず「ああ、頑張ってくれ」と応援の言葉を送った。





　　






　それから。

　夜空が「せっかくだからどこかでお茶でも飲んでいこう」というので、俺たちはバスに乗り、駅近くの商店街で降りた。

　どうして映画館近くの喫茶店ではなく、わざわざ苦手なはずの人通りが多い界かい隈わいにやってきたのかと不思議に思って尋ねたら、なんでも「どうしても確認しておきたい店がある」とかなんとか。

　夜空がケータイに登録した目的地までの地図を頼りに歩くこと十五分。

　ようやく目的の喫茶店に辿たどり着ついた。

　歩いた距離はそれほどでもないのだが、人が多い場所では夜空の移動速度が半減するためやたらと時間がかかってしまった。

「『どうしても確認しておきたい店』って──」

　看板に書いてある店の名前を読んでみる。




　猫のいるカフェ　にゃんこまみれ




　要するに……先日部活でちょっと話題になった、猫喫茶というやつだった（それにしてもすごい店名だ）。

　俺おれがじーっと夜よ空ぞらの横顔を見ると、その頰ほおを一筋の冷や汗が伝った。

「な、なにか文句があるのか!?」

「いや、べつに……」

「た、ただの社会見学なんだからな！」

　なんかツンデレみたいな口調で誤ご魔ま化かすように言って夜空は店の扉を開け、

「ひゃっ!?」

　そんな可愛かわいい声を漏らした。

「猫ぉ!?」

　夜空に続いて入った俺も、思わず声を上げてしまう。

「ねこぉ～♥」

　夜空の口からなにやら妙に甘い声が漏れたような気がするのは気のせいか？　気のせいだよな？

　それはともかく、入り口の扉を開けたところでいきなり二匹の猫が歩いていた。

　一応猫が外に出られないような仕切りはあったが、簡単に越えられるような低さのためすぐに扉を閉める。

　靴からスリッパに履き替えて、入り口すぐ近くの受付へと向かう。

　受付からは広々とした店内の様子が見えて、内装は普通のお洒落しやれな感じの喫茶店とそれほど変わらないのだが、マガジンラックに猫関連の本がたくさんあり、壁に飾られている額縁の写真も全部猫だ。

　そしてもちろん、店内を自由に歩き回る十数匹もの猫。

　すげえな……本当に店の中に猫がいるんだ……。

　お客さんは十人ほどで、猫のあごを撫なでたり猫じゃらしで猫をからかったり、普通にケーキを食べていたりと、思い思いにくつろいでいる。

「ぉぉ……はふぅ……」

「……おーい、夜よ空ぞら」

「……♥」

　そわそわした様子で完全に猫たちのほうへ意識が向いてしまっている夜空に代わって、仕方なく受付で店員さんの説明を聞く。

　料金はワンドリンク込みで一時間６００円、その他の注文は別料金。

　猫じゃらしやネズミのおもちゃなど、猫と遊ぶためのグッズのレンタルもできるらしい。ちなみになぜか人間用の猫耳としっぽまで借りられる。……猫が同族と間違えて寄ってきたりするんだろうか。

　店員に何時間にするか尋ねられて夜空が「とりあえず六時間！」とかアホなことを言ったので慌てて訂正し、とりあえず一時間で受付を済ませ、店内へ。

　低いソファに腰掛けると、近くにいた数匹の猫がこちらに近寄ってきた。

「おお、人なつっこいなお前……」

　一匹の黒猫がいきなり俺おれの足にすり寄ってきて思わず頰ほおが緩む。

　こ、この可愛かわいさはズルいぜ愛あい玩がん動物さんよう……。

　夜空はというと、さっそくレンタルしてきた猫じゃらしを使って二匹の猫を相手に遊び始めていた。

　その表情は普段の仏頂面からは想像もできないくらいに緩んでおり、口元をモニュモニュさせながら、たまに堪えられない様子で「ぁぅ……」と喉の奥から嬉うれしそうな声を漏らしていた。

　注文のコーヒーが届いたことにも気づかず猫と戯たわむれ続ける夜空に、

「『にゃー』とか猫語で喋しやべってみたらどうだ？　意思が通じるかもしれないぞ」

　俺が自分のアイスレモンティーを飲みながら冗談半分で言うと、




「おお、それは名案だ！　にゃ～♥　ぅにゃ♥　なぁ～ぉ♥」




　容姿端麗で頭脳明めい晰せきだがいつもいつも不機嫌そうな表情を浮かべていてまったく愛想がなくクラスメートからは敬遠されており友達はおらずリア充を敵視していて毒舌を吐かせたら右に出る者がいない三み日か月づき夜空さんが。

　猫　の　鳴　き　真　似　を　し　た　。

　その事実を認識するのに数秒の時間を要した末、

「ぶばふっ!?　ゲホッ、グゲホッ！」

　驚きよう愕がくのあまり紅茶が気管に入って盛大に噎むせてしまった俺おれに気づき、夜よ空ぞらはようやく正気に戻った。

「な、なに言わすバカ小こ鷹だか！」

　真っ赤になって怒鳴る夜空に驚いて、猫が逃げていってしまった。

「あ……」

　としょんぼりした顔をする夜空。

「……お前よっぽど猫が好きなんだな」

　猫カフェの話題に食い付いたときから猫好きなんだなーとは思っていたが、正直、これほどまでとは思わなかった。

「べ、べつにそこまで好きというわけじゃ──」

　言いかけて、

「……わ、悪いか！　猫が嫌いな人間などいない！」

　開き直って言う夜空。

　照れ隠しをすることさえできないほど猫が大好きらしい。

　うっとりした顔で、

「……ああもうなんでこんな可愛かわいい生物が世の中に存在するんだろう……。もしも『モン狩』に出てくるオトモアイヌーが犬型じゃなくて猫型……そうだな、例えば『アイルー』とかそんな感じの名前の猫型の獣人だったら、私は今ごろプロ級のハンターになっていただろうな……」

「プロ級のハンターってなんだよ」

　ちなみにＰＳＰのアクションゲーム『モンスター狩人かりゆうど』では、アイヌーという二足歩行する犬みたいな種族の仲間と一緒に狩りに出かけることができるのだ。

　……犬だって猫と同じくらい可愛いと思うけどな。

「お前の家では猫飼ってないのか？」

「アパートだからな。猫は飼えないのだ」

　ぶすっとした顔で答える夜空に、俺は納得する。

「あー、そういえばそうだったな」

「ああ……」

　と。

　不意に夜空が表情を曇らせた。

「……もっとも、アパートでなかったとしても私が猫を飼うことはないだろうがな」

「え、なんでだ？」

　不思議に思って尋ねる俺おれに、夜よ空ぞらは寂しげに微笑ほほえんだ。




「……ナイトのことを覚えているか？　小こ鷹だか」




　……その名前にハッとする。

「……ああ」

　あの頃のことを思い出し、俺も切ない気持ちになった。

『ナイト』というのは十年前に俺と夜空──ソラ──の、共通の友達の名前だった。

　……まあ、友達と言っても猫なんだが。

　俺と夜空がよく遊んでいた公園近くの廃はい寺じに住み着いていた野良猫で、軒下でぐったりしているときエサをやってみたら元気になって懐なつかれた。

　子猫ではないけど身体は小さくて、夜の星空のようにところどころ白い毛が混じった黒い毛並みをしていたので『ナイト夜』という名前をつけた。

　俺の家では小こ鳩ばとがアレルギー持ちだったため飼えず、夜空の家もアパートのためペットは飼えなくて、二人でこっそりと家から食べ物を持ってきたりして世話をしていた。

　だが、世話を続けて一ヶか月げつくらいしたある時、急にナイトは姿を消した。

　俺たちは街中を駆け回って懸命にナイトを捜したけど結局見つからなかった。

　ナイトがどうなったのかはわからない。

　小さかったけど実は老齢で、自分の死期を悟って姿を消したのか。

　親切な誰だれかに拾われていったのか。

　それとも……──いや、嫌な想像は当時散々してめちゃくちゃ泣いた。今更そのことを考えるのはやめよう。




「……いきなりいなくなってしまうのは、悲しいものだ」




　…………。

　遠い目をして呟つぶやく夜空に、俺は、かつてソラの前からいきなりいなくなった俺タカは、何も言うことができなかった。

「悲しい思いをするくらいなら、こうして適度にじゃれ合っているほうがいい。深い絆きずななんていらない。…………いやあくまでも猫の話な？」

　少し慌てた様子で夜空は付け加えた。

「……まあとにかく、私は猫が好きだ。一応覚えておけ小鷹。……『モン狩』でニャルガクルガの装備を愛用していたのも実は猫好きだったからなのだ」

「あのときのお前の装備なんて覚えてないんだが……」

　ちなみにニャルガクルガというのはたしか、巨大な黒猫のような見た目のモンスターだった気がする。

『モン狩』では倒したモンスターの毛皮や角などの素材を使って装備を作れる。

「装備を作るためのレア素材がなかなか手に入らなくてニャルガクルガを四十匹くらいひたすら狩り続けたのも今となっては懐なつかしい……」

　遠い目をして言う夜よ空ぞら。

「…………いや、なんつーかそれ、いろいろブチ壊しじゃね？」

　もちろん俺おれのツッコミは華麗にスルーされた。





　　






　時間になるまで猫たちと戯たわむれ、俺たちは店を出て駅に向かった。

　もう十月も下旬。

　最近は陽ひが落ちるのもずいぶん早くなり、空はすっかりオレンジ色に染まっている。

「では小こ鷹だか、また月曜日、学校で会おう。脚本も楽しみにしていろ」

　改札前で別れる際、夜空は微笑ほほえんでそう言った。

　猫カフェ以後、夜空はずっと上機嫌だった。

「な、なんというか、今日はその、あれだったな」

「あれ？」

　夜空はすぅ──と深く息を吸い、




「……十年前みたいだった」




　十年前とは違う大人びた──綺き麗れいになった顔に微笑みを浮かべて夜空は言った。

　その笑顔に心臓が跳ね上がる。

　ジャージ姿じゃなくてスカートとかホットパンツだったらヤバかったかもしれない……なんて思いながら、俺も微笑を返す。




「……そうだな、たしかに、ちょっとだけあの頃みたいな気がした」




　俺おれの返事に、夜よ空ぞらは照れくさそうに前髪をいじりながら「ん……」と頷うなずいた。

「そ、それじゃあな、小こ鷹だか」

　そのまま軽やかな足どりで踵きびすを返し、夜空は去って行く。

　そんな夜空を見送り、俺は家路についたのだった。





幼なじみ







「脚本が完成したぞ」

　夜空と俺が映画と猫喫茶に行って二日後の月曜日。

　部室に入るなり夜空が言った。

　部室には俺、星せ奈な、幸ゆき村むら、理り科か、マリアがいて、夜空の言葉を聞くとみんな程度の違いこそあれ安あん堵どの色を浮かべた。

「おつとめごくろうさまです、あねご」

　執事服姿の幸村が丁寧に腰を折った。

「あはは、やっとできたかー！」とマリアが元気よく笑う。

「どうなることかとちょっと不安でしたが、これで映画作りに取りかかれますね」

　理科が言った。

　ちなみに今日のリカ・シグマ様の御ファッションは、髪は金髪のツインテールで目は赤と青のオッドアイ、服装はゴスロリ。

　……小こ鳩ばとが中学の学園祭準備でいないからか、なんとキャラを被かぶせてきやがった。

　いかにもゲームに出てきそうな狙った感じの外見だったので小こ鳩ばと不在で寂しい星せ奈なが食い付くかと思いきや、「この紛まがい物ものがァ──ッ！」と激しい怒りを買うに終わった。

　一応星奈のやつ、外見的な記号じゃなくて小鳩本人のことを気に入ってたんだな……。

　べつに星奈に萌もえられることを望んでいたわけでもないだろうが、全否定されて理り科かはちょっと傷ついた様子だった。

　……まあ正直俺おれも今日の理科はさすがにどうかと思うからな。仕方ない。

　で、そんな理科のことはともかく。

　星奈が上から目線で夜よ空ぞらに話しかける。

「ふふ、とりあえずよくやったと褒めてあげるわ感謝しなさい！　でも問題は内容ね。このあたしを何日も待たせておいて、昔作った桃太郎とかヤンキー侍みたいなゴミ書いてきたら承知しなひぎゃっ!?」

　夜空がハエ叩たたきで星奈を叩いた。

「誰だれに向かってものを言っているのだ肉め。……貴様からの感謝などいらないどころか金を払ってでも産廃業者に引き取ってもらいたいところだが、まあ安心しろ。これは正直……会心の出来だ」

　確信に満ちた夜空の声。

　どうやら本気でものすごく自信があるらしいな。これはもしかすると、もしかするのかもしれない。

「と、とりあえず読ませてくれよ」

　俺が言うと、夜空は鞄かばんの中から分厚い紙の束を取り出した。

「玉稿、心して受け取るがいい」

　人数分用意してきたらしく、夜空が俺たちに脚本を配布する。

　自分で自分の原稿のことを『玉稿』と言うのはどうかと思いつつ、俺たちはその脚本に目を通す。

　そして十数分後。




「………………………………………………やるじゃないの」




　読み終えた星奈の口から、恐らく無意識のうちにこぼれた賞賛の言葉。

　その表情には真剣な驚きと、そして感動が浮かんでいた。

「これ、本当に夜よ空ぞら先輩が……？」

「よぞらのあねご、まじぱないです」

「すげえじゃねえか……！」

　星せ奈なに続いて理り科か、幸ゆき村むら、俺おれも脚本を読み終えて、それぞれ心からの驚きや賞賛の言葉を発した。

「んー、なんかよくわからんなー」

　……十歳児のマリアにはちょっと早すぎたらしい。

　ともあれ、夜空の書いてきた脚本は本気で凄すごかった。

　自ら会心の出来と言うだけのことはある。

　分量は、小説で言うならＭＦミツルギフアイヤー文庫で60ページくらい。

　クラスで孤立している主人公が昔転校していってしまったかつての親友と再会し、様々な困難に立ち向かう。

　舞台は学園で、「様々な困難」というのは現実の俺たちの身にも起こりうるかもしれないような、あるいはかつて俺が実際に経験したことがあるような、とてもリアリティがある出来事ばかりで、主人公たちの気持ちが痛いほど伝わってくる。

　だからこそ、どんな困難が襲いかかろうとも決して壊れることのない深い友情に、途と轍てつもなく心打たれる。

　全体的な展開は暗めながら、時折コミカルなシーンもあり、そしてラストは主人公と親友だけでなく、彼らを取り巻く全ての人々──そこには二人を迫害していた人間も含まれる──が、みんな心を救われ、幸せになる、圧倒的に綺き麗れいなハッピーエンド。

　どちらかといえば地味な話だし、各部員たちの要望──超能力バトルだとかサムライが出てくるといった要素はほとんど採用されておらず、そもそもみんなで決めたおおまかなあらすじそのものが大幅に変更され、歌もダンスシーンもなく、ぶっちゃけ完全に別物になっているのだが、そんなことはどうでもいい。

『友情をテーマにした青春ドラマ』──この一番大事な部分が完璧に表現されていれば、俺たち隣りん人じん部ぶの作る映画として申し分ない。

「……いいよ。これいいよマジで！　お前天才か!?」

「そ、そうか」

　俺が興奮して夜空の顔を真正面から見つめながら絶賛すると、夜空は照れくさそうにはにかみ、すぐにその笑みをかみ殺し、

「ふんっ、当然だ！」

　腕組みをして不遜な態度で言い放った。

「じゃあ、脚本はこれでいくということで決定ですか？」

　理り科かが尋ね、もちろんみんなが頷うなずいた。

「となると、次は配役ですね」

「そうだな」と俺おれ。

　この作品に登場する主要な人物は、まずは主人公の空くう也やと、空也のかつての親友で転校生の広ひろ孝たか。

　その主人公たちと最後まで敵対することになる、主人公のクラスの中心人物的な立場の少女紗さ菜な。

　広孝に優しくしてもらったことで彼に恋心をいだき、いつも広孝と一緒にいる空也に悪質な嫌がらせを繰り返す少女芹せり香か。

　男らしい広孝に密ひそかに憧れている内気な少年伸のぶ行ゆき。

　空也と仲の悪い妹の麻ま梨り。

　他にも何人かいるのだが、重要なのは基本的にその六人だ。

「それじゃ誰だれがどの役──」




「キャストならすでに決まっている」




　俺の言葉を遮さえぎって夜よ空ぞらが言った。

「決まってるって……」

　皆が怪け訝げんな顔をする。

「脚本執筆と同時にちゃんとキャスティングも考えておいたから安心しろ」

「そんな勝手に……」と星せ奈なが不満そうな顔。

「……とりあえずどんなキャスティングなんですか？」と理科が促すと夜空は頷き、淡々と自分の決めたキャストを発表する。

「まず主人公の空也役は私。広孝役は小こ鷹だか。紗菜役が肉。芹香役が理科で、伸行役が幸ゆき村むら。麻梨役がマリアだ。どうだ、ぴったりだろう」

「「異議あり!!」」

　星奈と理科がハモって言って、幸村も少し不満そうに唇を尖とがらせた。

「……何か問題でも？」

　夜空が冷たい声で問いかけると、星奈が声を荒げる。

「なんであんたが主役なのよ！　あとなんであたしが悪役なのよ！」

「別に悪い選択ではないだろう。私が主役なのは、客観的に自分の脚本を読んで考えた結果、隣りん人じん部ぶでもっとも相応ふさわしいのが私だと冷静に判断した結果だ。紗さ菜な役が肉なのは、紗菜の外見や設定が隣人部で最も貴様に近いからだ。華やかな見てくれのクラスの中心人物──癪しやくだが、貴様と重なる部分が多いだろう。それに厳密には『悪役』というより『敵かたき役やく』というのが適切だ。いろいろあって屈折しているが、紗菜も根はいいやつなのだ。準主役と言えるくらいに見せ場も多いし、かなり『オイシイ役』だろう？」

「たしかにそう言われてみれば……そう……かも……」

　星せ奈なはまだ少し不満顔ながら、夜よ空ぞらの言葉に納得はしたようだった。

「他のキャストも同じような理由だ。文句はないな？　では決ま──」

「待ってください」

　さっさと話を先に進めようとする夜空の言葉を遮さえぎり、理り科かが口を開く。

「……な、なんだ」

　夜空が一瞬顔を引きつらせた気がした。

「外見や雰囲気が近い人がその役を演じるというのは問題ないと思います。その理屈で言えば夜空先輩が空くう也や役というのは妥当かもしれません。キャラ設定を考えたのが夜空先輩本人というのが巨大なツッコミどころではありますが、まあ先日の学ランとか超似合ってましたし男装した夜空先輩は理科的に超ウェルカムです。紗菜役が星奈先輩というのもぴったりだと思います。理科と幸ゆき村むらくんとマリアさんの役も、ちょっと思うところはありますが合ってるとは思います」

「そうだろう。だったら問題な──」




「でも小こ鷹だか先輩の役は違うと思います」




「……っ！」

　夜空が顔をしかめた。

「え、俺おれの役!?」

　いきなり物言いをつけられて俺は少し焦る。

　夜空が設定した俺の役は先述のとおり主人公の親友の広ひろ孝たかだ。

　広孝のキャラクター設定はというと、

「──中なか川がわ広孝17歳、男。主人公のクラスに転校してきた少年。間違ったことが許せない、正義感が強い性格。実直かつ剛ごう毅きで、誰だれに対しても物もの怖おじせず自分の考えを堂々と話すことができる。社交的でユーモアのセンスもある人気者で空気も読めるが、場の空気に流されて友達を貶おとしめるようなことは絶対にしない。勉強も運動も優れておりスタイル抜群で顔も凛り々りしい──……」

　理り科かがつらつらとプロフィールを読み上げていく。

　広ひろ孝たか……なんていいやつなんだ。

　やっぱりこの役は俺おれにぴった

「この役、どう考えても小こ鷹だか先輩に合ってないじゃないですか!!」りだな？

　いきなり理科が声を張り上げた。

「な、なんだと……？」

　驚く俺と、

「く……っ！」

　気づかれてしまったかと言わんばかりに悔しげに呻うめく夜よ空ぞら。……なにその反応。

「……たしかに小鷹と広孝じゃイメージが合ってないにもほどがあるわね。こんな完璧超人、あたしにこそ相応ふさわしい役だわ」

「ふざけるな肉。脳の栄養が全て胸にいっているような牛女に主役など務まるか。男子の制服を着た乳牛が画面に映った瞬間に、問答無用でシュールギャグ映画になってしまうだろうが」

　夜空が星せ奈なにいつもの毒舌を吐くも、

「外見で選ぶんなら、やっぱり小鷹先輩に広孝役は有り得ないですね？」

「……っ！」

「そうそう！　小鷹だったら……うーん……メインどころに合う役がないけど、美しすぎる紗さ菜な様の忠実な犬として直接的に空くう也やをいじめるヤンキーのまさお（仮かつこかり）なんてぴったりじゃない？」

「あ、なるほど。たしかにそうですね。それで、主人公たちにこてんぱんにやられて物語からフェイドアウトしたあとは、元悪役キャラ同士、芹せり香かちゃんといつの間にかくっついていたりするのがいいと思います」

「なに言ってんのよ。まさおは永遠に紗菜様の飼い犬として生きればいいのよ！」

「お前らひどすぎるだろ!?」

　勝手に盛り上がる理科と星奈に涙目になる俺。

　準主役からヤンキーＡへのまさかの降格劇が起ころうとしていた。

「んー。お兄ちゃんは見た目はぜんぜんかっこよくないからなー。ひろたかとゆう人とはちょっとだけちがうなー？」

　無邪気に首を傾かしげながら、マリアがさらりと俺おれの心を刺した。

「く……」

　怯ひるみながらも夜よ空ぞらはなおも反論しようとする。




「だ、だって、小こ鷹だかは私の幼なじみだから……」




　少し弱々しく夜空は呟つぶやいた。

「む……」

「……そういえばそうだったわね」

　理り科かと星せ奈なが微妙な顔をする。

　夜空はキッと星奈と理科を見据え、勢い込んで、

「そ、そうだ！　広ひろ孝たかは空くう也やの幼なじみなのだ！　だから空也役の私のリアル幼なじみである小鷹を広孝役に選んだ！　それのなにがおかしい!?」

「え、べ、べつにおかしいとかじゃないけど……」

　星奈は気け圧おされて口をつぐんだが、




「……ということは、夜空先輩が空也役でなければ小鷹先輩が広孝役になる理由はなくなるというわけですね？」




　夜空の勢いに誤ご魔ま化かされず、理科は冷静にツッコんだ。

「……ま、まあ……たしかにそういうことになるが。だが主役はどう考えても設定的に私だろう。ほら、身長とか髪型とかも……」

「書かれている設定ではそうですけど、べつに細かいキャラ設定なんて多少変更しても問題ないですよね？　この感動的な物語の魅力は、そんな些さ細さいなキャラ設定の変更では揺らがないと思います」

「そ、それはまあ、うん、そうだが……」

　夜空は複雑な顔をした。

　たしかに理科の言うとおり、この作品はキャラクターの個性よりも展開の巧みさや描写の細やかさで魅せる内容だと思う。

　登場人物の設定も「このキャラは絶対こうでなければいけない」という部分は薄い。特に外見などは尚なお更さらだ。

「というかこの主人公って、クールで素っ気ない雰囲気の美少年でスポーツ万能頭脳明めい晰せきという設定ですが、スタート時点のクラスでハブられているという状況やストーリーの展開から考えると、もっと頼りない感じにしたほうがよくないですか？　この主人公では広ひろ孝たかが転校してこなくても、自力でなんでも解決できちゃいそうな気がします」

「それもそうね。ていうかこれ、空くう也やと広孝って……キャラかぶってない？」

「う……ぐ……！」

　理り科かと星せ奈なの指摘を受け、夜よ空ぞらは唸うなった。

　……たしかに俺おれも主人公の設定に関しては二人に同意だ。

　この主人公、スペックが高すぎて作中での言動や境遇に違和感がある。

　多分夜空もそれは認めるところなのだろう、反論ができないようだった。

「……た、たしかに私はこれまで一人で乗り越えてきたケド……」

　拗すねたように小声で夜空は何か呟つぶやいたが、誰だれの耳にも届いていないようだった。

「というわけで、主役を誰がやるのかを含めて改めて考えてみましょう。とはいえあんまりダラダラと話し合いをしている時間もないので、投票で決める方向で」

「そうね！　それがいいと思うわ！」

　理科の提案に星奈が賛同する。

　夜空は慌てた様子で、

「か、勝手に話を進めるな！　空也役は私こそが相応ふさわしいに決まっているだろうどう考えても！」

「どう考えてもそうなら、投票でも問題ないですよね？　それとも主役に選ばれる自信がないんですか？」

　微妙に挑発的な口調の理科に、夜空は頰ほおを引ひき攣つらせ、

「くっ……い、いいだろう……！　どうせ結果など見えているがな……！」

「ではそれぞれ、自分の考えるベストのキャスティングを書くということで。キャラの設定はあとで適宜変更するので、最初のキャラ設定のことはとりあえず忘れてストーリー上での立ち回りや言動から考える方針で」

「わかったわ」「わかりました」「おー」

　星奈、幸ゆき村むら、マリアが頷うなずく。

「……どうして貴様が仕切るのだ……」

　夜空がブツブツと不満を言っていることに恐らく気づきながらもスルーして、理科は部員たちに投票用の紙を配る。

「じゃ、書きましょう。どんな結果になっても文句の言いっこはなしですよ……！」

「わかった」

　キャスティングか……どうしようかな……まず広ひろ孝たか役が俺おれというのは確定として、残りはどうするか……。

　悩みながら、俺は一人一人役を振っていくのだった。





　　






　そんなわけで各自で考えた配役を提出して集計した結果、なぜかこうなった。




　空くう也や（主人公）　　　：楠くすのき幸ゆき村むら

　広孝（親友）　　　　：三み日か月づき夜よ空ぞら

　紗さ菜な（クラスのボス）：高たか山やまマリア

　芹せり香か（広孝が好き）　：柏かしわ崎ざき星せ奈な

　伸のぶ行ゆき（広孝に憧れる）：志し熊ぐま理り科か

　麻ま梨り（空也の妹）　　：羽は瀬せ川がわ小こ鷹だか




「「「「なんでええええええええええええ!!??」」」」

　俺、夜空、星奈、理科が同時に全力でツッコんだ。

　……本当にどうしてこうなった。

「ちょ、ちょっと待て、もう一度集計し直そうか……」

　夜空がこめかみを押さえながら言った。

「そうですね……」と冷や汗を流しながら理科が六枚の紙を取り出し、改めてみんなで数え直してみる。

　無記名なので他の連中が誰だれをどの役に選んだのかはわからないのだが、とりあえず俺の場合は空也役を幸村、広孝役を俺、紗菜役を星奈、芹香役をマリア、伸行役を夜空、麻梨役を理科というふうに書いた。

　作中で少し頼りないイメージのある空也は夜空より幸村の方がイメージに合うと思ったし、幸村には男装の経歴もある。

　広孝役、紗菜役は夜空が最初に決めたとおり。

　あとはどうするべきか決めかねたのだが、俺が演じる広孝に好意を向けてくる役にマリアを選び、たまたま小こ鳩ばとみたいなコスプレをしていたのでとりあえず適当に理科を妹役に選び、あまった伸のぶ行ゆき役を夜よ空ぞらにしたというわけだ。

　で、他のメンバーの書いた紙を見てみた結果、空くう也や役は幸ゆき村むらが断トツの票を集めており、広ひろ孝たか役は半数の部員が夜空を選んでいた。

　それ以外のキャストは票が完全にバラバラで、紗さ菜な役のマリア、芹せり香か役の星せ奈な、伸行役の理り科か、麻ま梨り役の俺おれはそれぞれ二票ずつで選ばれていた。

「しゅやく……わたくしがしゅやく、ですか」

　幸村がどことなく嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「わーい！　ワタシが偉いボスの女になったのだ！　ワタシはボスの人がやりたかったのでいいと思います！」

　どうやら自分で紗菜役に入れたらしくマリアが喜んでいる。主人公たちと敵対する役ということを理解しているのだろうか。……してないな、多分……。

　理科と星奈は不満そうにむくれており、夜空も「くっ……スター性を持たせるため広孝にトモちゃんの要素を盛り込んだのが裏目に出たか……」と顔を引きつらせながらなにやらブツブツと呟いていた。

「…………どうやら、皆さんの思惑が絡まり合った結果、こんなよくわからないキャストになってしまったようですね……」

　難しい顔で理科が言う。

「思惑って？」

「なんでもありません」

「…………」

　微妙に気にはなったが、それよりももっと突っ込むべきところがあった。

「…………で、なんで俺が妹役なんだ？　誰だれのしわざだ？」

　ジト目で部員たちを見回すと、星奈がそっと視線を逸そらした。

「お前かああああ!!」

　俺が指を突きつけると星奈は慌てて、

「しょ、しょうがないじゃないの！　なんとなくちょっと面白そうかなーって思っちゃったんだから！」

「そのどこにしょうがない要素がある……!?」

　ノリでアホなことをやるのは本当にやめていただきたい！

「いいじゃない！　小こ鳩ばとちゃんは妹にぴったりなんだからあんたも意外と妹が似合うかもしれないわよ!?」

「んなわけあるか！」

「ですよねー……」と星せ奈なは曖昧に苦笑を浮かべ、「で、でもあたしだけじゃないわよ!?　あんたを妹役に選んだのって！」

「そういえばそうなんだよな……」

　二票入っているので、俺おれを妹役に配置したバカがあと一人いるはずなのだ。

「……で、もう一人は誰だれなんだ？」

「はーいっ！」

　マリアが元気よく手を挙げた。

「…………お前か」

　俺は頭が痛くなってきた。

「……ええと……マリア？　なんで俺を妹役に？」

「うんっ！　お兄ちゃんはなー、いつもはお兄ちゃんなので、たまにはお兄ちゃんじゃなくなったお兄ちゃんとゆうのもいいと思ったのだ！」

　笑顔で説明するマリア。

　悪気がないので怒ることもできない。

「……いやでも、さすがにこれはナシだろ。もう一度投票しなおすってのは──」

　言いかけて、幸ゆき村むらが何かを訴えるように俺をじっと見つめているのに気づいた。

「…………」

「ええと、もう一度投票しなおすってのは──」

「………っ」

　言い直そうとすると、幸村の目が悲しげに潤んだ。

「…………幸村、主役がんばれよ」

　幸村は顔をぱあっと輝かせ、胸の前で握り拳を作った。

「はいっ、がんばらせていただきますっ」

　ちくしょう可愛かわいいなあ。

　そんな幸村に温かい眼まな差ざしを送りつつ、

「……で、俺の役どうしよう」

「ふん……麻ま梨りは弟に変更する。兄と仲が悪い不良の弟……べつに弟になってもストーリー上不都合はないからな……」

　どこか投げやりに夜よ空ぞらは言った。

「なんと……それではわたくしがあにきのあにきということに……？　あにきがあにきでわたくしがあにきで……？　あにき、もはやわたくしには、なにがなんだかよくわからないのですっ」

　目を丸くして謎の感動に打ち震えている様子の幸ゆき村むら。俺おれもお前が何を言ってるのかよくわかんねえよ。

「えー、性別変えちゃうのー？　小こ鷹だかの妹役、ちょっと見たかったんだけど」

「おおー、お兄ちゃんはお兄ちゃんなのに今度は弟になるのかー。ふしぎなこともあるものだなー!?」

　口々に言う星せ奈なとマリアを、夜よ空ぞらは何も言わずに軽くハエ叩たたきでぺちぺち叩いた。

　星奈は珍しくそれに対して抗議したりせず、微妙にばつの悪そうな顔をした。

「こ、今回はその……ちょっとごめん」

「は？」

　夜空が目を丸くした。

「だ、だから……小鷹が妹役になっちゃって、あんたに余計な手間をかけさせることになっちゃったから……」

「……どうしたのだ？　悪質な病原菌にでも感染したのか気持ち悪い肉だな……」

　本気で気持ち悪そうな顔をする夜空に、星奈は顔を赤くした。

「う、うるさいわねっ！　あ、あんたのこの脚本…………わりとその……良かったから。……小鷹が妹役とか、そういうふざけるの、ちょっと駄目だったかもって……」

　俯うつむいて口元をモニュモニュと動かす星奈に、夜空のほうもなぜか赤くなって顔を背けた。

「ふ……ふんっ、べつに妹を弟にすることくらい大した手間ではないと言っているだろう」

「そ、そう？　だったら……いいんだけど」

　二人して照れている様子の夜空と星奈。

　こいつらにしてはあまりにも珍しい光景に、俺はなんとなく嬉うれしくなった。




　……ともあれそんなわけで映画の内容とキャストが決定し、俺たちはついに……ついにというか「やっと」という感じだが……学園祭に向けて動き始めるのだった。





二回目







「とりあえず序盤の脚本を修正してきたぞ」

　翌日の放課後。

　部室に入ってきた夜よ空ぞらが開口一番そう言った。

「おお、お疲れさん」

　夜空をねぎらい、俺おれたちは修正版の脚本を受け取る。

　昨日キャストが決まったあとにみんなで話し合ったのだが、俺が演じる「麻ま梨り」の妹から弟への変更をはじめ（もちろん名前も変更される）、キャストに合わせて修正が必要な部分がそれなりの量出てきた。

　夜空いわく修正作業にはかなり時間がかかりそうだということだったので、とりあえず序盤の脚本を修正したのち、撮影と脚本の修正作業を同時進行でやっていくことになった。

　文句一つ言わずに脚本の修正を引き受けてくれた夜空に感心しつつ、俺は修正版の脚本を読み進め──……読み進──……

「………………あれ？」

　頭に巨大な「？」が浮かぶ。

「……なにこれ」

　星せ奈なが訝いぶかしげな顔をする。

　他のメンバーも、一様に戸惑いの色を浮かべていた。

「それでは今回上がったシーンの撮影にでかけるぞ。準備をしろ」

「ちょ、ちょっと待て夜空！」

　さっさと話を進めようとする夜空を慌てて制止する。

「なんだ小こ鷹だか」

　平へい坦たんな声で尋ねてくる夜空に、

「いや、『なんだ』じゃなくて……なんつーか……」

　修正版の脚本をもう一度パラパラと確認し、恐る恐る俺は尋ねる。




「……これ、話変わってね？」




「気のせいだ」

「気のせいじゃないわよ！」

　即答する夜よ空ぞらに、星せ奈ながすぐさまツッコんだ。

　夜空が修正してきた脚本は、昨日のものから大きく変化を遂げていた。

　特に主人公の妹の「麻ま梨り」改め弟の「小こ太た郎ろう」の出番が大きく増えている。

　キャラ設定も単に性別が変わっただけでなく、空くう也やと小太郎は双子の兄弟で学年が同じということになっていた。

　昨日の脚本では妹の出番は中盤からだったのだが、修正版では小太郎がほぼ最初から出ずっぱりである。

　それどころか主人公の空也の出番が大幅に減り、空也と広ひろ孝たかが一緒にいるシーンよりも、小太郎と広孝のシーンのほうが多くなっているほどだった。

　たしかに広孝が空也の弟とも昔なじみであっても別に不自然ではないのだが、それにしても妹だった頃から扱いが変わりすぎだ。

　具体的にはこんな感じ。




■修正前

　空也のクラスに広孝が転校してくる。

　広孝はかつての空也の幼なじみだった。

　空也「お、お前もしかして広孝か!?」

　広孝「よう、久しぶりだな、空也。これからまた仲良くやろうぜ！」




■修正後

　空也のクラスに広孝が転校してくる。

　広孝はかつての空也の幼なじみで、空也の弟の小太郎と仲が良かった。

　空也「あ、あなたはもしかして中なか川がわくんですか？」

　広孝「よう、久しぶりだな、ええと……空……くん。それはともかく小太郎は元気か？　これからまた小太郎と仲良くやりたいぜ！」




「広孝、空也の名前忘れちゃったのか!?　ていうかなんで空也の広孝への呼び方も呼び捨てから『中川くん』になってるんだ!?　しかも敬語に!?」

　ツッコむ俺おれに夜空はさらりと、

「仕方ないだろう。広孝と空也はべつに仲良くなかったんだから」

「ええ!?」

　物語を根本から覆す大きな変化が起きていた。

「広ひろ孝たかにとって空くう也やはアレだな……友達の友達的な関係だ。小こ太た郎ろうといつも一緒にいるからとりあえず三人で過ごしていただけで、別に友達じゃなかった」

「空也せつねえー！　べつにいいじゃねえか三人とも友達で！　仲良し三人組じゃいけなかったのか!?」

　すると夜よ空ぞらは優しく言い聞かせるように、




「小こ鷹だか……友達の友達は、友達じゃないんだ」




「そ、そうなのか……？」

「そうなのだ。広孝と小太郎と空也は、三人一緒にいるときも実は『三人』じゃなくて『二人＋一人』でしかなかったのだ」

「悲しすぎるだろそれ！」

　でもたしかに、そういうのは過去に身に覚えがあるな……。

　三人とか四人のグループでいるときは普通に打ち解けているように思えても、そのグループのメンバーの誰だれか一人＆俺おれの二人っきりになると、途端に会話が続かなくなってしまうのだ。

　そういうとき、「あれ、俺とこいつって実はそんなに仲良くなかったのか……？」と否いやが応おうでも思わされてしまう。

「……そっか……空也は『二人＋一人』の一人のほうだったのか……じゃあしょうがないな……」

　納得してしまう俺だった。

　と、そこで星せ奈なが口を挟んできた。

「ちょっと待ってよ！　三人組で一人だけあんまり仲良くなかったっていうのはわかったけど、なんで空也のほうを『一人』の側にするのよ!?　小太郎のほうを一人サイドにすればそんなにストーリーを変えなくても済むじゃない！」

　しかし夜空は動じない。

「それは仕方ないだろう。妹を弟に変えた時点で、私の中では広孝は空也ではなく小太郎と仲が良かったというほうが自然だったのだ」

「なんでよ!?」

「小鷹が小太郎役だからな……仕方ないだろう」

「なにが仕方ないのよ……幼なじみだからってこと？」

「そのとおりだ」

　少し胸を張り、誇るように夜よ空ぞらは頷うなずく。

　そんな夜空に星せ奈なは不愉快そうな表情を浮かべ──、




「そんな昔のこと、今はどうでもいいでしょ!?」




　その一言に。

「…………なに……？」

　夜空の表情が凍った。

「…………なんだと……肉……」

　夜空の地の底から響くような重苦しい声。

　場の空気までもが、重く冷たくなった気がした。

「……どうでもいい……だと……貴様……」

　殺気さえ感じられるほどの夜空の憎悪の視線に、俺おれは思わず息を吞のんだ。

「……ぁわぁ……」

　理り科かが気まずそうに冷や汗を垂らし、幸ゆき村むらも心なしか緊張した面持ち。マリアにいたっては怯おびえて泣きそうな顔をしている。

　そんな視線に真っ正面から射い竦すくめられ、

「ええ、どうでもいいわよ」

　星奈はまったく怯ひるまなかった。




「あんたと小こ鷹だかが昔友達だったとか、そんなことはどうでもいいのよ。あんたが今やらなきゃいけないのは、映画の脚本をちゃんと修正することでしょうが」




　憎悪を全身に受けながらも、星奈は当たり前のように言い放った。

　夜空の顔が苦しげに歪ゆがむ。

「……き、貴様……私が……私がどんな気持ちで──」

　夜空の台詞せりふを遮さえぎり、星奈が叫ぶ。




「だから！　んなことどうでもいいって言ってんの！　昔のことなんていつまでも引っ張ってないで、今やるべきことをやりなさい！」




「……っ！」

　星せ奈なの鋭い言葉に夜よ空ぞらが気け圧おされ──その瞳に、じわりと涙が浮かぶ。

「……ぅ……っ！」

　……一週間ほど前、永なが夜やの喫茶店で俺おれが星奈に「俺と夜空が昔友達だったことについてどう思うか」と尋ねたときも、星奈は今と同じようなことを言った。




　──過去のことなんてどうでもいい。

　──昔のことにいつまでも縛られているなんて馬鹿らしい。




　星奈の言葉はあまりにも真まっ直すぐで……前向きで……前しか見てなくて。

　あまりにも正しすぎて。

　あまりにも眩まぶしすぎて。

　過去にとらわれている人間にとっては、直視できず目を背けたくなるような暴力的な光だった。

　……俺は大丈夫だった。

　……でも、夜空は。












「……貴様さえ……貴様さえいなければ今ごろ……！　……ぅぅ……！」




　夜よ空ぞらは目に涙と憎悪を浮かべて星せ奈なを睨にらみつけ──

「柏かしわ崎ざき星奈のあほ────っ!!」

　子供のように叫んで、その場から走り去っていってしまった。

「夜空っ!?」

　俺おれが慌てて呼びかけたときにはすでに部室に夜空の姿はなく。

　ばたんっ、とドアが閉まる。

　マジかよ……。

　……夜空と星奈が逆だったら、これまでにも隣りん人じん部ぶで何度も見られた、よくある光景だったのだが……。

「ったく……あのバカは……」

　星奈はドアの方を見つめながら、失望したようにため息をついた。

　それからぽつりと、

「……『貴様さえいなければ』か……」

「……星奈？」

　その横顔は、ひどく寂しげなものだった。




「……あたしあいつのこと大嫌いだけど……いなければいいって思ったこと、一度もないんだけどなァ……」




　はああああと、星奈は深々とため息をつき、

「……あたしも今日は帰るわ」

　言うが早いか自分の鞄かばんを手に取り、星奈はさっさと部室を出て行ってしまった。

「お、おい星奈……!?　お前まで……」

「……どうします？　小こ鷹だか先輩」

　あとに残された理り科かと幸ゆき村むらとマリアが、困ったように俺を見ている。

　俺に訊きかれても困るのだが、

「……とりあえず、今日は解散かな」





　　






「な……!?」

「うおっ!?」




　部室を出て礼拝堂を出たところで、ばったり夜よ空ぞらと出くわした。




「夜空!?　お前帰ったんじゃ……」

　すると夜空はばつが悪そうに目を逸そらし、前髪をいじりながら、

「……部室に鞄かばんを置いたままだったのだ」

「そういえばそうだったな……だったらやっぱり今日も部活やるか？　あー、でも星せ奈なはもう帰っちゃったか」

「知っている」

　星奈の名前が出た途端に不機嫌な顔になる夜空。

　どうやら星奈が帰るのをどこかで見ていたらしい。星奈がいなくなったから鞄を取りに戻ってきたのか。

「……そんで夜空、脚本の件はどうするんだ？」

「…………」

　俺おれが尋ねると夜空は口をつぐんだ。

「修正版の脚本、あの流れのまま進めるならそれはそれでアリだと思う。前のバージョンの出来すげえよかったから惜しいとは思うけど、修正版の流れでも完成度さえ高ければ星奈だって文句は言わないだろ」

「…………」

　しばし沈黙。

　そして夜空はぽつりと、

「……小こ鷹だかはどっちがいいと思う？　広ひろ孝たかと仲が良かったのは空くう也やか小こ太た郎ろうか」

（夜空の演じる）広孝と仲が良かったのは（幸ゆき村むらが演じる）空也か（俺が演じる）小太郎、どっちがいいと思う？

　省略された言葉を補いつつ、考えて。

「……演劇の設定だろ。話が面白ければ俺はどっちでもいいよ」

　俺が答えると夜空は拗すねたように唇を尖とがらせて、




「…………私は小鷹と幼なじみがいい」




　ブツブツと小さく何かを呟つぶやいた。

「え、なんだって？」

「べつに！　肉は本当に不愉快だと言っただけだ！」

「そ、そうか」

　声を荒げる夜よ空ぞらに俺おれはたじろぎつつも、

「……でもまあ、星せ奈なの言うことも一理あると思う」

「む……」

　夜空が顔をしかめる。

「……昔のことに引っ張られて今の脚本を駄目にするのは……良くないだろ」

「……む……」

　夜空は不満げな顔をして、




「……小こ鷹だかは、十年前の思い出と今、どっちが大事なんだ？」




　そんな核心的な問いを投げつけてきた。




「…………選べねえよそんなの」




　俺はそう答えるしかなかった。

「……はっきりしないなお前は」

　苛いら立だった感じで夜空は言った。

　そんな夜空に、俺は聞き返す。

「……だったらお前はどうなんだよ」

「え？」

　夜空がきょとんとした顔をした。




「夜空は十年前と今、どっちが大事なんだ？」




　十年前──俺と夜空……タカとソラが親友だったあの頃と。

　今──友達がいない連中と一緒にバカな部活をやっている日常と。

「……そんなもの…………じゅ、十年前に決まってる……」

　言葉を濁しながら答えた夜よ空ぞらに、俺おれはさらにたたみかける。




「だったら、今は大事じゃないのか？」




「っ…………」

　夜空は押し黙った。

　俺たちの十年前の日々は輝いていた。

　でも今だって……今の日常はクソだって一言で切り捨てられないくらいには、楽しい。

　それはきっと、夜空も同じなんだろう。

　夜空は弱々しい苦笑いを浮かべて、ため息を吐くようにぽつりと言った。




「…………こまったなぁ……」




　夜空の言葉に俺も苦笑いを浮かべて、

「……だろ？」

「ああ……」

　二人、苦笑いを浮かべたまましばらく見つめ合い。

　それきり何の言葉もなく、どちらからともなく視線を逸そらして、歩き出した。

　夜空は礼拝堂の中へ。

　俺は学園の外へと向かって。





彼女の答え







　翌日、夜よ空ぞらが隣りん人じん部ぶの部室に入ってくると、一瞬緊張した空気が流れた。

　部室には俺おれ、星せ奈な、理り科か、幸ゆき村むら、マリアが揃そろっていて、夜空が来るまでずっと微妙にぎこちない雰囲気だった。

　不機嫌そうな顔でつかつかと歩いてくる夜空を、俺たちは固唾かたずを吞のんで見守る。

　そんな俺たちの視線をまるっきり意に介していない様子で、夜空は無言で椅子に腰を下ろし、鞄かばんを開けた。

　そして鞄から、分厚い紙の束を取り出し、どかっと机の上に置く。




「脚本の修正が終わったぞ」




　愛想のない顔で淡々と──しかしどこか得意げな声で、夜空は俺たちにそう言った。

「それじゃ、さっさと見せなさいよね」

　星奈がこれまでと変わらないような──昨日の夜空とのやり合いなんてまるで気にしていないかのような──、高飛車な態度で言った。

「ふん、貴様に言われなくても見せてやる」

　夜空もまた、これまでどおりのけんか腰な口調で答え、脚本を配る。

　俺たちは恐る恐るその脚本を確認する。

　果たして夜空はどんなふうに脚本を直してきたのか。

　広ひろ孝たかと仲が良かった少年は、主人公の空くう也やか、それとも空也の弟の小こ太た郎ろうか。

　緊張しながら読み進め──……




「…………いいじゃない」




　いの一番に読み終えた星奈が、唇の端を僅かにつり上げて一言そう言った。

「ふん、私にかかれば造作もないことだ」

　素っ気なく夜空が答える。

「……うん、お疲れさん」

　脚本を読み終えて俺が言うと、夜空は「ふん……」と微妙に照れたように鼻を鳴らした。

　今回の修正版は、ストーリーの内容は最初のものとほぼ一緒で、キャストに合わせて変更になったキャラ設定を反映したものだった。

　小こ太た郎ろうの出番も妹の麻ま梨りだったときと同じように中盤からで、年齢設定も双子ではなく麻梨と同じ二つ年下に戻っている。

『不良の弟』は『反抗期の妹』に代わって自然に物語の中に溶け込んでいた。

「おつとめごくろうさまです、あねご」

　幸ゆき村むらが心なしか安あん堵どしたように言った。

　よく考えたら前回の修正で一番割を食っていたのは主役の幸村だった。

　勝手に出番を大幅に減らされて、扱いも脇役レベルに悪くなって。

　主役に決まったときの幸村は本当に嬉うれしそうだったので、あれは可哀かわい想そうだったと思う。

　幸村のことを考えても、やっぱりこっちの路線のほうがいいだろう。

　幸村は脚本を大切そうに見つめ、柔らかく微笑ほほえんでいる。

「よし、頑張ろうな、幸村あにきっ」

「っ？」

　ぽんと軽く幸村の頭に手を置いて俺おれが冗談っぽく言うと、幸村は目を白黒させて顔を真っ赤にして「きゅううう」と崩れ落ちてしまった。

「ちょっ、えっ!?　おいっ!?　幸村!?　幸村あ!?」

　慌てて助け起こす。

「……もうしわけありません、あにき。とてもこうふんしてしまいました」

　うっとりと頰ほおを紅潮させている幸村。

「お、おう……」

　大丈夫かなほんとにこいつが主役で……。

　さっそく心配になる俺だった。

「……うん、理り科かもやっぱりこっちのほうが好きです。お疲れ様でした夜よ空ぞら先輩」

　トントンと原稿を整えながら理科が言った。

「それにしてもずいぶん修正早かったですね。時間がかかりそうって言ってませんでしたっけ？」

　そういえば「修正に時間がかかりそう」と夜空が言ったから、撮影と修正作業を並行して進めることになっていたのだが、原稿の修正は最後まで完璧に終わっていた。

「ふん。ストーリーの大幅な変更をしなくていいなら大した手間でもない」

「……つまり一昨日キャストを決めた直後から、小太郎の出番を増やす前提で話してたんですね」

　夜空は何も答えずに目を逸そらし、

「と、とにかくこれで文句はないな!?　それではさっそく最初のシーンの撮影に行くぞ。私のクラスなら放課後は誰だれも残っていないはずだ」

「おー」とやけに楽しげに理り科かが手を挙げた。




　……ともあれ、そういうわけで。

　ついに──今度こそ本当に……本当の本当に今度こそ、三度目の正直で、ようやく、やっと、俺おれたち隣りん人じん部ぶの映画作りがスタートしたのだった。





ペガサスファンタジー







　映画の撮影は、俺たち隣人部の活動だとは思えないくらい順調に進んだ。

　カメラは出番ではない人が交代で担当する。

　理科が自分で改造したデジタルハンディーカムを持ってきてくれたのだが、高機能なのに操作は簡単で俺たちのような素人にも扱いやすい良いものだった。

　その他の機材……指向性マイクや撮影用移動車ドリーなどは星せ奈なが準備した。

　正直なところカメラを適当にいじっているだけでけっこう楽しくて、最初のうちはみんなしてカメラで遊んでいるだけで撮影にならなかったのだが、そのおかげで現場の雰囲気はよくなったと思う。

　本番が始まってからもメンバーたちの士気は高く、いい雰囲気で撮影は続いた。

　映像の編集作業は理科がやってくれることになった。

　キャストの演技力は、夜よ空ぞら以外のメンツは俺を含めてみんなアレだったけど、素人が撮る作品ということでそこは最初から諦めている。

　撮影された映像を見て自分の大根役者っぷりを恥ずかしがったり、他のやつのへんてこな演技を見て笑ったり、「録音した自分の声ってなんでこんな変に聞こえるんだろう？」なんて言い合ったり、良くも悪くもユルい雰囲気で映画撮影は続いた。

　そして撮影が始まって四日目のこと。

　今日は土曜日なのだが、学園祭の準備のために登校してきている生徒も多く、学園内は活気に満ちている。

　俺おれたちも朝から夕方まで撮影で、今日の予定は無事に終わった。

「それでは明日も九時に集合だ」

　夜よ空ぞらが明日の予定を言って解散する。

　俺と夜空と星せ奈なと幸ゆき村むらはそれぞれの家へ。

　マリアはシスターとしての仕事で、理り科かは理科室で編集作業をするらしい。

　部員たちと別れて学園の敷地内を歩いていたその道すがら、




「小こ鷹だかくんではないかっ」




　不意に横から、低いがよく通る美声で名前を呼ばれた。

　近くの建物の中から歩いて出てきたのは、総髪で着流し姿の、精せい悍かんな顔立ちをした中年の男性。

　柏かしわ崎ざき天馬ぺがさす──星奈の父親にして、ここ聖クロニカ学園の理事長だ。

「理事長!?」

　こんなところで遇あうとは思わず、驚く俺。

「ふ……奇遇だな」

　妙に嬉うれしそうな様子で、理事長がとてとてと小走りにこちらに寄ってくる。

　どっしりとした威厳のある理事長がそんなふうに移動するのは、なんとなく違和感があった。

「あ、どうもこんにちは……」

　とりあえず挨拶。

「うむ」と理事長は鷹おう揚ように頷うなずき、多くの生徒がせわしなく行き交う周囲を見回す。

「いいものだな、この学園祭前の空気というものは。昔を思い出す……」

　そう言って、理事長は険しい印象のある目を楽しげに細めた。

「はあ……そうですね」

　俺はとりあえず相づちをうつ。

「君も学園祭の準備かね？」

「あ、はい」

「うむ。休日だというのに熱心で結構なことだ」

　機嫌よさそうに頷うなずく理事長。

「たしか君たちは、映画を撮っているのだったな」

「あ、はい」

「映画はいいものだ。私も昔よく隼はや人とのやつに連れられて…………」

「理事長？」

　急に押し黙った理事長を訝いぶかる。心なしか顔が赤い。

「……いや、なんでもない。そ、それより、君たちはどんな映画を撮っているのかね」

　誤ご魔ま化かすように尋ねられた。

「星せ奈なから聞いてないんですか？」

「うむ……あれとはあまり話す機会がなくてな……。部活で映画を撮っているということしか聞いていないのだ」

「そうなんですか」

　まあ、忙しそうだしな、理事長。

　お金持ちの家庭もいろいろ大変なんだろう。

　そんなことを思いながら、俺おれは理事長に、俺たち隣りん人じん部ぶが撮っている映画のことについて、かいつまんで話した。

　脚本は同じ部活に所属しているやつの書いたオリジナルであること。

　友情がテーマの、爽やかな青春モノであること。

　撮影は順調で、完成したらけっこういいものになりそうなこと。

「……ふ。完成したらぜひ見せてもらいたいものだ」

　機嫌よさそうに理事長は笑った。

「知り合いに見られるのはちょっと恥ずかしいですね……」

　俺も軽く笑う。

「ときに小こ鷹だかくん」

　世間話のついでという感じで、理事長が切り出した。

「はい？」




「星奈との交際のほうも順調かね？」







「は？」

　いきなりよくわからないことを言われ、巨大な疑問符を浮かべる俺おれ。

　理事長は精せい悍かんな顔に愉快そうな微笑を浮かべている。

「ええと、あの……？」

　混乱して首を傾かしげる俺に、理事長は笑う。

「ははは、やはりこういう話をするのは気恥ずかしいかね？」

「いや……気恥ずかしいっていうか……」

　俺は困惑しつつ、恐る恐る尋ねる。

「……交際って……なんのことですか？」

「はは、なにもとぼける必要はないだろう」

　なおも機嫌よさそうな理事長だったが、

「ええと……いや、ほんとになんのことです？」

「…………む？」

　俺がとぼけているわけではなく本気で困惑していることを徐々に理解したらしく、

「…………え？」

　目と口をぐんにょり変な感じに歪ゆがめて、首を傾げた。

　そして、

「……君と星せ奈なは、交際しているのだろう？」

　念押しするように尋ねてきた。

「え……してないですけど」

　真顔で俺が答える。

「………………？」

「………………？」

　お互い頭に「？」を浮かべながら見つめ合う俺と理事長。

　頰ほおを冷や汗が伝う。

　理事長が目をきょろきょろさせて、

「あっれえええええええええええええええええ!?」

　そんな面白い叫び声を上げた。

　それからハッと真顔に戻り、「ゴホン」と気まずそうに咳せき払ばらいして、

「……急用が出来た。それでは小こ鷹だかくん、また後日」

「は、はあ……」

　理事長がぎこちない動作で方向転換し、次の瞬間いきなり猛ダッシュ。

「どういうことだあああああああああああああ!?」

　叫びながら短距離走の選手のように猛スピードで走っていく理事長の姿に、見かけた生徒たちは例外なくギョッとした顔をした。

　……面白いなー、あのおっさん……。

　混乱した頭で、他人事のように思う俺おれだった。












俺おれの婚約者と幼なじみが修しゆ羅ら場ばすぎる？







　理事長がペガサスダッシュで去っていった日の翌日、日曜日。

　今日も映画の撮影のため、俺は学校へとやってきた。

　日曜日の朝も、学内は部活動や学園祭の準備でにぎわっている。

　ここ一週間で展示や喫茶店、お化け屋敷、演劇のセットなどがすごい勢いで廊下やベランダに置かれるようになり、いよいよ学園祭が近いことを感じさせる。

　基本的にこの学校は常に綺き麗れいに清掃されているので、こういうごちゃごちゃした様子は新鮮だった。

　俺たちも映画作り頑張らないとな……。

　そんなことを思いながら部室のドアを開けた。

　その次の瞬間、




「あっ！　小こ鷹だか！　ちょ、ちょっと来なさい！」




　俺の姿を見るなり、すでに部室に来ていた星せ奈ながこちらにやってきて、俺の腕を引ひっ摑つかんだ。

「おい、どうしたのだ肉！」

　室内からの夜よ空ぞらの声に、

「ちょっと用事！　すぐ戻るから！」

　星奈は叫び、俺を引っ張って礼拝堂の廊下を早足で歩いて行く。

「お、おい、星奈!?」

　星奈に引っ張られながら──当たり前だが、俺は星奈の「用事」とやらがなんなのか察しがついていた。





　　






　星奈が俺を連れてきたのは、校舎裏にある焼却炉だった。

　今日はどこもかしこも生徒たちが作業をしていて、校内で人気のない場所がここくらいしかなかったのだ。

「ふー……あっつ……」

　大きくため息をついて、上に着ていたベストを脱ぐ。

　早足で歩き回ったせいで俺おれも少し汗をかいている。

「……で、なんの話だ？」

　予想はついていながら、俺は星せ奈なを促す。

　星奈はのぞき込むように俺の顔を見ながら、気まずそうな様子で、




「…………なんかあたしとあんた、パパに付き合ってると思われてたみたい……」




　やっぱりその話か。

　俺は大きくため息をついて、

「……俺も昨日理事長にそんなこと言われてびびったよ。……そんで、どうしてそんな話になってるんだ？」

　俺が尋ねると、星奈は気まずそうに目を逸そらした。

「……星奈？」

「あいやー……そのぉ……なんといいますか……」

　言葉を濁す星奈にジト目を向ける俺。

「そ、そんな睨にらまないでよ……」

　星奈はちょっと怯おびえた顔をした。

　……睨んだつもりはなかったんだが。

　もしかしてこれまでも、自分がジト目だと思っていたとき、相手からは睨んでいると思われていたのか……？

　新たに芽生えた疑問に衝撃を受けつつ、無言で星奈の説明を待つ。

「ええと、あのね……？」

「おう」

「ま、前にみんなで遊園地に行ったじゃない？」

「ん？　ああ、行ったな」

　どうしていきなりそんなことを言い出したのか不思議に思うも、とりあえず頷うなずく。

　俺たちが隣の県にある大きな遊園地『横よこ縞しまワンダーランド』に行ったのは、今からちょうど一ヶか月げつ前のことだ。

「あのときのチケット、あたしがパパからもらったんだけど」

「あー、そうだったな」

　たしか理事長が仕事先の人にもらったチケットを星奈にくれたんだっけ。

「そのときに……ええとね……？」

　星せ奈なが気まずそうにへらへらと笑う。

「……なんだよ？」

　不安を覚えつつ先を促す。

「あたしパパの前でポロッと言っちゃったのよ……ちょっとその……アレなことを……」

「アレなこと？」

　首を傾かしげる俺おれに、星奈はますます目を泳がせて、




「『わーい、これで小こ鳩ばとちゃんを妹にできるー♥』的なことを……」




　…………？

「はい？」

　言っていることがよくわからず、俺は眉をひそめる。

　すると星奈は顔を赤くして、

「だ、だからー！　小鳩ちゃんを妹にする云うん々ぬんってあたしの言葉で、パパが勘違いしちゃったのよ！」

「え？　？　？　意味がわかんねえぞ？」

　すると星奈は少し苛いら立だった様子で、

「もう、察しが悪いわね！　あんたとあたしがその、あの、け、けけけけ結婚！　とかしたら、小鳩ちゃんはあたしの義妹いもうとってことになるでしょうが！」

「そ、そりゃまあ、そうなるが……」

　いきなり結婚とか言われて動揺する俺だった。

　星奈はさらに続ける。

「そういえばパパ、あのときいろいろ言ってたのよね……あたしテンション上がっちゃって深く考えなかったんだけど……」

「い、いろいろ？」

「妙に真面目な顔で『小鳩くんがお前の妹になる予定があるのか？』とか『仲は順調に進展しているのか？』とか……」

　俺は自分の顔が引きつるのを感じた。

「……で、お前はそれになんて答えたんだ」

　俺の問いに星奈は気まずそうに目を逸そらし、

「よ、よく覚えてないけど……『バッチリよ！　まかせといて！』とかそんな感じだったかと……」

「をい」

　父親になんてこと言いやがる……。

「……いやー……あれ……『仲』って小鳩ちゃんとの仲じゃなくてあんたとの仲って意味だったのね……」

「小こ鳩ばととの仲だって別に順調じゃねえけどな」

　冷や汗を浮かべる星せ奈なに、一応お約束のツッコミは入れておく。

　……さて、それじゃあちょっと理事長の立場で考えてみようか。

　自分の娘（星奈）と、それなりに仲がいいように見える男（俺おれ）がいたとする。

　で、娘が突然、その男の妹（小鳩）を自分の妹にするとか言い出した。

　……普通に考えれば、それはその男と結婚する予定があるのだと思うだろう。

　他人の妹に萌もえすぎてその娘こを自分のリアル妹にしたいとか本気で言っているなんて、誰だれが想像できるものか。

　…………。

「お前バカだろ!!」

　全力で俺は心の底からそう叫んでいた。

「……め、めんぼくしだいもござりませぬ……」

　しゅんとうなだれて、幸ゆき村むらみたいな口調で星奈は言った。

　俺は深々と嘆息し、

「はあ……でもまあ、理事長にちゃんと事情は説明したんだよな？」

「うん……」と星奈は頷うなずいた。

「そっか。ちゃんと勘違いだってわかってもらえたんなら、もういいよ……」

　そういえば遊園地に行くことになった日の前日の夜──星奈が理事長を勘違いさせてしまった日の夜──俺も父さんから電話で、「星奈と結婚するのか？」みたいなことを聞かれた。

　父さんに電話するほどテンション上がっちゃった理事長にはちょっと申し訳ないけど、誤解が解けてよかった。

　そう思って安あん堵どする俺に、

「うん……それでこれからが本題なんだけどね？」

「はあっ!?　まだなんかあるのか!?」

「うん……」

　驚く俺おれに、星せ奈なは引きつった笑みを浮かべて頷うなずき、

「言っとくけど、これはあたしがなんかやらかしたわけじゃないからね!?　今回のことがきっかけであたしも初めて知ったことなんだけど！」

「お、おう」

　星奈は前置きした上で、上目遣いでこちらを見て言った。




「あたしとあんた、婚約してるみたい」




　…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………はっ!?

　……しばらく頭がフリーズしてしまったぜ……。

「……大丈夫？　小こ鷹だか」

「お、おう……」












　意識を取り戻した俺おれは星せ奈なに聞き返す。

「……こ……婚……約？」

「ん……」

　星奈は顔を赤くして頷うなずいた。

「な、なんかね、あたしとあんたがまだ物心つく前に、あたしのパパとあんたのパパが約束したんだって。つまり……許嫁いいなずけってやつね」

「い、許嫁……そんなドラマみたいな設定が……」

　愕がく然ぜんとする俺に星奈は続ける。

「なんか誓約書みたいなのもあって、パパたちとあたしたちの拇ぼ印いんも押してあったわ」

「……そんなものまで……って俺たちの拇印!?」

　もちろん俺はそんなものを押した覚えはない。

　眉をひそめる俺に、

「なんかね、すっごい小さい指紋で可愛かわいかったわ。本物かどうかなんて確認しようがないけど、そんなの偽造してもしょうがないから本物なんじゃないかしら」

「……そ、そうか……まったく覚えてない……」

「あたしだって覚えてないわよ。でもほら……」

　言いながら、星奈はスカートのポケットから一枚の写真を取り出した。

　……そこには、二歳か三歳くらいと思われる二人の子供が写っていた。

　金髪碧へき眼がんの利発そうな顔をした幼女と、くすんだ金髪の洟はな垂たれ小僧が仲よさそうに積み木で遊んでいる。

　………………これって……。




「あたしとあんた、ずーっと昔に会ったことあるみたい」




　星奈はそんな衝撃的な一言を口にした。

「……マジでか」

「他にもたくさんあったけど、それが一番あたしが賢そうに写ってたから」

　照れ笑いを浮かべて星奈は言った。

「……そっか……俺とお前って会ったことあったのか」

　俺の父さんと理事長は昔からの親友だ。

　だから俺と星奈が会っていてもおかしくはない……というよりむしろ、友達同士お互いの子供を引き合わせたことがないほうが不自然だ。

　こんなこと、なんで思い至らなかったんだろう。

「そっかー……」

「ん……」

　俺おれと星せ奈なの間に妙な空気が流れる。

　いやまあ、お互い覚えてないし、昔会っていたからどうってこともないのだが。

　なんとなく……気恥ずかしい。

「えへ……なんか変な感じね」

　星奈も俺と同じような感覚らしく、曖昧にはにかむ。

「そ、そうだな……」

　俺はとりあえず相づちをうち、

「ま、まあそれはともかくだ」

「うん」

「こ、婚約の話だけど」

「う、うん」

　……顔が熱い。

　俺はまだ高校生だ……それも恋人どころか友達すらいない。

　婚約なんて単語、正直、口に出すだけでなんか恥ずかしい。




「俺たちの意思と無関係に決められた婚約なんて、気にすることないだろ」




　俺の言葉に、星奈は一瞬なぜか残念そうな顔をしたのち、

「そ、そうよね!?　こんなのパパたちが勝手に言ってるだけなんだもんね！」

「ああ」と俺は頷うなずきかけて、「……あ、いや……『たち』っていうか……俺の父親のほうは多分、この約束覚えてないと思う……」

　もしも父さんが婚約のことを覚えていたなら、一ヶか月げつ前に電話してきたときそのことを言うはずだ。

　だが父さんは、理事長から俺と星奈が結婚すると聞かされた件について「ザキのやつが酔った勢いでわけのわからんことを言った」という認識だった。

　……うん……どう考えてもまったく覚えてないなこれ……なんだか天馬ぺがさすさんが可哀かわい想そうになってきたぞ。

「つーわけで、この件は気にする必要なしだ！」

　妙な空気を壊すべく、俺はちょっとテンションを上げて言った。

　星せ奈なも頷うなずく。

「そ、そうよね！　気にしない気にしない！　……ちょっとだけ惜しい気もするけど」

「え？」

「な、なんでもないわ！」

　星奈は誤ご魔ま化かすように言って、

「あんたとの婚約なんてなくても、あたしは自分の力で小こ鳩ばとちゃんを妹にしてみせるんだから！」

「それはいい加減諦めてくれませんかね」

　……まあ、発言そのものはひどくアレだが、こんなふうに未来だけを前向きに見据えている姿勢は実に星奈らしくて気持ちがいい。

「さて……そんじゃ部室に戻ろうぜ。今日も撮影がんばろう」

　笑みを作り、俺おれは元気に言って踵きびすを返し、歩き出そうとした。

　が、うしろで星奈がぽつりと言う。

「……まあ、あたしたちはそれでいいんだけど」

「？」

　怪け訝げんに思って振りかえる俺に、星奈は微苦笑を浮かべ、




「……あのバカがどう思うかだけ、ちょっと気になるかな」




「……ああ」

　たしかに、それは、それだけは気になるが……。

「べつに他のやつに言う必要ないだろ。関係ないことだし」

　努めて軽い口調で俺は言った。

「そ、そう、かな？」

　星奈は微妙に釈然としない顔をしつつも、

「そう、だよね……」

　そう言って、頷いた。




　そして俺たち二人は、微妙な秘密を抱えて部室に戻るのだった──……。





　　






「遅いぞ。何をやっていたのだ」

　俺おれと星せ奈なが部室に戻るなり、夜よ空ぞらは不機嫌そうな声で言った。

　部室には夜空、幸ゆき村むら、理り科かの三人がいる。

「ちょ、ちょっと野や暮ぼ用ようよ。それよりはやく撮影に行くわよ！」

　星奈が誤ご魔ま化かすように言う。

「ふん……」

　夜空は微妙に不愉快そうに鼻を鳴らしつつ、

「まあいい。では行くぞ。今日はまずグラウンドのシーンを撮りたい」

　そう言って立ち上がる。

　ホッとする俺。

　とりあえずこれで、交際や許嫁いいなずけ云うん々ぬんの件は終了でいいのだろう。

　理事長が思い込んでいただけだし、このことを知る者は俺と星奈くらいだろうから、この話題は広がりようも………………あれ？

　なにかを忘れているような……。




　──星奈さんがいるからしょうがないね。




　十日ほど前の高たか山やまケイトの言葉が不意に脳裏をよぎった、まさにその瞬間。

　ばたんっ！

　部室の扉が勢いよく開き。

「あははー！　今日も映画やるぞー！　あっ！　お兄ちゃん！　お兄ちゃんだ今日もお兄ちゃんと映画やるぞあはははは！」

　マリアが元気よく部屋に入ってきて、いつものように俺の姿を見つけるなり抱きついてきて。




「あっ、そうだお兄ちゃん！　昨日ババアに聞いたんだけどなー？　お兄ちゃんは星奈と結婚するってほんとなのかー!?　こんやくしゃ？　ってゆうのか!?　こんやくしゃがいるのでやっぱりお兄ちゃんはおとななのですごいなー！　あははははは!!」




「「ぶばふっ!?」」

　さっき秘密にしようと決めたばかりのクリティカルな話をサクッとぶちまけられ、俺と星せ奈なが盛大に噴いた。

　……ぼすっ。

　夜よ空ぞらが床に鞄かばんを落とした。

　呆ぼう然ぜんとした顔で、俺おれを見つめる夜空。




「……ど、どういうこと、だ……？」




　かすれた声で夜空が問う。

　理り科かと幸ゆき村むらも、ぽかんとした顔で俺のほうを見ている。

　俺と星奈は顔を見合わせ……どちらからともなく嘆息した。





　　






「……い、許嫁いいなずけ……しかも昔会っていた……か……」

　夜空が放心したように言った。

　俺と星奈は、理事長の愉快な勘違いや、大昔に親同士が勝手に決めた婚約の件を部員たちに包み隠さず全部話した。

　昔の写真も見せた。

「ま、まあ、今の俺たちには何の関係もない話だ。そうだろ？」

「そうね、そのとおりよ！」

　俺が言って、星奈が同意する。

　しかし夜空は、なかなかショックから抜け出せないようだった。

「……なあ、理科さんや」

　病気のおばあちゃんのような声音で、夜空は隣でむすっとした顔で突っ立っている理科に話しかけた。

「……なんですかのう夜空さんや」

　同じく老人言葉で答える理科に、夜空は尋ねる。




「……幼なじみと許嫁って、どっちの方が関係が深いかな？」




「一般的に考えて、許嫁だと思われます」

　理科が無表情で淡々と即答した。

「ですよねー……」と夜よ空ぞらが弱々しく笑う。

「しかも昔会ってたらしいですからね。幼なじみであるとも言えます」

「ですよねー……」と夜空がまたしてもため息。

　そんな夜空の様子に、星せ奈なは苛いら立だたしげに髪をかきむしり、

「あーもう、鬱うつ陶とうしいわね！　当のあたしたちがどうでもいい話だって言ってんのに、なんでそんなウジウジしてんのよバカ！」

　ばちんっ！

　星奈が夜空の頭を平手ではたいた。

「んな……っ！　肉……！」

　一瞬、夜空が星奈を睨にらみ、しかしすぐにまたしゅんとなった。

「あーもう！　ほら！　さっさと撮影行くわよ！」

　そう言って、星奈は部室を出て行ってしまった。

「……ま、星奈先輩の言うとおりですよ夜空先輩」

　理り科かが苦笑しながら言う。

「昔のこととか、親が決めた約束とか、そんなの気にしても仕方ないじゃないですか。前を向いていきましょう！」

　カメラを手に、理科も星奈に続いて部屋を出て行く。

「ふう……」

　夜空がまたも深々と大きなため息をつき、俺おれの顔を見て微笑ほほえんだ。




「……そうだな……うん……なんかもう、どうでもいいや……」




　消え入りそうな声でそう言って、夜空も歩き出した。

　その背中はなんだかとても小さく見えた。





　　






　それからの撮影も、これまでどおり順調に進んだ。

　夜空の様子も、撮影を続けるうちにこれまでどおりの不機嫌そうで高圧的なものに戻っていった。

　婚約云うん々ぬんの話題はそれっきり誰だれも口に出すことはなく、この話は完全に終わったかのように思えたのだが──……。





三み日か月づき夜よ空ぞらの転落







　俺おれと星せ奈なの婚約が明らかになったのと同日、日曜日。

　撮影が終わり、俺は部員たちと別れ、礼拝堂を出た。

　夕暮れの中、校門に向かって歩いていると、ベンチに座って「ぷはーっ」とおっさんみたいに缶コーラを飲んでいるシスターの姿があった。

　向こうも同じように俺の姿を目にとめたようで、

「やあ、お兄ちゃん」

　気さくな感じで呼び止めてきた。

「お前なあ……」

　嘆息して顔をしかめてシスター・ケイトに歩み寄る俺に、彼女は「んー？」と不思議そうな顔をした。

　ケイトの隣にどっかりと座り、文句を言う。

「お前のせいで今日大変だったんだぞ」

「はい？」

　首を傾かしげるケイトに、俺は今日のことを説明した。

「んー、それはすまなかったね」

　ケイトは苦笑しながら謝り、




「でもお兄ちゃん。お兄ちゃんと星奈さんが婚約してるってことを知ってるのは、べつにわたしだけじゃないよ？」




「…………え？」

　顔を引きつらせる俺に、ケイトは続ける。

「天馬ぺがさすさん、ことあるごとにそのことを喋しやべってるからね。学園のシスターや教員はほとんど全員知ってるだろうし、教師と仲がいい生徒の中にも知ってる子はいるかもね」

　マジかよ……。

「あのおっさん口軽いな!!」

「はは、よっぽど嬉うれしかったんだろうねえ。そもそも、べつに隠す必要があるとも思ってなかっただろうしね」

　苦笑しながらケイトは言って、

「でもそっか、あれは天馬ぺがさすさんの早とちりだったんだね……」

「え？　なんだって？」

　微妙にはにかみながら小声で何ごとか呟つぶやいたケイトに聞き返す。

「なんでもないよー」

　なぜか上機嫌で微笑ほほえむケイトだった。

「ところでお兄ちゃんたち、映画を撮ってるんだって？」

「ん？　ああ」

「いいなー。楽しそうだなー。わたしも映画は好きでねえ。暇なときにいろいろレンタルして観みてるんだよ」

「へー」

「お兄ちゃんたちはどんな映画を撮ってるんだい？」

「マリアから聞いてないのか？」

　俺おれが聞き返すと、ケイトは苦笑を浮かべ、

「『お兄ちゃんと映画やってる！』って楽しそうに話してはくれたんだけどね……どうにも要領を得なくて」

「あー」

　俺も苦笑する。

　たしかにマリアに映画の内容を説明されてもわからないかもしれない。

　というか、マリア自身がどんな映画なのか理解しているかどうかがまず怪しい。

「そうだな……俺たちの撮っている映画は──」

　…………。

　俺はケイトに、映画の内容を詳しく話して聞かせた。

　ケイトはそれを楽しげに聞き、俺の話が終わったあと、




「なるほど。まるで『坂道の上の太陽』みたいな話だね」




　そう言った。

「『坂道の上の太陽』？」

　知らないタイトルだったので聞き返すと、ケイトは嬉うれしそうに、

「うん。知る人ぞ知る和製青春映画の名作でねえ。わたしもかなり好きなんだ。お兄ちゃんもぜひ観てみるといいよ」

「へー。それじゃさっそく今日ビデオ屋さん行って探してみるよ」

「うんっ、ぜひぜひ。観みたら感想聞かせてよっ！」

　ケイトは年相応のとても可愛かわいらしい笑顔を浮かべた。





　　






　その夜。

　俺おれは学校帰りにレンタルビデオショップに寄って『坂道の上の太陽』のＤＶＤを借りて、リビングで再生を開始した。

　俺たちが作っている映画と重なるところがある名作ということであれば、いろいろ参考になるかもしれないと思ったのだ。

　パッケージに書いてあったあらすじによれば、クラスで孤立していた主人公がかつての親友と再会し、襲い来る様々な困難を乗り越えていく友情物語らしい。

　なるほど、たしかに基本的なあらすじは俺たちの映画と同じだ。

　だが、このあらすじ自体はべつに斬新というわけでもない。むしろけっこうベタだとさえ言えるだろう。

　プロの作り手がこれをどう料理しているのか注目するとしよう。

　夜よ空ぞらの書いた脚本だって、完成度は相当なものだ。

　もしも俺たちの映画のほうが面白かったらどうしようか……なんてことも思いながら、俺は映画を鑑賞する。




　──……そして約一時間三十分後。




　映画が終わった。

　映画の内容は、ケイトが薦めるだけあって、とても素晴らしいものだった。

　十年前に公開された作品らしいが、古さはまったく感じない。

　キャストはアイドルのような華やかさはないが、堅実な演技に好感が持てる実力派の若手俳優たちばかり。

　派手さはないが要所要所でメリハリのきいたカメラワークに、大事なシーンを確実に盛り上げてくれるＢＧＭ。

　そして肝心のストーリーもすごく良かった。

　物語の主な舞台は学校で、主人公たちの身に降りかかる「様々な困難」というのは、現実の俺たちの身にも起こりうるかもしれないような、あるいはかつて俺が実際に経験したことがあるような、とてもリアリティがある出来事ばかりで、主人公たちの気持ちが痛いほど伝わってくる。

　だからこそ、どんな困難が襲いかかろうとも決して壊れることのない深い友情に、途と轍てつもなく心打たれる。

　全体的な展開は暗めながら、時折コミカルなシーンもあり、そしてラストは主人公と親友だけでなく、彼らを取り巻く全ての人々──そこには二人を迫害していた人間も含まれる──が、みんな心を救われ、幸せになる、圧倒的に綺き麗れいなハッピーエンド。

　登場人物の名前や学校名などの固有名詞以外は何から何まで俺おれたちの作っている映画の脚本にそっくりで、なんと驚くべきことに、劇中で起きる事件がその順序や解決までの流れに至るまで全部同じで一言一句違たがわない台詞せりふまで随所に出てきた。

「…………」

　…………うん。

　…………わかってる……わかってるともさ……。

『坂道の上の太陽』が俺たちの映画にそっくりなんじゃなくて。

　正しくは、俺たちの映画の内容が『坂道の上の太陽』にそっくりなんだ。

　…………いや……そっくりというか。

　つまり、要は。

　夜よ空ぞらの脚本って、これ、




「パクリじゃねえかあああああああああああ!!」





　　






　翌日の放課後。

　俺が部室に行くと、すでに小こ鳩ばと以外の隣りん人じん部ぶメンバー五人が揃そろっていた。

　脚本家であり監督の三み日か月づき氏は机に脚本を置き、赤いボールペンで脚本をトントン叩たたきながら「……ふむ……ここの演出はどうするべきか……」なんて難しい顔で呟つぶやいている。

　俺はそんな夜空に、恐る恐る声を掛ける。

「……なあ、創作に苦悩する若きクリエイターさん」

「なんだ小こ鷹だか。私は今忙しいのだが」

　髪を搔かき上げ、気難しげな顔をしてこちらを振り向く夜空の前で、俺は鞄かばんの中から『坂道の上の太陽』のＤＶＤを取り出す。

　セル版のようなカラフルなパッケージではなく透明なプラケースのため、何のディスクなのかぱっと見ではわからないだろう。

「……？」

　怪け訝げんな顔をする夜よ空ぞらに、

「このＤＶＤ、『坂道の上の太よ──」

　ガタンッ!!　ダッ!!

　俺おれが言い終わる前に、夜空がいきなり椅子から立ち上がり、部室から逃亡を図った！

「ちょっ、夜空!?」「先輩!?」「あねごっ？」「わっ!?」

　突然の夜空の行動に驚く部員たちに、

「逃がすな！」

「ぎょいっ」「わーいっ！」「なんかよくわかんないけどわかったわ！」

　俺の指示で幸ゆき村むら、マリア、星せ奈なが一斉に夜空の進路に立ちふさがり、夜空に飛びかかった。

　三人がかりではどうしようもなく、夜空はあっさり捕らえられた。

「ぅぐっ！　貴様ら……ッ！　…………くっ……」

　夜空は観念し、がっくりとうなだれるのだった。





　　






　そしてそれから二時間後の部室。




　夜空は床の上で正座をさせられていた。




　首からは『私は盗作をしました』と書かれたプラカードを下げている。

　プラカードはマリア愛用（？）のもので、悪いことをしたときはこれに自分の罪状を書いてぶら下げ、ケイトに正座をさせられるのだという。

　……あのあと。

　事情のよくわかってない部員たちに俺は、夜空の書いた脚本が『坂道の上の太陽』の盗作である可能性が高いことを説明した。

　夜空が盗作の事実を否定した（内容が似てしまったのはまったくの偶然であり、俺がＤＶＤを見せた途端に逃げようとしたのは急にトイレに行きたくなったからだと苦しい主張をしていた）ため、急きゆう遽きよ隣りん人じん部ぶ内で『三み日か月づき夜よ空ぞらパクリ検証委員会』を発足し、俺おれが持ってきたＤＶＤと脚本の内容を見比べた。

　結果、全員が間違いなくクロと断定。

　往生際の悪かった夜空もついに「一部参考にした」ことを認めた。

　俺の勘違いであってほしいという一いち縷るの望みはここに潰ついえたのだった。

「で、なんでこんなバカな真ま似ねをしたんだ？　あァん？」

　しょんぼりとうなだれて正座している夜空を、理り科かがくっちゃくっちゃガムを嚙かみながら、インネンをつけるチンピラみたいな顔と口調で問い詰める。

　ちなみに最近の理科の格好はずっと映画での役に合わせて男子の制服で、髪はオールバックにして後ろで縛っている。

　あと、映画の小道具でもないのになぜか竹刀しないまで持っている。

「……ごめんなさい」

　ビシッ!!

　か細い声で謝る夜空の前の床を、理科が竹刀で思い切り叩たたいた。

「ひ……っ」












　小さく悲鳴を上げる夜よ空ぞら。

「ごめんなさい、じゃねえだろォ！　あぁん？　どうしてこんなことをしたのか、理由を訊きいてんだよォ、あぁん？」

「…………お前らバカだからどうせ映画なんてアニメか全米ナンバーワンの派手なやつとかしか観みたことないだろうから単館系の邦画からパクってもバレないと思いました」

　拗すねたように唇を尖とがらせて夜空が言った。

　ビシッ!!

「バカはどっちだァッ!!　バレなきゃパクってもいいと思ってんのか、あァッ!?」

「ぅぅ……」

「いいかこのビチグソがァ!?　盗作ってのはなぁ、クリエイターが一番やっちゃいけないことなんだ！　他のクリエイターの血ち反へ吐どを吐くような努力の結晶に小便を引っかけるにも等しい最低の行為なんだぞあぁん!?　わかってんのかゴルァ!?」

「……すいませんでした」

　ボソボソと呟つぶやくように夜空は謝った。

　ビシッ!!

「本当にわかってんのかァこのデコスケがァッ!?」

「……ぅぅ……ごめんなさいでした……」

「聞こえないなァ!?　ちゃんと日本語わかりますかぁこの駄目っ子どうぶつがァッ！」

　ビシィィッ!!

「ごめんなさい!!　パクってごめんなさい!!」

「……ケッ、これだからプライドのねぇ作家気取りのパクリクソ虫は困るんだよォ。謝るくらいなら最初からやるなってんだこのダボハゼがァ！　自分がどんだけ他ひ人と様さまに迷惑かけてんのか、わかってんのかァ、あぁッ!?　おぉっ!?」

　涙目になっている夜空を、理り科かは生ゴミでも見るような冷たい眼まな差ざしを向けて容赦なく罵った。

「ハァ……。あたしも最初からおかしいとは思ってたのよね。どう考えてもあんたにこんなすごい脚本書く才能なんてあるわけないもんね」

　星せ奈なも呆あきれ顔がおで言い、




「……あねご……ばか……」




「ぁぐぁ……っ!?」

　幸ゆき村むらに悲しそうな眼まな差ざしで見つめられ、夜よ空ぞらが苦く悶もんの表情を浮かべた。

　俺おれも経験あるけど、幸村にこうやって非難されると、どれだけ激しい罵ば倒とうよりも精神的ダメージが大きい。

「ぅぅ……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……」

　俯うつむいてブツブツとひたすら謝る夜空。

　と、そこで理り科かが「ふう……」と嘆息。

　急に真顔に戻り、口の中のガムを紙に丸めて捨てて、




「で、どうしましょうか。これから」




　先ほどの罵倒モードからはうって変わったシリアスな口調に戸惑う俺。

「え、どうするって？」

「映画撮影ですよ。このまま夜空先輩のパクリ脚本で撮影を続けるのかどうか。ぶっちゃけた話、この映画を大々的に公開してお金を稼ごうというわけではないですし、シナリオが丸パクリでも特に問題にはならないと思います。コンテストに応募するわけでも、ネットで公開するわけでもありませんしね。完成しても１００％『坂道の上の太陽』の粗悪な模造品にしかなりませんが、それでもいいならこのまま撮影を続けるという選択肢もアリかと」

「冗談じゃないわ！」

　理科の言葉を星せ奈なが力強く否定した。

「このあたしが作る映画がそんなパクリ映画でいいわけないじゃない！　夜空の脚本はボツ！　新しいオリジナル脚本でいきましょう！」

　意気込む星奈に、理科は冷静に、

「理科もできるならそうしたいですが、さすがに新しく脚本を書く時間は……」

「それは心配ないわ！」

「え？」

　怪け訝げんな顔をする部員たちに、星奈は自慢げに胸を張って言う。




「夜空のバカが脚本を書けなかったときのために、ひそかにあたしも脚本を完成させてたのよ！　バカ夜空の顔を立ててこれまで黙ってたけどね！」




「マジかよ……すげえじゃん星せ奈な！」「やりますね星奈先輩……！」「さすがです、星奈のあねご」「あはは、星奈はなかなかやるなー！」

　口々に褒ほめ称たたえる俺おれたちに、星奈は心の底から得意げな顔をする。

「ふふん、せいぜいあたしに感謝することね愚民ども！」

　それから星奈は正座中の夜よ空ぞらを見下ろし、

「んっふっふ～」と愉快そうに笑った。

「ぐ……」

　嫌そうに顔をしかめ、夜空は星奈から目を逸そらす。

「んふっ。ねえねえ夜空ぁ～、あんた今どんな気持ち～？　パクりがバレて脚本の担当をあたしに奪われちゃって夜空ちゃん今どんな気持ち～？　終わコン夜空ちゃんは今どんな気持ちなのかしら～!?」

　うわ……容赦ねえなあ星奈……。

「……ぅぐぐぐぐ……ぁががぁぁ……」

　顔を真っ赤にして目に涙を浮かべ、額には青筋を浮かべ、膝の上で拳をぶるぶると震わせている夜空。

　これまでの夜空なら確実にキレているのだが、さすがに今回はガチで猛省しているようで必死で自分を抑えている。

　そんな夜空の前で星奈は屈かがみ、

「やーいやーい、駄目っ子どうぶつー♪」

　ぺちぺち。

　夜空の頰ほおを軽くはたいた。

「!?　!!　ぅぁが、ぐががが、くごぎゅぇご、ぇぃギぅがががあががぐぁががぐぉぉぉ！！！！！」

　真っ赤に充血した目をありえないくらい大きく見開き、女の子が……というより人類が発してはいけないような酷ひどいうめき声を上げる夜空。

「……夜空」

　と。

　星奈が不意に真面目な顔になって言った。




「この失態はあんたのお芝居で挽ばん回かいしなさい」




「…………」

　押し黙る夜よ空ぞら。

　星せ奈なは立ち上がり、

「ふふん、まあせいぜい頑張って演技することね！　あたしの映画でねっ！」

「く……っ」

　悔しげに呻うめく夜空だったが、その目にはしっかりした強い意志の光が宿っていた。

「それじゃ、あたしは今日は帰るわ！　家で脚本の調整しないといけないからね！　明日を楽しみに待ってなさい！」

　どこまでも上から目線で言い放ち、星奈は部室を出て行った。




　そんなわけで、隣りん人じん部ぶの映画作りは突如脚本が変更になった。

　学園祭当日まで、すでにあと二週間を切っている。

　…………大丈夫かよ本当に……。





理り科か室にて







　翌日から、隣人部の映画作りは星奈の書いてきた脚本で再スタートした。

　脚本の内容は……まあ、なんというか…………ひどい……。

　夜空の盗作脚本は論外だが、その次にもってきた修正版（主人公の弟の出番がやたら増えているバージョンだ）のほうがまだマシだったんじゃないかと思えるような、とにかく滅め茶ちや苦く茶ちやなものだった。

　星奈の脚本には、俺おれたちがすっかり忘れていた、歌、ダンス、魔法、超能力、サムライ、公園での殴り合い、男同士のラブシーン、転校生が人気者になる展開といった、みんなで話し合って入れると決めた要素がちゃんと全部盛り込まれていて……盛り込まれてしまっていて……一本の作品としてのまとまりなど望むべくもない。

　ちゃんと話し合いで決めたことを守ろうとした星奈は立派だと思うけど、その努力は完全に裏目に出ている気がする。

　しかしそれでも、他に使える脚本がないので仕方なく俺たちは星奈の電波脚本に従って撮影を進めていく。




「あともどりできないー。これがーおとこーのーいきーるーみーちー」

　素朴な調子で演歌を歌いながら、幸ゆき村むらが阿あ波わ踊おどりのような踊りを踊る。

　腰には刀をぶら下げており、その顔はそこはかとなく満足げだ。

　……しかしこれを『歌とダンスのシーン』と主張するのは、さすがに無理がある気がするぞ。




「ふっ……いいパンチだ……！」

「おまえもなかなかやるな」

　夜よ空ぞら演じる悪の魔法使いと幸村演じる主人公のサムライがお互いの武器を捨てて公園で殴り合い、友情が芽生える。

「そこですっ！　そこで押し倒すんですっ！　ドサチュン！　ドサチュン希望！」

　サムライと魔法使いなのにどちらも学ラン姿で、「ナイスファイトだった」と抱き合う幸村と夜空の姿に理り科かが興奮する。

　ドサチュンってなんだろうとか、男装した少女同士のこういうシーンは百合かＢＬかどっちなんだろう……と一瞬だけ考えたがどうでもよかった。




「小こ鷹だか！　あたしの完璧すぎるアクション、しっかり撮りなさいよね！」

「そこで爆発！　夜空爆発！　はぁ!?　あたしが爆発しろって言ってるんだから自爆くらいしなさいよね！　…………しょうがないわね、あとで編集で爆発させるわ」

「ちょっと夜空！　そこはもうちょっとアホっぽい顔で驚きなさい！」

「はいカットー！　なかなかいい感じのシーンが撮れたわね！」

　……夜空に代わって監督に就任した星せ奈なは常にノリノリだった。

　ノリノリというよりは、調子に乗っていた。




　最初のうちは「本当にいいのかこんな脚本で……」と難色を示していた夜空は、負い目があるので渋々といった様子で星奈の指示に大人しく従って芝居をしていたのだが、撮影が進むにつれて傍はた目めからもけっこう楽しそうに演技するようになった。

　幸村とマリアは最初から脚本にはノーツッコミ。

　理科も脚本を読んで苦笑はしたものの、星奈に積極的に協力している。




「僕たちの友情は地球さえも凌りよう駕がするだろう！　ああ、我らが全知全能たる女神カスィ・ウァズァキィ・スェナの大いなる慈悲に感謝を！」

　夜よ空ぞらがベンチに座ってハンバーガーを食べながら、大仰な手振りを交えつつ意味のわからない台詞せりふを感極まったような口調で言う。

「その通り、これが愛なのだ！　あははおいしいなーハンバーガー！　ハンバーガーはハンバーグが入ってるのですごいと思います！」

「なんと、これが愛！　これが神の愛なのか！　ところでハンバーガーにはミミズの肉が使われている」

「もぐもぐむしゃむしゃエエーッ!?　ミミズの肉ってほんとか!?　ん？　あっ、そうですっ、そして神の愛であり友情でもあるのですハンバーガーとてもおいしいです！　すごいなー、ミミズのお肉って食べれたのかー」

「おお、なんと偉大なのだろう！　女神よぉ！　ちなみにミミズの他に猫の肉も使われているあなたの祝福を我に与えたまえ！」

「ギャー！　猫はかわいいので好きです！　あんなにかわいいのにこんなにもおいしいのでいいと思います！　今度つかまえて食べよっかなー」

「おいやめろ猫の肉は噓うそだ」

　夜空の隣に座って一緒にハンバーガーを食べていたマリアが幸せそうにハンバーガーを食べながら台詞を言って（勿もち論ろんハンバーガーのことは脚本にはなく、マリアと夜空の素の日常会話だ）、それに対して夜空がハンバーガーのことを差し引いても会話になってない電波じみた台詞を返す。




　……撮影風景は大体いつもこんな感じだ。

　実を言うと、俺おれはこの作品の内容がよくわかっていない。

　というか多分、星せ奈な以外の誰だれも話を完璧に把握しているやつはいないと思う。

　だが、たしかに一つの物語としての完成度は絶望的だけど、少なくともよくわからない勢いだけは十分すぎるほどに感じられると思う。

　カメラを回しながら、俺もだんだん、これはこれでいかにも学生が作る自主製作映画っぽくていいんじゃないかと思えてきたのだった。





　　






　新脚本での撮影が始まって、四日目の放課後のこと。

　今日の撮影が終わり、俺は理り科かと二人で理科室へと向かっていた。

　俺おれの腕の中にはカメラ、照明器具、集音マイク。理り科かはパソコンを持っている。

　普段これらの撮影機材は部室に置きっぱなしになっているのだが、今日の撮影で微妙に機材の調子がおかしいときがあったので、一度理科室でチェックするのだとか。

　窓の外はすでに暗い。

　かなり遅い時間なのだが、学園祭当日までいよいよ時間がないということで残っている生徒は多く、校内はまだまだ活気がある。

　俺たちが歩いているのは特別教室棟なので、お化け屋敷やら喫茶店に改装されている最中の広い教室が多く、通常の授業が行われる一般教室棟よりもさらに非日常っぽい雰囲気が濃くなっている。

　家庭科室や化学室からは、なにやらいい匂いも漂っていた。

　そういえば、こうして理科と二人で廊下を歩くのは初めてだったりする。

　放課後、夜よ空ぞらや星せ奈なと部室に行くときに廊下で合流することはあっても、普段特別教室棟の理科室にいる理科と廊下で会う機会はないのだ。

「えへっ、こうして小こ鷹だか先輩と二人で廊下を歩くのって初めてですよね」

　はにかみながら俺が考えていたのと同じことを理科が言った。

「そうだっけか？」

　わけもなくとぼける俺。

「そうですよ」

「ふーん」

「ふーんて」

　俺の反応に、理科は不満そうに頰ほおを膨らませた。

　そうこうしているうちに二階の理科室に到着する。

「いらっしゃいませー」

　理科が扉を片手で開けた。

　俺がこの部屋に入るのは、理科と初めて会ったとき以来だった。

　あのとき、理科室前を通りかかったらいきなり爆発音が聞こえて、慌てて扉を開けたら白衣の少女が教室の床で倒れていて、俺は彼女を抱きかかえて保健室へと運んだ。

　それが志し熊ぐま理科との出会いだ。

「あれからもう随分経たつんだなあ……」

　俺がなんとなく呟つぶやくと、




「そうですね、今日で１２２日になります」




　いきなり理り科かが言った。

「……？　なんの話だ？」

　眉をひそめる俺おれに、理科は微笑ほほえんで答える。

「理科と小こ鷹だか先輩が出で逢あった日から、今日で１２２日になります」

「……わざわざ数えてたのか？」

「いえ、覚えていただけです。正確には１２２日と８時間37分ですね」

　今度は苦笑を浮かべて言う理科。

　……『数えていた』と『覚えていた』。

　俺には、その違いがよくわからなかった。

　なんとなく室内を見回す。

　授業で入ったことがある化学室や生物室と部屋の構造はほとんど変わらないが、面積は半分ほどしかなくて、棚には化学室にあるような薬品類や生物室にあるような標本などがなにも置かれておらず、やたら殺風景な印象がある。

「なにもないんだな」

　俺が言うと、

「そうですね、こっちには」と理科。

「こっちには？」

　理科はつかつかと部屋の奥の方へと歩いて行く。

　奥の方にはドアがあり、ドアに付けられたプレートには『理科準備室』という文字が×で消され、その上に『セクトΣシグマ』とマジックで書かれている。

「そこはスルーでお願いします」

　俺の視線に気づいた理科が少し恥ずかしそうに言った。

　理科がポケットからカードキーを取り出し、ドアノブの横のカードリーダーに通すと「ピ」という音が鳴ってドアが自動的に開いた──って、当然のように説明したけど、この学校でカードロックなんて初めて見た。

「……すげえな」

　感心する俺に理科が苦笑して、

「はじめのうちは秘密基地気分で無駄にセキュリティにこだわって、指紋認証や声せい紋もん認証のロックも掛けてたんですけどね。すぐにめんどくさくなってやめちゃいました。どうせ誰だれも来ないですから」

「……すげえな」

　改めて俺おれは言った。

「そんなことより、中に入ってください」





　　






「……すげえな」

　この一分間で三度目の「すげえな」を呟つぶやき、ちょっと自分の語ご彙い力りよくのなさを反省したくなる俺だった。

　ともあれ理り科か準備室──理科のネーミングによれば『セクトΣシグマ』というらしい──の中は、殺風景すぎた隣の大部屋とは真逆で、恐ろしく色んなもので溢あふれかえっていた。

　六畳ほどの室内に薬品っぽいものが入った瓶の並ぶ戸棚、薄い本（多分ＢＬの同人誌だろう）の並ぶ本棚、十を超える数のモニター、三台のやたらごついデスクトップパソコン、よくわからない機械のパーツが散らばる机、ロッカー、冷蔵庫、寝袋、高そうなメッシュチェア……その他いろいろ。

「あ、機材はそのへんに置いといてください」

「おう」

　抱えていた撮影機材を、机の上に置く。

「えへ、この部屋に他の人を入れるのは先輩が初めてなんですよ」

　メッシュチェアに座ってくるくる回りながらはにかんで言う理科。

「へえ」

「へえ、て。……せめてもうちょっと感激してくださいよう。女の子が初めて部屋に他の人を入れたんですよ？」

「……いや、この部屋を『女の子の部屋』だと思えっつーのはお前、無む茶ちやだろ……」

　真顔で指摘して、はたと気づく。

　この部屋、なんか妙に懐なつかしい感じがするなあと思っていたら、仕事が切羽詰まっているときの父さんの自室がこんな雰囲気だった。

　もちろんモニターやパソコンが大量にあったりはしないのだが、全体の雰囲気がいかにも『研究者の部屋』という感じで似通っている。

「……ここでそんな急に穏やかな顔になるのはおかしくないですか先輩。普通はもっとドキドキするとか、あるいは『きたねえ部屋だなあ』ってドン引きするかのどっちかじゃないですかね？」

「同じ部屋への反応とは思えないくらい極端だなその二つ……」

　苦笑しながら俺おれは言って、

「ま、それじゃ機材のチェック頑張ってくれよ」

「あ、待ってください先輩」

　部屋を出ようとする俺を理り科かが呼び止めた。

「撮影済みのシーンにエフェクトを付けてみたので、ちょっと見てくれませんか？」

　言いながらパソコンを起動させる理科。

「へえ……見せてくれ」

　映像の編集や特殊効果を付ける作業は、他にできる部員がいないので理科に一任されている。

　星せ奈なの脚本には「ここで派手な爆発！」とか「手からすごいビームが出る」とか「空が真っ二つに割れて神々しい光が地上を照らす」とか無む茶ちやな指示が多いのだが、星奈から指示を受けた理科は「やります」と即答した。

　理科がパソコンを操作し、部屋にあった一番大きなモニターが俺たちが撮っている映画のワンシーンを流し始める。

　その映像を見て……俺は思わず息を吞のんだ。

「…………すげえな」

　四回目の「すげえな」。

　最初に流れたシーンは夜よ空ぞらと幸ゆき村むらの戦闘シーン。

　魔法使いの夜空がむちゃくちゃリアルな巨大な黒い龍りゆうを呼び出して幸村を攻撃。

　応戦する幸村が刀を振るたびに稲光が迸ほとばしり黒龍の身体を切り刻んでいく。

　飛び散った黒龍の鱗うろこの一つ一つが黒い炎の矢となって幸村を襲うも、幸村の身体を守る虹色のバリアに防がれキラキラした粒子となって蒸発していく。

　……このシーン、撮影時は夜空は棒立ちで笑いながら腕を振り回しているだけで、幸村も刀を持って変な踊りを踊っているだけだった。

　その場で撮った映像を確認したときは、あまりにもシュールな映像で思わず笑ってしまったほどだった。

　そんなアレな映像が、特殊効果によって見事に魔法使いとサムライの大迫力超能力バトルへと生まれ変わっていた。

　すごい、という言葉しか出てこない。

　他の戦闘シーンもみんなこんな感じで大迫力に。戦闘シーン以外も、たとえば星奈が本当に女神のように神々しくなっていたり、学園が炎の海に飲み込まれる現実と見まごうような映像があったりと、素人高校生の自主製作映画の域など遥はるかに超えている。

「お前すごいな……」

　映像の再生が終わって、まじまじと理り科かの顔を見ながら俺おれが素直な賞賛を告げると、理科は顔を赤らめた。

「もうっ、そんなにストレートに言わないでくださいよう」

「いや、だってこれ、ほんとにすげえし。……大変だったんじゃないか？」

　俺はこういうコンピュータ関連のことには全然詳しくないので、この映像を作るのに具体的にどれだけの労力がかかるかなどは想像もできないのだが、少なくとも簡単に作れるようなものでは絶対にないということだけはわかる。

　たとえここにいる志し熊ぐま理科がどんなに天才であっても、だ。

「んー……まあ、それなりに苦労はしました」

　理科は苦笑しながら、大変であったことを認めた。

　理科が素直に「それなりに苦労した」と言うことは、きっと「それなり」どころじゃなく大変だったんだろう。

「そっか……俺にも手伝えることがあればいいんだが……」

　どう考えても、パソコンはインターネットを見るくらいにしか使えない俺が役に立てる次元じゃなかった。

「あは、大丈夫ですよ。理科は授業に出てませんから、時間なら十分にあります」

「そっか……なんつーか、その……お前にばっかり負担かけてすまねえな」

「いえいえー」と理科は首を振り、

「たしかに大変ですけど、負担なんかじゃないです」

「え？」




「大人の人たちとゲームや映画のお仕事をしたことは何度もありますが、と……同年代の人たちと一緒に何かを作るのは初めてで、理科はとても楽しいです」




　そう言って、理科は柔らかく微笑ほほえんだ。

　その笑顔に思わずドキッとして、俺は視線を泳がせる。

　と、ふと、ＢＬ本やらゲームのパッケージ、ゲームや模型の雑誌などがカオスな感じで並んでいる本棚の中に、『写真資料　隣りん人じん部ぶ部員』と書かれているファイルがあるのを見つけた。

「写真……？」

「あー、これですか？」

　理り科かがファイルを取り出し、中を開いた。

「こ、これって……」

　ファイルされていたのは膨大な量の俺おれの写真だった。

　隣りん人じん部ぶの部室内での、様々な角度から撮られた写真。明らかに隠し撮りだ。

「お前……!?」

「失礼ながら隠し撮りをさせていただきました」

「へ、変態！　この変態！」

「誤解しないでくださいよう」

　ドン引きする俺に、理科は軽い口調で言ってさらに他のページも見せる。

「え……これ……」

　そこにあったのは俺の写真だけではなく、夜よ空ぞら、星せ奈な、幸ゆき村むら、マリアの写真も、あらゆる角度から撮られていた。

　夜空は髪が長く、幸村はメイド服姿だ。

「前にみんなで『ロマンシング佐さ賀が』っていうゲームをやったじゃないですか」

「ん、ああ、やったな」

　理科が開発に協力したというマルチプレイのＲＰＧで、ヘッドマウントディスプレイを使って、まるで自分がゲームの世界に入ったかのような臨場感を味わえる。

　俺たちがプレイしたのは開発中のものだったので、ゲームの内容自体はかなり残念だったけど……。

「あのゲームで使った皆さんのＣＧモデルを作るために、こっそり収集させてもらった資料がそれです」

　……思い出す。

　あのゲーム内での俺たちのグラフィックは驚くほど本人そっくりだった。

　あのとき理科は「とりあえず理科がみなさんの姿をもとにあらかじめ作っておきました」なんて軽く言ってたけど……どう考えても、あんなクオリティのＣＧモデルを資料もなく「とりあえず」なんてノリで簡単に作れるわけがないのだった。

　……こいつ、みんなであのゲームをやるために、こんなに入念に準備をしてたのか。

　まじまじと見つめる俺に、理科は少し顔を赤らめながらいつもの飄ひよう々ひようとした口ぶりで、

「あーあ、バレちゃいました。なんか恥ずかしいですね」

「お前……」

　不意に、『ロマ佐賀』をみんなでプレイしたあとの理科の様子が脳内で再生された。




『まあなんつーか……こいつらとゲームはやるべきじゃないってことで』

　そう言って苦笑する俺おれに、理り科かは言った。




『そうですか？　理科は楽しかったですよ』




『みんなでゲームをやるというのは初めてでしたが、とても楽しかったです』




　あのときの理科の柔らかな微笑ほほえみに、俺は思わず見とれてしまったのだ。

　そしてあの微笑みは──さっき「みんなで一緒に何かを作るのが楽しい」と言ったときのものと、同じものだった。




　志し熊ぐま理科。

　もしかしたらこいつは──本当は俺たち隣りん人じん部ぶの中で、一番真面目に友達を作ろうとしているのかもしれない。












羽は瀬せ川がわ小こ鳩ばと







　日曜日。

　学園祭がついに来週まで迫り、スケジュール的にはけっこうヤバめだったが、今日の撮影は急きゆう遽きよ中止になった。

　理由は星せ奈なが聖クロニカ学園中等部の学園祭が今日開かれていることを思い出したからで、「小鳩ちゃんの映画を絶対に観みに行かなきゃ！」と主張。

　俺おれたちとしても小鳩の活躍が気になるのはもちろんのこと、中学生とはいえ他の学生が撮る自主製作映画というのがどういうものなのか興味があるということもあり、六人そろって中等部へ向かうことになった。

　実は昨日の夕飯のとき小鳩に学園祭の話題を振ったところ「あんちゃん絶対に観にこんといてよ！」と強い口調で言われてしまったのだが……まあ、常識的に考えて親とか兄貴がそんな言葉を守るわけがないのだった。すまねえな小鳩。

　高等部と中等部の間には直通バスが走っており、小鳩は普段これに乗って高等部の部室まで来ている。

　俺たちも直通バスを使い、高等部から中等部へと向かった。

　バスに揺られること約十五分で、中等部の敷地へと辿たどり着つく。

　俺が中等部に来るのは初めてなので普段の様子との比較はできないのだが、校門には『聖クロニカ学園中等部学園祭』と書かれた大きな看板が飾られ、紅白の布や紙花で派手に装飾されていた。

「おおー!?　すげー!?　お祭り!?　なーなーお兄ちゃんこれお祭り!?」

　校門をくぐった途端、マリアが歓声を上げた。

「ん、まあ、お祭りだな」

「あははお祭り!?　学校なのにお祭りやっとるげあははは！」

「マリアも高校に通ってたことがあるんだろ？　学園祭はなかったのか？」

　最初からハイテンションではしゃぎまわるマリアに尋ねると、マリアは元気に「うんっ！」と頷うなずき、

「ワタシがかよってたがっこーではなー、ワタシは勉強しかやったことないなー」

「そ、そうか……。それじゃあこれがマリアにとって初めての学園祭なんだな。なにか食べたいものとかあるか？」

「はいっ、ワタシはお祭りなのでわたあめが食べたいです！」

「わたあめは……あるかなあ……。まあ見つけたら買ってやるよ」

「わーい！　お兄ちゃんがわたあめ買ってくれる！　わたあめ食べるぞあははは！　あとハンバーガーも食べていい!?」

「ああ、あればな」

「あはは！　今日はおもわぬ収穫のある日だなー!?」

　大喜びするマリアの頭を撫なでながら、俺おれは周囲を見回す。

　全体の印象としては、高等部がそのまま小さくなったような感じ。

　たしか生徒の人数も、高等部の二分の一程度だったはずだ。

　一般の来場客の姿も多いが、俺たちのような高校生くらいの人間はあまり見かけず、中学生やその父母と思おぼしき年配の人たちが多い。

　グラウンドには昨日行われた体育祭で使われたらしいテントが出したままになっているだけで、人の姿はほとんどない。どうやらグラウンドでの出し物はないようだ。

　とりあえず校内に向かうと、玄関の前に文化祭で行われている出し物の場所や時間などが書かれたパンフレットが置かれていた。

　パンフレットを一枚取り、小こ鳩ばとの出ている映画の上映時間と場所を調べる。

「あんた、小鳩ちゃんがどんな映画やるのか聞いてないの？」

　星せ奈なが俺に尋ねる。

「文化祭のことは訊きいても絶対に教えてくれねえんだよ。ていうか、あいつあんまり学校での生活のこと話してくれないんだよな……」

　もちろん小鳩が学校生活の悩みで俺を頼ってきたらできる限り助けるし、万一いじめでも受けていようものなら中学校に乗り込むくらいの覚悟ではいた。

　しかし引っ越してきてからこっち、小鳩に深刻な悩みを抱えている様子はなく、浮いているなりにどうにか頑張っているのだと思っていた。

　あくまでも、『（つらいこともあるだろうけど）どうにか頑張っている』……そんな認識だったのだが……でも、小鳩が……クラスの映画で主役？

　改めて考えると混乱してきた。

　ともあれ、俺はパンフレットをよく読んでみる。

　小鳩のクラスは２年２組。

　２年２組……２年２組……──

「あ、あった。２年２組、映画……『小鳩姫』、こばとひめ!?」

　あまりにもストレートなタイトルに素っ頓狂な声を上げる俺。

「これは期待せざるをえないわね！」

　星せ奈なが目を輝かせる。

「……いや待て。べつに小こ鳩ばとが姫とは限らないぞ」

　妹の名前と完全に一致しているから変な感じがするだけで、冷静に考えると『小鳩姫』というのは映画とか小説のタイトルでもそんなにおかしいものじゃない。

『白雪姫』や『かぐや姫』とかと一緒に並んでいてもあまり違和感はない気がする。

「うんこ吸血鬼なのに姫なんてなまいきなのだ。あんなのうんこ姫で十分なのだ」

　マリアが微妙に不満げに言った。

「で、小鳩ちゃんマジ天使姫はどこでやってるの!?」

「落ち着け」

　半眼でツッコみつつ、時間と場所を調べる。

「うわっ、もうすぐじゃねえか」

『小鳩姫』の最初の上映時間は今から約五分後で、場所は視聴覚室。

「視聴覚室だってさ。星奈」

「視聴覚室って何階!?」

　星奈がなぜか聞き返してきた。

「いや俺おれが知るわけねえだろ。むしろなんでお前が知らないんだよ!?　二年前まで通ってただろ！」




「は？　通ってないわよ中等部なんて」




　きょとんとした顔で星奈が言った。

「え、そうなん？」

「ん。あたし中学は家の近所の公立中学だったから」

　意外な事実に少し驚く。

　聖クロニカ学園の理事長の一人娘なんだから、当然中学校も学園の中等部だと思っていた。

「……そういえば貴様、普通に入試を受けていたな……。エスカレーター組ではなかったのか……」

　夜よ空ぞらも少し驚いた様子で呟つぶやいた。

「って、そんなことどうでもいいのよ！　はやく視聴覚室探すわよ！」

　自分の過去話など本気でどうでもよさそうに星奈は言って、早足で歩き出した。





　　






　幸い視聴覚室はすぐに見つかり、俺おれたちは映画の上映開始前ギリギリで入室することができた。

　上映中の出入りは禁止なので危ないところだった。

　パンフレットによれば上映時間は一時間。

　評判もわからない自主製作映画に一時間拘束されるというのは割と敷居が高いと思うのだが、客の入りはかなりのものだ。

　五人がまとまって座れる場所はなさそうだったため、俺たちはバラバラに分かれて座ることになった。

　星せ奈なは迷わず最前列のほうへ行った。

　俺は二人分の空席を見つけたので、マリアと二人並んで座る。

　俺たちが席について間もなく、室内の照明が消されて真っ暗になった。

『只ただ今いまより、２年２組による映画『小こ鳩ばと姫』の上映を始めます。上映中はくれぐれもお静かにお願いします。それでは小鳩様のお姿をじっくりご堪能ください』

　…………ん？

　アナウンスのあと、パチパチパチパチ……とお客さんたちが拍手をする。

　内容に微妙に違和感を覚えつつもとりあえず俺も拍手をする。

「あはは、えーがだえーがだー！」

　拍手をしながらマリアが楽しそうに笑った。

　そしてスクリーンに白い光が灯ともり──いよいよ映画が始まった。





　　






『小鳩姫』は、タイトルの通り小鳩が姫だった。

「そのままかよ！」

　と、声に出してツッコみたいのをグッとこらえながら俺は鑑賞する。

　リアル小鳩の身内からすれば出オチ感は否めないとはいえ、作りは決してお粗末なものではなく──それどころか相当しっかりした作品だった。

　話の筋はシンプルなもので、深い森の奥の古城に一人の美しい姫（小鳩）が住んでいる。

　噂うわさを聞きつけた若い男たちがこぞって結婚を申し込むのだが、姫は彼らに結婚の条件として様々な無理難題を課す。

　しかし誰だれも姫の願いは叶かなえられず、姫は月の世界へと旅立ってしまう──。

　要するに『かぐや姫』をモチーフにしたファンタジーで、かぐや姫同様に結局なにが言いたかったのかはよくわからない。

　画面は白黒。

　ＢＧＭは要所要所にあるのだが声は一切入っておらず、登場人物の台詞せりふは全て字幕で表記されている。

　中学生が撮る作品にしてはちょっとシブすぎないかと思うものの、主演女優──つまり小こ鳩ばとの可か憐れんな佇たたずまいが作品に十分すぎるほどの華を添えている。

　衣装やセットのしょぼさは画面がモノクロのおかげであまり目立たず、多分本当はあまり上う手まくない小鳩や他のキャストの演技も、台詞がサイレントのため非常に雰囲気があるように見える。

　同じ場所での会話が長く続くシーンで巧みにカメラのアングルを切り替えて単調さを打ち消している心配りは、俺おれが最近実際にカメラで映像を撮っていなければ気づけなかっただろう。

　偉そうに批評できるほど俺は映画に詳しくないけど──予算や技術力の低さを逆に『味』へと昇華し、雰囲気のある見事な映像を作り出していると思う。

　星せ奈なと理り科かの学生離れした財力や技術力に頼り切って、強引にすごい作品に見せかけている俺たちの映画とは、まるで正反対の作品だった。

　学生の自主製作映画としては、間違いなく『小鳩姫』のほうが正統派だと思う。

　ストーリーが弱いのはどちらも同じだが、振り返ってみると『小鳩姫』はとにかくヒロインの姫を魅力的に描こうというコンセプトが徹底的に貫かれている。

　乱暴な言い方をすればこれは聖クロニカ学園中等部２年２組が本気出して作った小鳩の壮大なプロモーションビデオなのであって、本気でなにがやりたいのかまったくわからない俺たちの電波ストーリーとはまったくの別物だ。

　……きっとものすごく時間をかけて、手間をかけて、情熱をかけて、みんなで一致団結して作り上げたんだろうな……。

　正直──完全に負けた気がした。





　　






　映画が終わってしばらく席を動けなかった俺だが、いつまでもここにいるわけにもいかないので、隣の席のマリアを起こして（寝ていた。いい映画だったが幼女には退屈だったようだ）視聴覚室を出る。

　部屋の入り口から少し離れたところで夜よ空ぞら、星せ奈な、幸ゆき村むら、理り科かの四人が待っていた。

「みごとなお手前でした。さすがあにきのいもうとぎみです」

　神妙な顔で幸村。

「…………」

　なにか感じ入るところがあったのか、真剣な顔で押し黙っている夜空。

「最新のＳＦＸも萌もえますけどああいうレトロな表現もいいですね……」

　刺激を受けたらしく、理科がしたり顔で頷うなずく。

「ところで小こ鷹だか先輩、ＳＦＸのＦに棒を一本付け足して読むと？」

「ＳＡＸ」

「……似てますけどちょっと無理があるんじゃないですかね」

　不満そうな顔をする理科だった。

「あー、小こ鳩ばとちゃん可愛かわいかったわ！　小鳩ちゃんマジお姫様！　きゅんきゅんするー！」

　星奈は純粋に一人の小鳩好きとして満足している様子で、製作者側からすればとてもいい観客だと思う。

　そんなふうに俺おれたちが雑談していると、

「いやーやっぱ小鳩様は最高ッス！　マジ神ッス！」

「お客さんたちマジ魅了されてたよねー」

「ていうか初回であんないっぱいってスゴくない？　口コミで評判が広がったら次の上映とか席足りないかも」

「チケット売ってもよかったんじゃないスかね！　さすが小鳩様！」

　視聴覚室と隣接している視聴覚準備室の扉が開き、中から何人かの中学生が談笑しながら出てきた。

　多分２年２組の生徒たちだろう。

　その輪の中心で他の中学生たちからちやほやされながら、微妙に居心地の悪そうなムスッとした顔をしているのは、

「こっばっとっちゅわぁん!!」

　星奈が奇声を上げて真ん中の金髪オッドアイの少女──小鳩に向かって手を振る。

「うげ」

　憮ぶ然ぜんとした表情を崩し、小鳩が心の底から嫌そうな顔をした。

　服装は家や部室でいつも着ているゴスロリではなく、普通の中等部の女子の制服だ。マリアからプレゼントされた十字架のペンダントは今も首から下げている。

　星せ奈なは手を振りながら、周りに他の生徒がいるにもかかわらず小こ鳩ばとに向かって突進。

「ちょっ、え、な!?　メロン!?」

「うわ、胸、すげ、でか……」

　びびった中学生たちが星奈を避ける。

　星奈は小鳩に抱きつき、

「小鳩ちゃん久しぶりすごい会いたかった小鳩ちゃん可愛かわいい小鳩ちゃんマジ天使小鳩ちゃんマジ小鳩姫ああんもう好き好き小鳩ちゃんクンカクンカスーハースーハー♥」

「がううう……放せあほたれー！　なんであんだがおるんじゃあ！　あんちゃんもこんといてってゆったやあん！」

　星奈から逃れようともがきながら、泣きそうな顔で小鳩が俺おれを見て文句を言う。

　と、そこで一人の女子中学生が俺のほうへ近寄ってきた。

　くりっとした目が印象的な、人なつっこそうな感じの娘だ。

「あの、もしかしてあなたが噂うわさの小鳩ちゃんのお兄さんですか!?」

「え？　ああ、おう」

『噂の』という枕まくら詞ことばが気になったが、いきなりだったのでツッコミを入れ忘れた。

　知らない人にいきなり話しかけられるのは苦手なのだ。

「映画見てましたよね！　どでした!?　小鳩ちゃんマジよかったっしょ!?」

「え、ああ、なんつーか……すごかったな。あんなの撮れるんだ」

　素直に思ったことを言うと、彼女は小鳩のほうに手を振って、

「小鳩ちゃーん！　お兄さん小鳩ちゃんの映画超よかったってー！」

　すると小鳩は一瞬俺のほうを見て、顔を赤くして俯うつむいてしまった。

　小鳩を抱きしめたままの星奈が「あたしも超よかったわ小鳩ちゃん最高だったわ！」などとしつこく褒ほめ称たたえる。

「おーい星奈ー！　いい加減にしとけそろそろ行くぞー！」

　呆あきれて俺が言うと、星奈は名残惜しそうに小鳩を解放した。

　その途端小鳩は「あほー!!」と叫んで視聴覚準備室に逃げ込み、中からガチャリと鍵のかかる音がした。

「……あー……なんか、連れが邪魔して悪かったな」と俺は女子中学生に謝る。

「いえっ小鳩ちゃんのお兄さんにお会いできて光栄っした！」

　嬉うれしそうにはにかむ少女。

　俺おれはそんな彼女に、ずっと気になっていたことを尋ねる。




「あのさ……。……もしかして小こ鳩ばとって……人気者なのか？」




「そりゃあもう！」

　即答だった。

「うちのクラスはみんな小鳩ちゃんの大ファンです！　他のクラスとか他の学年の子たちの間にも小鳩ちゃんファンは着々と増えてるんですよ！」

「そうなのか……」

　クラスメートが言うのなら間違いないのだろう。

　放課後はいつも高等部に来てたし、小鳩本人が「闇だけが我が友」とか言っていたのでてっきり小鳩は友達がいないのだと思っていたのだが、なんというか、意外だ。

　意外だけど、喜ばしい。

「そんじゃ、これからも小鳩と仲良くしてやってくれよ」

「はいっ！」と少女は頷うなずき、それからなぜか微かすかに表情を曇らせた。

「ん？」

「……や、まあ、あたしらはめっちゃ小鳩ちゃんと仲良くしたいんですけど。小鳩ちゃんはあたしらのこと、そんな好きじゃないっぽいかもしれないトコあって……それがちょっと寂しいかなって」

「そうなのか？」

「めっちゃ好き好き言ってるのに、なかなか本気にしてもらえないってゆうか。あたしらが押せば押すほど小鳩ちゃんのほうは引いちゃうってゆうか。まー、小鳩ちゃんのそーゆー照れ屋さんなトコもラブリーで好きなんですけどね」

　それから彼女はハッとなり、

「あ、なんかすいませんお兄さん！　今のべつに悪口とかじゃないんで！　小鳩ちゃんマジあたしらのアイドルなんで！　それじゃっ！」

　ぺこりと一礼して、視聴覚室のほうへと歩き去って行った。

「それじゃ、俺たちはこれから──」

　どうしようか、と言おうとしたそのとき。




　────ぎゅっ。




　俺おれの服の裾が、強く引っ張られた。

「……マリア？」

　マリアがなぜか俯うつむいて、俺の服の裾を摑つかんでいる。

「どうした？」

　俺が尋ねると、マリアはふくれっ面で、

「……むー……なんか楽しくないのだ……」

「……？　とりあえずなんか食うか？　パンフレットで見たけど、わたあめの店もあるみたいだぞ」

「うん……わたあめ食べる……」

　戸惑いながら俺がたずねると、あまり元気のない声でマリアは頷うなずいたのだった。

　と、そこで理り科かがぽつりとなにか呟つぶやくのが聞こえた。




「……本気にしない……押せば押すほど引いちゃう……ふむ……さすが兄妹ですね……」




「ん？　なんだって？」

「なんでもありませよーだ」












　理り科かはかぶりを振り、

「ところで先輩。理科はチョコバナナが食べたいです。でもチョコバナナを食べる理科のアダルティな姿は、中学生の男の子たちには刺激が強すぎるかもしれませんね」

「（笑）」

「ツッコミすらされずに鼻で笑われた!?」





　　






　それから俺おれたちはわたあめとチョコバナナのほか、たこ焼きや焼きそばを購入して食べ、昼過ぎにはさっさと高等部へと戻った。

　小こ鳩ばと主演の映画を観みるという目的は果たしたし、その映画が想像以上のクオリティで衝撃を受けたというのも大きな理由だ。

　負けていられない。

　夜よ空ぞらや幸ゆき村むらも俺と同じ気持ちらしく、午後からの撮影ではこれまで以上に気合の入った演技をするようになった。

　星せ奈なのテンションも久々に小鳩分を補充できたからか、いつにも増して高い。

　……ただ、マリアだけはあれからもずっと微妙に元気がないままだった。





　　






　夕方。

　学校近くの公園での撮影を終え、いったん部室に戻ってきた俺たちを、一人の少女が出迎えた。




「ククク……待ちかねたぞ……我が眷けん属ぞくどもよ……」




　中学の制服からゴスロリ姿に着替えた、羽は瀬せ川がわ小鳩だった。

「ギャ────ッ!?」

　小鳩の姿を見るなり、マリアが満面の笑顔で悲鳴を上げた。

「うんこ吸血鬼！　うんこ吸血鬼がおるげあはは！　吸血鬼はぶっ殺すのだー！」

　今の今まで元気がなかったのが噓うそのように、いきなりテンションマックスになって嬉き々きとして十字架を振りかぶり小こ鳩ばとに向かって襲いかかっていくマリア。

「ククク……しょうこりもなく我に刃向かうというのか愚かなる神の手さいだっ!?」

　問答無用で攻撃を加えたマリアに小鳩は涙目になった。

「フンギャー！　なんであんだはそんないっつもいきなりしてくるんじゃあほたれ！　神の力をも取り込んだ我が真の力を受けてみよ！」

　マリアとお揃そろいの十字架で応戦する小鳩。

　ギャーギャーとやかましく聖戦を繰り広げる二人を微笑ほほえましく思ってしまう俺おれだった。

　と、そこで星せ奈なが喜色満面の表情で叫ぶ。




「それじゃあさっそく、小鳩ちゃんが大活躍するシーンを撮りに行くわよ！」




「小鳩のシーン!?　そんなのあったっけ!?」

　驚く俺に星奈はあっさりと、

「当たり前じゃない。これまで小こ鷹だかが代わりにやってたシーンね、あれ全部小鳩ちゃんで撮り直すから！」

「俺代役だったの!?　初耳なんですけど!?」

「ほらほら！　今ちょうど夕ゆう陽ひがいい感じなんだから！」

　俺の抗議など聞く耳持たず、星奈が部室を出て行く。

　夜よ空ぞら、理り科か、幸ゆき村むらもそれに続く。

　小鳩とマリアも聖戦を中断し、

「満員御礼を成し遂げた我が闇の魔力を見せてやろううんこ聖女め！」

「くくくー！　ワタシの神聖な演技でオマエをぶっ殺してやるのだ！」

　口々に言い争いながら部室を出て行く。

「ほら小鷹！　早くしなさいよ！」

　星奈が外から俺を呼ぶ。

　俺は深々と嘆息し、カメラなど機材を抱えて部室を出る。




　こうして久しぶりに、隣りん人じん部ぶフルメンバーによる部活動が始まったのだった。





リア王







　中等部の学園祭が終わって小こ鳩ばとが隣りん人じん部ぶの映画撮影に合流し五日が経過した、金曜日の朝。

　普段ならショートホームルームの時間である現在、聖クロニカ学園高等部のグラウンドに全校生徒が体操着姿で整列していた。

　今日がいよいよ聖クロニカ学園高等部学園祭第一日目──体育祭の日だ。

　チームは縦割りで赤組、白組、青組、黄組、緑組に分けられ、俺おれの所属する１年５組、２年５組、３年５組のチームは緑組で、頭に緑のハチマキを巻いている。




『──本日は雲一つない秋晴れで、絶好の体育祭日和となりました。生徒の皆さんは、この日のための練習の成果を存分に発揮し──』




　マイクを通してグラウンド全体に響く、耳に心地良い涼やかな美声。

　今、壇上では生徒会長が挨拶を行っている。

　挨拶の内容に反して空にはそれなりに雲があるし風もやや強くて肌寒いうえ、ほとんどの生徒は文化祭の準備に忙しくて、その前座に過ぎない体育祭に備えての練習など一部の生徒が自主的にやっていただけなので成果を発揮するもなにもないのだが、そこはツッコんではいけないところなのだろう。

　現実とは異なる部分のある、本当にテンプレートそのままという感じの内容にもかかわらず、それでも不思議と聴き入ってしまう魅力的な声だ。

　そういえば、うちの学校の生徒会長って女子だったんだな。初めて知った。

　俺は転校生なので入学式には出てないし、学期の区切りに始業式や終業式もなく、生徒会と関わるような用事もなかったので、俺が生徒会長を見るのは初めてだったのだ。

　髪の色は黒色で、三つ編みにした髪を後頭部で団子状にまとめている。

　お嬢様っぽい気品の漂う知的な顔立ちの美人だが、夜よ空ぞらのようなキツい印象はまったくなく、星せ奈なのように華やかすぎて逆に近寄りがたい印象もなく、ハキハキした喋しやべり方とも相まって爽やかで取っつきやすそうな雰囲気も併せ持っている。

　つまるところ──老若男女の区別なく、彼女を見た誰だれもが第一印象では好感を抱くような、なんというか俺的には大変羨ましい外見の少女だった。

　あんまりこういう嫌な思考はしたくないのだが、「こんな容姿だったらきっと人生楽なんだろうな」と軽い嫉妬を覚えるレベルだ。

　演壇の後方には教師、体育委員、保健委員などが並んでいて、その中には先日会ったオオカミの子供みたいな少女、生徒会会計の遊ゆ佐さ葵あおいの姿もあった。

　遊佐は背筋をピンと伸ばして直立しており、明らかに緊張した様子で口を一文字に結んでいるのがなんとなく可お笑かしかった。





　　






　会長の挨拶、理事長の挨拶（この手の挨拶はやたら長いものだと相場が決まっているのだが、天馬ぺがさすさんの挨拶は驚くほどあっさりしていた）、開式の辞、準備体操が終わって、いよいよ体育祭が始まる。

　とはいえ俺おれが出場するのはクラス全員参加の綱引きとリレーだけなので、しばらくは出番がない。

　応援団の連中がどうにか盛り上げようと声を張り上げたり太鼓を叩たたいたりしている以外は、最初の種目である二〇〇メートル走に出場する生徒たちも含めて、どことなく全体的に弛し緩かんした空気が漂っていた。

　前に夜よ空ぞらが言っていたように、この学園の体育祭はあまり盛り上がらないというのは本当らしい。

　とりあえず自分のクラスの場所で大人しくしていようと思いながら歩いていると、グラウンドの隅の日陰にぽつんと立っている夜空を見つけた。

「よう」

「……？」

　いつにもまして憂鬱そうな表情の夜空に話しかけると、ゾンビのうめき声のような返事が返ってきた。

「……小こ鷹だかか…………ふう……もう帰ろうかな……」

「いきなりそれかよ」

　まだ開会式が終わったばかりでいきなり早退を検討する夜空に苦笑しつつ、

「まあ、たしかにお前がちゃんと体育祭に来たのはちょっと驚いた」

「ふん……ただの気まぐれだ」

　唇を尖とがらせ、どこか拗すねたように夜空は言った。

「……しかし、やっぱりサボればよかった。朝から嫌なものを見たし」

「嫌なもの？」

　聞き返す俺おれに、夜よ空ぞらは忌々しげに頰ほおを引きつらせ、

「……開会式で挨拶していたあの女だ」

「ええと……もしかして生徒会長のことか？　あの人がどうかしたのか？」

「『あの人』とか言うな。ますます苛いら々いらする」

「え？　お前、会長と仲悪いのか？」

　学園生活の中で何の接点もなさそうな気がするのだが。

「……話したこともない。だが死ぬほど嫌いだ」

「はあ？」

　よくわからないことを言って、さらに憎悪の表情を浮かべる夜空。

「……日ひ高だか日向ひゆうが、三年生。圧倒的な人望で去年から二年連続で生徒会長を務めている。スポーツ万能で数多くの運動部に助すけっ人ととして引っ張りだこ。面倒見がとてもよく、多忙でありながら助っ人を頼まれて断ることはほとんどないと聞く。当然、後輩からも同級生からも慕われている」

「めちゃくちゃいい人っぽいな！　ていうかもう聖人って呼んでもいいレベルじゃねえか」

　夜空は頷うなずく。

「ああその通りだ。日高日向……奴やつこそが真のリア充……。私は一年の頃から肉と奴をこの学園に棲せい息そくするリア充どもの双璧だと思って敵視していたが、肉と違って奴は女子にも極めて人望が厚い。肉が残念無双のバカだと発覚した今となっては、日高日向こそが唯一無二のリア充界の頂点──いわば『リア王』の名に相応ふさわしいと言えるだろう」

「『リア王』……ってたしかそういうタイトルの話がなかったっけ？」

　すると夜空は「ん」と小さく頷き、淡々と説明する。

「シェイクスピアの四大悲劇の一つだ。年老いた王が、自分を愛して欲しかった者たちに裏切られ、流浪の果て、幾多の悲劇を引き起こした末に自らも哀あわれな最期を遂げる物語。主人公のリアをはじめ登場人物だいたいみんな死ぬ」

「めちゃくちゃ陰湿なネーミングですね！」

　もしかすると星せ奈なの『肉』よりも酷ひどいかもしれない。

「……奴の人生が物語のようなバッドエンドになりますように、という私の願いも込めてみた。……とにかく、私は校内で奴の姿を見かけるたびに、気づかれないようにうしろから睨にらみつけたり、こっそり『チッ』と舌打ちしたりする苦渋の日々を送っているのだ」

「う、器が小せえええ……」

　どうしよう……すごく……情けないです。

　昔は俠おとこ気ぎあふれる少年（実際は少女だったのだが）だった俺の幼なじみの変わり果てた姿に、ちょっと泣きたくなった。

　というか、どう考えても最近どんどん駄目になってきてるぞこいつ……。

　もともとエア友達と話す習慣とか色々駄目なところはあったんだろうが、どうも最近はそれを取り繕うことさえしなくなってきた気がする。

　俺おれが転校してきたばかりのころは、少なくとも表面上は完璧に、近寄りがたい雰囲気を持つ才色兼備のクールビューティーを装えていた筈はずなのだが……おかしいな……いつの間にこんなダメ子ちゃんに……。

「……あーもう、奴やつのことを話すだけで腹が立ってきて胃も痛くなってきて気分も悪くなってきた。とりあえず私は保健室で休む」

　そう言って歩き出した夜よ空ぞらの顔色は、本当に少し悪くなっていた。

「お前どんだけ嫌いなんだよリア充……」

　呆あきれながら俺は夜空と別れ、自分のクラスのテントに向かう。

　と、不意に俺の視界の上端──校舎の屋上に、白くはためくものが映った。

　それは白衣──白衣をまとった少女だった。

「……なにやってんだあいつ、あんなところで」





　　






　体育祭の最中は原則として一般生徒は校舎の中には入れない決まりになっているのだが、たまたま近くをシスター・ケイトが通りかかったので頼んでみたらあっさり入れてもらえた。

「くれぐれも女子の下着や制服を盗んだり身につけたり頭にかぶったりぶっかけたりするんじゃないよ、お兄ちゃん」というケイトのアホ台詞ぜりふを聞き流し、早足で廊下を歩き、屋上へ向かう。

　屋上への扉を開けた瞬間、全身に強い風が吹き付けてきて、俺は思わず顔をしかめた。

　地上よりもさらに風が強くて冷たい。

　外に出て、扉を閉める。

　風のせいで勢い余って「ばだんっ！」と激しい音を立ててしまい、

「ぉぅっ!?」

　手すりにもたれてグラウンドを眺めていた白衣の少女──志し熊ぐま理り科かが驚きの声を上げてこちらを振り返った。

「あれ……？　先輩？　なんでこんなところに？」

「あ、いや……それはこっちの台詞せりふなんだが」

　理り科かの問いに俺おれはそう言った。

「いやー、ちょっと風に当たりたくなりまして」と理科。

　と、そこで俺は理科の格好に顔をしかめる。

「……なんて格好してるんだお前は」

　グラウンドからはわからなかったが、白衣の下は体操服、それに黒いブルマをはいていた。ちなみに学校指定の体操着の下はショートパンツだ。

　眼鏡はかけてないが、髪型は初めて会ったときと同じようなポニーテイル。

　そういえば、白衣を着ている理科は久しぶりに見たような気がする。

　理科は少し頰ほおを赤らめて照れたように微笑ほほえむ。

「せっかくの体育祭なので理科も体操着を着てみました。似合いますか？」

　ぶっちゃけとても似合っており白衣はぜひ脱いでほしかったが口には出さず、

「保健室に行けば予備の体操服貸してくれると思うぞ。ていうか、せっかくだからお前も参加すりゃいいんじゃないか？　体育祭。当日エントリーの種目もあるし」

　すると理科は首を振り、

「いえ、まだ作業があるので。なくても出ませんけど」

　俺たちの映画作りは、昨日の夕方にどうにか撮影が終わった。

　それから理科に編集作業をまかせて、俺たちは家に帰ったのだが……。

「……もしかしてお前、昨日家に帰ってないのか？　つか、寝てないのか？」

　理科の目の周りに黒いクマができていることに、俺は気づいてしまった。

「あ、バレましたか。やっぱり伊達眼鏡でもかけておけばよかったですかね」

　少しばつが悪そうに理科が苦笑する。

「……なんつーか、その……」

　苦労かけてすまん、と言おうとして、前に理科が言っていたことを思い出し、俺は別の言葉を探す。

　そして。




「……──頑張ってくれてありがとな、理科」




　理科は一瞬きょとんとした表情を浮かべ。

　その直後、ボッと顔を真っ赤にした。

「もー！　まったくもー！　そうやってたまに不意打ちで直球を投げてくるのやめてって言ったじゃないですかあ！」

「んなこと言われても困る……」

　憮ぶ然ぜんとして俺おれは言った。

　そこで理り科かは誤ご魔ま化かすように、

「あっ、今からかけっこが始まるみたいですよ！」

　白衣のポケットから双眼鏡を取り出して、グラウンドのほうを覗のぞく理科。

　そこで遠くから小さく「ぱん」と鉄砲の音が聞こえた。

　どうやら本当に二〇〇メートル走が始まったらしい。

「あ、さっそく星せ奈な先輩ですよ」

　双眼鏡を覗きながら理科が言った。

　俺もグラウンドのほうを見てみると、たしかに星奈が走っていた。

　ここから肉眼でもはっきりとわかる、風になびき、まるで金色の粒子を撒き散らしているかのようにも見える星奈の髪。

「うっひゃ～、ばいんばいんに揺れてますね～……ちっ」

　どこか妬ねたましそうに実況する理科。

「どこを見てるんだお前は……」

　そうこうしているうちに、星奈は他の選手に圧倒的な差をつけてゴール。

　完全なる勝利を大衆に見せつけるかのように両手で大きく髪をかきあげ、体育祭役員の男子がうやうやしく差し出した一位の旗を当然のように受け取る。

　その一挙手一投足、全てに華がある。

「はー、やっぱりなんだかんだですごいですねー星奈先輩は」

　理科は双眼鏡を覗くのをやめ、グラウンドに背を向けて手すりにもたれかかる。

「そうだな」と、そのままグラウンドの方を眺めながら俺。

　そんな俺に理科は、




「ちなみに小こ鷹だか先輩は、星奈先輩のことどう思ってるんですか？」




　さらりと、不意打ち気味に強烈な直球を投げてきた。

「べ、べつにどうって……ただの部活の仲間だよ」

「許嫁いいなずけなのに？」

「……それはもう終わった話だろ」

「ふーん……」

　理り科かはなにか考えるような顔をした。

「……星せ奈な先輩にとってはそうでもないみたいですケド」

「え？　なんだって？」

　小さくなにごとか呟つぶやいた理科に聞き返すと、理科は不意に、呆あきれるような蔑むような酷ひどく冷めた目で俺おれの方を見た。

　それから空を見上げ、まるで独り言のように、何の感情も籠こもらない声で呟く。




「──寂しがりやのくせに、他人に率直な好意を向けられるのは怖い」




「──気づかないフリをする。聞こえないフリをする」




「──逃げる。茶ちや化かす。誤ご魔ま化かす。拒絶する」




「──自分は好かれてなどいないのだと、自分の心にさえ噓うそをつく」




「……あー、小こ鳩ばとのことか？　たしかにあいつ、そういうところがあるんだよな……。昔から人見知りなんだ。今の中等部でもそんな感じみたいだぜ」

　そうじゃないことを理解しながらも、俺は苦笑いを作り、理科にそう言った。

　俺の言葉を聞いているのかいないのか、理科は視線を空からコンクリートの床面へと落とし、泣いているような笑っているような曖昧な表情で、非難するような口ぶりではなく、むしろ優しく慈しむかのような声音で吐き捨てた。




「──『なんだって？』じゃねえよ、ばーか……」




　そして理科は、唇を笑みの形に歪ゆがめながら、まるで宇宙空間のように冷たくて暗い虚無の瞳を俺に向けた。

『常にハイテンションで奇行奇言を繰り返すおかしな後輩』という道化の仮面を脱ぎ捨てた、俺の見たことがない志し熊ぐま理科がそこにいた。

　くすくすと小さく笑う真ま似ねをしながら理科は続ける。

「……小こ鷹だか先輩がそれを望まれるのでしたら、理科はこれからも、これまでどおりのキャラクターを通しますけど。ＢＬやメカやエッチなものが好きなのは別に噓じゃないですし、アッパーにはしゃぎ回るのも、先輩にすげなくされるのも、それはそれで楽しいですし。でもね、小こ鷹だか先輩──」

　理り科かの口元に貼り付いた笑みが消え、代わって瞳の奥に激しい感情が渦を巻く。




「もうそろそろ、先に進んでもいいんじゃないかな？　だって──」




「やめろ！」

　俺おれは思わず声を荒げていた。

　その先を言わせては絶対にいけない。

　それを言葉にしてしまったら、俺は、俺たちはもう……進むしかなくなる。

　進むというのは、変化するということだ。

　それは、とても怖いことなんだ。

　光に照らされた温かい部屋から、何も見えない真っ暗闇の世界に足を踏み出すような、本当に恐ろしいことなんだ。

　俺だけじゃない。

　きっと夜よ空ぞらにとっても、星せ奈なにとっても、幸ゆき村むらにとっても、理科にとっても。

　隣りん人じん部ぶの存在そのものを揺るがす、決定的な変化を引き起こしてしまう。












　十年前の思い出だとか、婚約の話だとか、そんな些細な問題とは比べものにならないほどに──決定的な変化を。

「……ふ」と理り科かは儚はかなげな吐息を漏らし、それきり何も言わなかった。

　俺おれは小さくため息をつき、「……俺はもう行くから」と告げて歩き出す。

　理科から離れ──校内への扉に手をかけたそのとき、




「だって理科たちは──」




　うしろで理科が何かを呟つぶやいた。

　震えているような──泣いているような声で。

　俺の身体が恐怖に震えた。

　だが、まさにその刹那。

　幸運にも──本当に幸運なのかはわからないけど──これまでになく激しい風がうなりを上げて吹ふき荒すさび、理科の言葉をかき消してしまった。

　だから俺は、卑ひ怯きようにもホッとして。

　顔だけ理科のほうを振り返り。




「──え？　なんだって？」




　とぼけた口ぶりで、そう言った。

　それは『問い』なんかじゃなくて、今の俺の『答え』だった。

　隣りん人じん部ぶの誰だれよりも聡さとく、心の機微が読める──読めてしまう彼女は、もちろん誤解することもなく、ただ寂しげに微笑ほほえんで何も言わなかった。

　俺は扉を開け、屋上をあとにする。

　これでよかったんだと自分に言い聞かせながら。




　……風に消えた言葉がなんだったのか、俺は本当は知っていた。

　……本当はもう、とっくに気づいていたんだ。





（終わり）







あとがき




　お久しぶりです、平ひら坂さかです。そんなわけではがない７巻、学園祭準備編でした。

　物語が佳境を迎え、小説以外でも公私ともにいろいろなことがあって、かつてないほどの難産でした。まあ、毎回難産だと言っているような気もしますが、楽しんでいただけたのなら嬉うれしいです。




▼アニメ

　２０１１年10月より、ついにテレビアニメの放送が始まります。

　この本と同時に発売となったＤＶＤ付き特装版をご購入いただいた皆さんは、既にその片へん鱗りんを垣間見たかもしれませんが──はがないアニメ、超凄すごいです。

　声優さんたちの熱演や、綺き麗れいな絵がぬるぬる動くのはもちろんのこと、あまり目立たないような細部の作り込みがとんでもないことになっています。

　特に作中で隣りん人じん部ぶのメンバーたちが遊ぶゲームは、大勢のイラストレーターさんや声優さんなどを巻き込んで、実際にこういうゲームがあるんじゃないかと勘違いしそうなくらいのクオリティになっています。偉い人から怒られるかもしれない。『モン狩』や『ときメモ（大人の事情でアニメでは『きらめきハイスクール』略して『きらスク』という名前になっています）』のそれっぽさはヤバいです（特装版ＤＶＤをご覧になった方は、星せ奈なのＰＳＰの持ち方がいわゆる「モンハン持ち」になっていることにお気づきでしょうか）。また、『聖剣のブラックスター』や『ロマンシング佐さ賀が』ではとんでもない人たちに協力をいただき、これまたどこかから苦情が来るかもしれないような凄いものになっています。他にも小こ鳩ばとがハマっているアニメ『鉄くろがねの死霊術師ネクロマンサー』も細かい設定が作られ、ゲルニカちゃんや魔人アシュタロスがぬるぬる動きます。カラオケに行く話では、小こ鷹だかたちが歌う曲が、いわゆるキャラソンとは異なる「はがないの世界にあるドラマやアニメの主題歌や人気曲」という設定で多数用意されています。

　一体なにが彼らをここまで駆り立てるのだろう……と原作者が軽く引くレベルの圧倒的な作り込みですので、ぜひぜひ何度も観みて、できればＤＶＤやブルーレイも買ってじっくり確認してみてください。僕も各話最低百回ずつは観るつもりです。

　ちなみに、アニメのために作られた膨大な設定はせっかくなのでちょくちょく原作でも使っていく予定です。




▼ゲーム

　ＰＳＰ用ゲームソフト『僕は友達が少ない　ぽーたぶる』が発売されることになりました。詳しい内容は言えませんが、なかなか衝撃的な展開が用意されています。あとぬるぬる動きます。一人でじっくりニヤニヤしながら遊んでください。




『ヴィクトリースパーク』というカードゲームにはがないが参戦決定です。11月19日に「トライアルデッキ　僕は友達が少ない」が発売予定です。友達がいる人は対戦したりカードを交換したりして楽しんでください。







▼フィギュア

　グッドスマイルカンパニーから、夜よ空ぞら、星せ奈なのねんどろいどが発売決定です。ものすごく可愛かわいいです。立体モノは他にもいろいろ出る予定なので続報をお待ち下さい。また、コミックアライブの付録に三号連続ではがないのミニストラップフィギュアが付きます。これもとても可愛いです。ぜひゲットして使ってやってください。







▼書籍

　月刊コミックアライブで連載中のコミック版はがない第３巻がこの本と同時に発売されています。また、ジャンプＳＱ．１９にて連載中の『僕は友達が少ない＋プラス』の第１巻が10月４日（火）に発売予定です。




『僕は友達が少ない　公式コミックアンソロジー』が10月22日（土）に発売予定です。大勢の凄すごいマンガ家さんたちによるはがないの世界をお楽しみに。




『僕は友達が少ない　公式ノベルアンソロジー』がＭＦ文庫Ｊから11月25日（金）発売予定です。これからのライトノベル業界を担うであろう注目作家たちが集まってくれました。お楽しみに。僕も一本アンソロジーを書く予定です。




　小こ鷹だか以外の人物の視点で描かれる〈繫がり〉の物語『僕は友達が少ない　CONNECTこねくと』も発売予定です。夜空が隣りん人じん部ぶを設立する話、星奈の日常、小鷹と出で逢あう前の理り科かの話、幸ゆき村むらの「かていのじじょう」、若き日の天馬ぺがさすと隼はや人との話などが収録される予定です。




▼音楽

　アニメのオープニング、エンディング、オリジナルサウンドトラックが続々リリース予定です。Tom-H@ckさんから新しい曲が上がってくるたびにテンションが上がりまくり、この巻の執筆中ずっと聴いていました。隣りん人じん部ぶのカオスな日常を盛り上げる、驚くほどに多彩な音楽を、ぜひ皆さんの日常でも聴き倒してください。







　……ざっと大きなものではこんなところですが、これ以外にもいろいろな動きがあったり、現時点ではまだ発表できないことがあったりと、小説のあとがきだけで全ての情報を網羅することが不可能になりました。

　はがない原作公式サイト、ＭＦ文庫Ｊ編集部ブログ、ＴＢＳのアニメ公式サイト、コミックアライブ本誌、コミックアライブ編集部ブログ、ツイッターなどで新情報が次々と出てくると思いますので、ぜひチェックしてみてください。







▼謝辞

　イラスト担当のブリキさん、ＭＦ文庫Ｊ担当編集の岩いわ浅あささんをはじめ、小説に関わる皆さん、コミック関係の皆さん、アニメ関係の皆さん、ゲーム関係の皆さん、その他、『僕は友達が少ない』という大きな祭りを盛り上げるべく尽力してくださっている全ての皆さんに、心よりお礼申し上げます。これからも一緒に頑張っていきましょう。

　そして何より、このシリーズを応援してくださっている読者の皆さん。皆さんのおかげで残念な日常の物語はここまで大きくなりました。この祭りの主役は皆さんです。どうか存分に楽しんでください。

　それでは今回はこのへんで。迷走しがちだけど懸命に駆け抜けていく小こ鷹だかたちの青春に、もうしばらくお付き合いいただければ幸いです。





２０１１年８月下旬　平ひら坂さか読よみ











　著者

　平坂読（ひらさか・よみ）

　　業界の片隅でボソボソと息を続けるライトノベル作家。

　　アニメ化しても友達が少ないことに定評がある。




　イラストレーター

　ブリキ

　　朝起きるだけでも息が切ます……歳ですね。
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